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卒業生のみなさんへ

　本号で10号をむかえた『ゆうかり』をまず卒業
生の皆様にお届けします。例年本誌は卒業式直前
に刊行され，本誌をまず手に取るのは卒業生で
す。すでに進路が決定し，福祉機関や企業での研
修に入っているひと，まだ思うような進路先に出
会えず求職中のひと，なお専門学校や大学院での
学業を続けようというひと，それに何よりも社会
福祉士試験に合格したひと，残念ながら届かな
かったひと，希望に胸弾んでいるひと，不安が胸
いっぱいのひと，悲喜こもごも，不安と希望が交
錯しているというのが現状でしょう。
　２月下旬「就活」に悩んでいたという県内の大
学生が，バスジャック（事件自体は計画的ではな
く偶発的な要素が強いようですが）を起こしたと
いうニュースが流れました。私が驚いたのは彼
が，３年生であったということです。特殊な例か
もしれませんが，３年生の段階でそれほどまでに

「就職活動」なるものに精神的に追い込まれる状
況があるということに改めて気づかされました。
　昨年秋に，「ぶっとばせ，シュウカツ」という学
生デモが主要都市で自然発生的に起こりました。
そう多い数ではありませんでしたが，当事者であ
る学生自身が，「何かおかしいぞ」と声をあげ始め
たのだと思います。「シューカツ」という社会的風
潮に翻弄される状況，残念ながらそれをさらにあ
おる風潮も見られます。就業力は「シューカツ」
ではなく「人間力」を身につけることです。本学
科でいえば「ソーシャルワーカーとしての人間力」
を磨いていくことによって進路はおのずから開か
れていきます。目先のことに振り回される必要は
全くないと私は確信しています。

『ゆうかり』10号について

　前学科長の堀田さんは９号の巻頭言で『ゆうか
り』創刊号から９号に至るまでの，本誌のボ
リュームアップの推移を詳しく述べられていま

す。わずか17ページしか組めなかった第４号
（2005年）から比すれば本号は115ページという６
倍強のボリュームとなっています。勿論，量があ
ればいいというわけではありません。掲載作品の
内容は豊富化され，また本誌の執筆者も飛躍的に
増加しており，社会福祉学科及び研究科の教員，
学生が共に読み込んでいける親しみのある内容，
それでいて本学会の目的である「学術研究を推進
し，会員相互の学問的交流を促進する（社会福祉
学会会則第２条）」という趣旨に沿った編集と
なってきました。
　この間の『ゆうかり』のパワーアップは社会福
祉学会運営委員の皆さんの労によるところが多
く，実りある収穫となったことに敬意を表したい
と思います。また本誌『ゆうかり』の編集を中心
的に担ってきた崎原さんはこの間の『ゆうかり』
の編集動向を回顧し，今後の展望について提言さ
れています。（本誌101ｐ）「社会福祉学会はカリ
キュラム等の学科教育の縛りを離れて，学科教育
を活性化するためのアソシエーション組織」であ
り，「学科教育と社会福祉学会活動をつないで，
より豊かな学科教育の場を作っていく一連の取り
組みをコミュニティソーシャルワークの視点から
捉える」とし，本学会の活動や本誌の編集過程を
ソーシャルワーク実践と捉えられています。今後
ともこの提言を生かしながら学科，学会活動が展
開できればと期待します。
　福祉社会学部の３学科はそれぞれ「児童学会」，

「現代社会学会」，「社会福祉学会」と学科学会を
有し，学会誌も児童学会が『児童扉』，現代社会
学会が『Kaleidoscope』と，それぞれの学科の特
徴を基礎に，多様な活動を続けています。それぞ
れの学科はその独自性を基盤にしつつも，福祉社
会を形成していく一翼を担っていくという観点か
らは共通の立場にあるものと思います。社会福祉
学科のみならず，福祉社会学部全体の発展を祈
り，巻頭言の結びといたします。

巻頭言

	『ゆうかり』第10号発刊によせて
	 社会福祉学会長　天　羽　浩　一
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ドイツ最低生活保障制度の給付と扶助基準に関する一考察

	 大学院　福祉社会学研究科　　　　　　　　　　

	 博士前期過程２年　田畑ゼミ　大　野　さおり

１．はじめに

生活保護法が保障する「最低限度の生活水準」
とは，憲法第25条の生存権保障を根拠とするもの
である。しかし，「健康で文化的な生活水準」と
は，抽象的・相対的な概念であり，それを具体的
にどのような水準にするかということについては
大きな課題である。これについて，朝日訴訟にお
いては「人間に値する生存」あるいは「人間とし
ての生活」を可能ならしめるような程度のもので
なければならないとしている。つまり，それは国
民生活の現状に照らした，生活保護基準の妥当性
が求められるということになる。

今日の経済・雇用情勢は，現行生活保護制度が
成立した1950（昭和25）年の状況と比べ大きく変
化し，国民の生活や労働環境を取り巻く情況もさ
まざまな問題を抱えている。すなわち，「健康で
文化的な生活水準」とは，流動的な社会情勢に左
右される国民の生活動向に着目し，国民の生活を
守り，その維持と安定が持続可能な水準であるこ
とといえる。故に，生活保護制度が国民の最低限
度の生活を保障し，恒久的なセーフティネットと
しての役割を果たせるようにすることが極めて重
要である。

ドイツにおける最低生活保障制度は，稼働能力
の有無により要扶助者を区分することで，いずれ
にも同額の「最低生活保障給付」を行うという抜
本的改革が行われた。つまり，性質の異なる要扶
助者からなる「求職者基礎保障」，「社会扶助」の
制度に同額の扶助基準額を給付する仕組みを取っ
ている。ここでは，ドイツ最低生活保障制度の対
象者の異なる２つの制度の給付と扶助基準につい
て検討してみたい。

２．求職者基礎保障

　求職者基礎保障の基本理念は，「支援と要求」
（Fördern	und	Fordern）の原則であり，これにより

求職者を労働市場に統合するための就労支援サー
ビスを定めるとともに，求職者に対し義務の履行
を強く要求している。求職者基礎保障は，就労支
援と最低生活保障を行うことで，稼働能力のある
要扶助者への支援を効果的かつ効率的におこない，
労働市場へ送り返していくための制度である。
　失業手当Ⅱの受給請求権を有する者は，「15歳
から上限年齢未満の者」であり，従来の社会扶助
受給者のうちの就業が可能な者にも失業手当Ⅱの
受給請求権が適用される。また社会手当の対象者
は，就業可能で扶助を必要とする者と同一の「要
扶助世帯｣ で生活する世帯構成員である（SGB
第２編第７条）。求職者が「就業可能であるか否
か」または「扶助を必要としているかどうか」は，
雇用エージェンシーにより認定される。保有でき
る資産の上限は，原則として成人で扶助を必要と
する者およびそのパートナーにそれぞれ「年齢×
150ユーロ」であり，未成年の子ども一人につき
3,100ユーロである。求職者は雇用エージェンシー
との間で「再就労協定」を締結し，これに基づき
就労支援サービスや現金給付を受ける。求職者に
は原則あらゆる就労が期待可能とされ，就労すれ
ば手当の加算などが行われるが，反対に就労を拒
否すれば現金給付の減額や停廃止などの制裁が課
せられる。
　失業手当Ⅱの給付は，通常給付，増加需要給付，
住居と暖房のための給付，一時的需要給付等で構
成されている。基準となるのは単身者の「通常給
付」である（表１）。生活費保障のための通常給
付には，社会法典第12編社会扶助の最低生活水準
の「通常基準」に相当するもので，食料，衣服，
保健衛生，家具および日常生活の個人的需要，な
らびに文化的生活に参加する費用をも含むもので
ある（表３）。社会手当（家族）の給付額は，単
身者の通常給付に対する資格者のカテゴリーによ
り定められた100分比によって支給される。

研 究 報 告
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３．社会扶助

　ドイツの社会扶助は，わが国の生活保護法と福
祉サービス法の一部を含んだ制度となっている。
このため，その給付は最低生活保障のために主に
金銭給付を行うものと，高齢者や障がい者等に対
する福祉サービスを行うものからなっており，社
会法典第12編では７種類の給付を定めている。７
種類の給付は，①「生活扶助」，②「高齢・障害
等基礎保障」，③「特別扶助」の３つのグループ
に区分することができる。
　生活扶助は，社会法典第２編および社会法典第
12編第41条から46条による給付を受給していない
者で，必要生活費を自己の所得や資産によって調
達できないか，あるいは充分に賄うことのできな
い場合に，社会法典第12編第27条から第40条の規
定に基づいて給付される。生活扶助は一般的な生
活費を支弁するものである。それは通常基準と各
種の加算措置で構成されるが，通常基準は世帯主
とその世帯構成員を区別して定められる（表２）。
なお，通常基準については，連邦労働社会省が定
める「基準額法令」の範囲で州政府が月額を定め，
その際各州は，社会扶助主体に対して，法規に定
める最低基準額を基礎として地域的基準額を定め
る権限を与えることができる（SGB 第12編第28
条第２項３項）。生活扶助が保障する必要生計費
とは，食事，住居，衣服，身体衛生，家具，暖房
および日常生活上の個人的需要（相当な範囲とし
て認められる，周囲との交際および文化的生活へ
の参加）が含まれる（SGB 第12編第27条第１項）。

４．おわりに

　従来の最低生活保障制度（連邦社会扶助法）の
扶助基準額は297ユーロで，現在の基準額に比べ低
いことが分かる。しかし，この基準給付額を中心
にそれ以外の給付（一時的需要給付等）との組み
合わせにより，個別の需要に対応する給付が補完
される仕組みが取られていた。制度改革後のドイ

ツ最低生活保障制度として再編された，社会扶助
においては従前の制度と同様に，ほぼ変わりなく
その仕組みが取られている。一方，求職者基礎保
障給付の仕組みは，簡略化を推進し定型化を強化
することで，「受給者の自律的生活の実現」と「行
政の簡素化」を目的としている。求職者基礎保障
の給付基準額が定型的性格を帯びていることに否
定的な評価は強く，需要充足のもつ補完性の欠如
を引き起こしかねないことが指摘されている。
　ドイツ最低生活保障制度がそうであるように，
わが国の生活保護制度においても保護基準は重要
な役割を果たさなくてはならない。それは被保護
者のみの問題ではなく，憲法25条が示す「健康で
文化的な生活水準」を国民の誰もが等しく可能と
することに標準が向けられているからである。国
民生活の安定と社会保障の持続的発展を図るため
には，保護を必要とする貧困層への最低限度の生
活保障はもとより，自立した生活へと繋がる就労
支援の充実が不可欠である。

主要参考文献

田畑洋一（2009）『ドイツ最低生活保障制度研
究―制度の仕組みと運用―』東北大学大学院
文学研究科博士論文

嶋田佳広（2009）「ドイツ求職者基礎保障にお
ける保護基準」『賃金と社会保障』№1489，
旬報社，５月上旬号，４－24頁

表１　失業手当Ⅱ・社会手当の基準月額 表２　生活扶助の基準月額

表３　基準額の内訳
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１．はじめに

　昨今の子育て支援は，従来の子どもへのケア
ワークと同時に保護者へのソーシャルワークの重
要性が高まっている。特に発達初期の乳幼児期の
支援は，人間形成や家族関係の形成の大事な時期
である。その中でも障害や疾病，発達が気になる
場合にその重要な役割を地域で担っているのが障
害者自立支援法に基づく事業所（障害者自立支援
法第５条７項）の児童デイサービス（以下；児童
デイ）である。現在児童デイの対象者は，早期療
育の効果の高い範囲の幼児を原則として，障害の
種別や診断の有無にかかわらず市町村のサービス
受給決定を受ければ利用することができる。つま
り障害や発達状況の種別が限定されず，利用者へ
の支援は多様化している。そこで児童デイの療育
支援は，子どもや保護者の発達・心理状況，環境
などの実態に応じて行う必要がある。

２．研究目的

　本研究は，鹿児島県内の児童デイを利用してい
る利用者の実態をグループ化し，その特徴を明ら
かすることを目的とした。

３．研究対象

　研究目的に承諾を得た鹿児島県内の29ヵ所の児
童デイ事業所を利用する全保護者831名（平成20
年12月現在）。平成20年12月中旬～21年１月上旬
にかけて質問紙調査（郵送法）を行った。

４．倫理的配慮

　文書にて調査目的，内容，方法について説明し
承諾を得た。また，調査票は無記名回答とし，施
設名や個人名が特定されないように十分にプライ
バシーに配慮し，得られたデータは学術的な目的

以外には使用しないことを約束した。

５．分析方法

　対象者は「幼児の母親」とした。保護者をグ
ループ化するクラスター分類は，①利用月数②母
親の年齢③子どもの月年齢④療育手帳取得率⑤身
体障害者手帳取得率⑥リハの利用状況⑦幼稚園・
保育園の並行通園⑧親の会への参加の観点から
行った。グループ化は，大規模ファイルのクラス
タ分析（最大反復回数10）で行い，A～G の名前
を付けて表示した。

６．結果（グループの特徴）

　有効回答率は40.4％（336名）であった。属性
項目の①～⑧の分散分析と多重比較の結果は，全
項目でグループ間に有意差が認められた。

１）A グループ（12.2％，41名）
　母親の年齢33歳，子どもの年齢２歳７カ月と最
も若い。療育手帳の取得率37％，身体障害者手帳
の取得率12％であり，リハ利用率は39％で，障害
や発達の遅れが早期に発見されたグループであ
る。だが，児童デイの利用歴が６カ月と最も短く，
児童デイでの支援が開始されて間もない。幼稚
園・保育園を並行通園しているのは29％と最も低

児童デイサービス（療育）利用者の実態について

―利用者のグループ化―

	 大学院　福祉社会学研究科　　　　　　　　　　

	 博士後期課程　蓑毛ゼミ　有　村　玲　香

研 究 報 告

表１　保護者の属性項目分散分析，多重比較
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く，児童デイとリハを活用した発達支援が中心で
ある。親の会の参加度は1.12とあまり高くない。
２）B グループ（19.0％，64名）
　子どもの年齢が４歳０カ月，療育手帳の取得率
は23％と最も低く，身体障害者手帳の取得率11％
である。児童デイの利用歴は，７か月と３歳以降
に児童デイの療育支援が始まっている。幼稚園・
保育園は50％が並行通園しているが，リハ利用率
は19％，親の会参加度も0.94と最も低い。児童デ
イでの単一支援が多く，母親同士の交流や情報交
換が少ないグループである。
３）C グループ（23.2％，78名）
　子どもの年齢が５歳８カ月と年齢が高いが，児
童デイの利用は11カ月と４歳後半から児童デイの
支援が始まっている。療育手帳取得率33％，身体
障害者手帳取得率12％と全体的に低い。リハ利用
率も21％と低いが，幼稚園・保育園の並行通園率
は94％と９割以上幼稚園・保育園を利用してお
り，主に幼稚園・保育園と児童デイからの発達支
援を受けている。親の会参加度は，あまり高くな
い。
４）D グループ（17.0％，57名）
　子どもの年齢は４歳４カ月であるが，児童デイ
の利用は１年８カ月と早期から児童デイを利用し
ている。療育手帳の取得率は49％と約半分が取得
している。リハ利用率は39％，幼稚園・保育園の
並行通園率も46％と幼稚園・保育園に所属しなが
らリハと児童デイの両者からの発達支援を受けて
いるグループである。親の会の参加度も高く，保
護者同士の交流が多く行われていることが伺え
る。同時に複数の発達支援を受けているグル―プ
である。
５）E グループ（5.4％，18名）
　子どもの年齢は３歳５カ月と幼いが，児童デイ
の利用歴は２年８カ月と早期から児童デイを利用
している。療育手帳の取得率61％，身体障害者手
帳の取得率39％，リハ利用率も50％と最も高く，
障害や発達の遅れが早期に明確になっていること
が伺えるグループである。幼稚園・保育園の並行
通園率は33％とあまり高くない。親の会の参加率
は2.11と最も高く，子どもの子育てに積極的に取
り組み，他保護者との交流や情報を多く持ってい
ることが伺えるグループである。

６）F グループ（15.8％，53名）
　子どもの年齢は５歳10カ月と就学年齢に近く，
母親の年齢は36歳と最も年齢が高い。児童デイの
利用は，２年９カ月で３歳以降に児童デイの療育
支援が始まっている。リハ利用率は28％である
が，幼稚園・保育園の並行通園率は87％と高く，
身体障害者手帳取得率が２％と最も低いので，身
体的な障害より社会性や認知力，学習などの発達
の偏りへの支援が必要であると伺える。また，親
の会の参加率も1.92と高く，就学に向けて保護者
同士の交流が多く行われていると伺えるグループ
である。
７）G グループ（7.4％，25名）
　子どもの年齢５歳９カ月で児童デイの利用は，
４年０カ月と最も長く児童デイを利用している。
療育手帳の取得率は68％と最も高く，身体障害者
手帳の取得も24％と高い。リハ利用率も40％と高
く，早期に障害や遅れが明確化し長期間の支援が
行われているグループである。年齢が高いので幼
稚園・保育園の並行通園率は80％と高く，保護者
の親の会の参加率も1.76と高い。

７．まとめ・今後の課題

　本研究では，児童デイの利用者の実態に応じた
療育ケアワークと療育ソーシャルワークを展開す
るために，複数の包括的な観点から利用者の実態
を具体的に分類した。
　児童デイは，子どもの疾病や障害種別の区別は
なく，発達が気になる段階から利用できる。同時
に，保護者は障害告知を受けたり，子どもの発達
に不安や悩みを抱えている場合が多い。障害受容
には，個人差はあるがおよそ１年が必要である。
障害受容の過程は，①精神的打撃と麻痺状態②否
認③パニック④怒りと不当感⑤敵意と恨み（ルサ
ンマン）⑥罪意識⑦孤独感と抑うつ感情⑧精神的
混乱と無欲，無関心（アパシー）⑨あきらめから
受容へ⑩新しい希望，ユーモアと笑いの発見⑪新
しいアイデンティティの誕生の11段階の変容があ
る（佐々木，2001）。当然ながら子どもや保護者

（特に母親）の発達・心理状況，環境などの状態
よって支援方法や内容は異なるので，児童デイの
療育支援を①関係性②自律性③時間性の３次元の
側面から行う必要がある（伊藤，2010）。そこで，
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今後の課題は，本研究で得られた保護者のグルー
プを独立変数として，保護者の自己評価項目を分
析し，特徴や実態に応じた具体的な療育支援を検
討していこうと考えている。

引用文献

伊藤良子（2010）「障害児の母親へのケア」に
関する文献展望とその分類．京都市立看護短
期大学紀要，（35）67-76.

佐々木正美（2001）児童精神科医が語る．岩崎
学術出版社，170-172.
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１．研究目的

　わたしたちは，幸福をどのように感じ，それを
またどのように手に入れているのか。社会福祉学
習の基本テーマの一つである「幸福」概念が文化
の違いによってどのように異なって理解がされて
いるのかについて文献資料を収集し，分析・整理
をすることを思い立った。
　また，近年の世界各国を対象とした「幸福度」
の測定結果にも当ってみる。そこでは，日本は上
位にランクされていない。その原因・理解につい
て測定法の検討を加味しながら考え，世界で一番
幸せな国は果たしてどこなのかを探っていくこと
にした。そして，幸福度ランキング１位の国はど
のような暮らしをしているのか調べることにし
た。

２．研究方法

⑴　テキスト（大石繋宏著「幸せを科学する」
新曜社）をゼミの学習に沿って読み込む。
基礎概念等の学習を積む。

⑵　「幸福」に関連する書籍・新聞・論文・イ
ンターネットを収集する。

⑶　世界各国を対象とした「幸福度ランキン
グ」を収集する。

⑷　メンバーで分担して，概要の紹介，批評を
行う。

⑸　調査結果を報告書にまとめる。

３．調査研究結果

⑴　幸福感
　人が感じる幸せは，他の人には必ずしも幸せ
と感じられるものではない。しかし，人が幸福
を求める前提として満たされていなければなら

ない条件として，自由と福利があげられてい
る。
⑵　幸福度ランキング（指数ランキング）
　ここでは世界の幸福度ランキング・指数ラン
キング，そして幸福に関連するいくつかのラン
キングをとりあげている。まとめとして，作成
した年数・作成元・内容・作成に携わった人々
によって結果が大きく異なることが分かった。
⑶　デンマーク
　25％の消費税を課し，医療・福祉・介護・教
育など無料化する。まさに高負担高福祉であ
る。制度がしっかりしており，様々な福祉サー
ビスを利用している。人は自由で満足している
ように見えた。
⑷　日本
　個人の所得や雇用，政治体制，社会保障に関
する将来に対する不安があり，首相が次々と代
わる政治の不安定さがある。欧州の負担率は高
いが社会保障が充実し幸福度が高い。日本は，
社会保障を充実し幸福度を高めるために増税す
べきであるが将来にわたって安心できる社会保
障制度をつくることを約束できれば国民は納得
するのではないか。

４．まとめ

　わたしたちは今回，「世界で一番幸せな国はど
こか」について，インターネットや書籍・新聞・
論文などから資料を収集してグループ研究を行っ
た。今回は，幸福度ランキング一位の国としてデ
ンマークを取り上げたが，まとめとして調査年
度・機関・内容・対象人物によって同じ幸福度ラ
ンキングの結果は異なってくるので一概にはデン
マークが世界一とは断言できない。また，幸福＝

世界で一番幸せな国はどこか

～「幸福」概念および測定法の検討～

社会福祉学科３年（高木ゼミ：グループＡ）

○上加世田真一，相星孝明，大山桜子，橋本修平，馬場健久
前野友希，泰江　誠，安田弥生子，山迫　希

研 究 報 告
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幸せに関するランキングといっても，「幸福度ラ
ンキング」をはじめ，「国の豊かさランキング」，

「生活満足度ランキング」，「住みやすい国ランキ
ング」，「平和度指数ランキング」など多くのラン
キングがあった。どのランキングの結果を見て
も，やはり高福祉高負担の福祉国家の代表といわ
れる北欧が今の時代には生きやすい社会なのかも
しれない。
　今回の研究の中で，国・性別・年齢を問わず，
幸せの感じ方はそれぞれ異なることが分かった。
人間一人ひとり個性があるように，幸せの感じ方
は一人ひとり違う。裕福な国・貧困な国に関わら
ず，一人でも多くの人々が「幸せ」だと感じられ
ることが最も大切なことなのではないかと思う。
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１．研究目的

　わが国に限らず多くの国々の福祉施策は，その
ほとんどが公共政策として現実の政治の中で合意
が形成され決定されていく。個々の施策の決定に
際しては国，地方自治体の議会での討議が重ねら
れるが，時間的制約もあってそれが不十分な場合
もみられる（例えば「介護保険法」の審議など）。
そして，その具体化にあたってはソーシャルワー
カーをはじめ，保健医療等のさまざまな専門職が
かかわっている。そのため，地域における在宅
サービス，施設サービスの利用・提供場面では，
利用者と提供者との間で齟齬を生じることも少な
くない。幸福の実現という目標に向けての双方の
努力がしっくり噛み合わないのである。その底に
は「幸福」あるいは「不幸」に対する考え方の相
違があることが想定される。本研究では，日本人
の「幸福・不幸」観に関する単行本，論文等での
論述を点検するとともに，こうした観点からの医
療福祉現場での援助実践の現状・課題について
探っていくことにした。

２．研究方法

①　幸福・不幸に関する文献資料を収集し，そ
れらを分担して調べ，考えをまとめる。

②　医療ソーシャルワーカーとして病院で働い
ているゼミ OB・３名に幸福・不幸に関する
グループインタビューを実施する。

３．結果

⑴「幸福・不幸」関係資料・文献から検索・整理・
考察したこと

○幸福と不幸の関係：幸福や不幸というものは，
心に抱くものであり，見ただけで判断すること
は難しい。幸福のためには，あらゆることがら
が幸福でなくてはならないのに対して，不幸に

なら，ただ一つの不幸でも十分不幸になれると
いうことである。

○幸福感：心が疲れた時や傷ついた時には，幸せ
を感じることで回復力を高めることができる。
悩みやつらいことがある時ほど幸せを感じる時
間を意図的に持ったほうが良い。

○幸福と自尊心のつながり：幸福には自尊心も関
係している。自分を価値ある存在として大切に
思う気持ち自体は，人間が生きていくうえでな
くてはならないもので，自尊心が低いと無力感
や不安感にとらわれ情緒不安定になりがちであ
る。

○不幸がもたらす幸せ：苦痛・苦悩さえなければ
それでよしとする無欲の安らかな幸福は，確実
に得られる幸福になる。無欲ならば，不満は生
じず，痛みがなく安らかであれば，それがその
ままに幸福となるのである。不幸によってつぶ
されることがなければ，これに挑戦することを
もって，そのひとは，大きく飛躍していくこと
が可能になる。

○幸福・不幸～雑感：現代の日本人は，幸福を自
覚するのに鈍感である。豊かであるにしては幸
福感をいだくということが諸外国に比してかな
り低いようである。

⑵グループインタビュー結果（抄）：「医療福祉分
野ソーシャルワーカー（ゼミ OB・３名）に伺
う」

○医療ソーシャルワーカーのやりがい
　「急性期の病院の中で患者だけでなく，家族が

たくましくなっていく姿を見てやりがいを感じ
る。」

　「ふとした時に今はまだそこまで達していない
と感じるが，楽しく仕事ができている。」

○ソーシャルワーカーが与えられる「幸せ」

「幸福・不幸」観と社会福祉実践

社会福祉学科３年（高木ゼミ：グループＢ）

○松尾隼人，大迫宏貴，田代真二，中村勇樹，二ノ宮龍之介
橋口謙龍，松久保克洋，松本恭介，溝上友香，三谷章悟

研 究 報 告
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　「幸せであって欲しいと思い一生懸命接するが，
結果として相手の方が幸せを感じているかは分
からない。」「患者に対し制度，情報の提供はで
きるが，それが幸せに置き換えられるかは分か
らない。」

　「家に帰ることが幸せなのか，転院することが
幸せなのか分からない。」

○患者さんが望む「幸せ」とソーシャルワーカー
が与えたい幸福感の違い

　「患者が望む幸せはニーズなのかなって思う。」
「この人たちの生活がこうであったらいいなと
思いながら面接をしている。」

　「患者の家族と病院側の方向性が一緒であれば
幸せは共有できるが，介入しなければいけない
ケースはそれぞれ何かしらのリスク等をもつ患
者が多い。」
（注）：インタビューの詳細は「報告書」参照

４．まとめ

　文献資料をもとに，「幸福・不幸」の見方，と
らえ方について考察した。「幸福と不幸の関係」

「幸福感」「幸福の評価・判定」「幸福と自尊心の
つながり」「不幸がもたらす幸せ」など，さまざ
まな視角から論述されていることを知ることがで
きた。
　医療福祉の分野で活躍する３名のゼミ OB から
は，援助実践場面で「幸福・不幸」観について，
それがどのように意識されたり，省察されるかに
ついて具体的な話を聞くことができた。また，
ソーシャルワーカーとして働くことを目指す人へ
の貴重なアドバイスが得られた。
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Ⅰ　研究目的

　ドイツの社会保障制度は保険原理，援護原理及
び扶助原理に分けることができるが，生活保護制
度としての社会扶助は扶助原理に基づく代表的な
制度である。それは日本と同様，自己の所得及び
資産によって生計を維持できない者あるいは生活
困窮をもたらす特別な事情がある者に対して，民
法上の扶養義務や他の社会保障給付を補足し，す
べての者に対して，緊急避難的に人間の尊厳に値
する最低限度の生活を保障する最後のよりどころ
として重要な位置づけが与えられている。私たち
Ａ班は，ゼミで使用している文献を基に，生活保
護についての両国の特徴を調べ，その差異を明ら
かにすることにした。

Ⅱ　研究結果

Ａ　実施者

　ドイツの社会扶助法には，日本と同様，その運
用や解釈についての指針となる基本原則が定めら
れている。その原則は両国ともに共通性がみられ
るが，基本的な点での重要な相違もみられる。そ
の最大なものは，制度の運用と責任主体である。
日本の生活保護が国の業務とされ，保護費の4分
の3が国庫負担とされているのに対し，ドイツの
社会扶助は市と郡という地方自治体の任務とさ
れ，これに州が加わって実施し，連邦政府は大枠
を定めるだけで，費用についても負担しない。
　社会扶助実施者には，地域実施者と広域実施者
がある。いわゆる民間実施者の社会扶助実施者は
ない。社会扶助の実施上の責任を担う実施者につ
いて，社会法典第12編では，地域実施者と広域実
施者の給付の種類に応じた「事物管轄」に関する
実施者を規定し，さらに具体的な事例をどこの実
施者が管轄するかに関する「地域管轄」の規定を
も置いている。ここでいう地域実施者とは，郡に
属さない市および郡をいい，また，広域実施者は

各州がそれぞれ定めることとされており，多くの
州では州（またはこれと同格の特別市）自体が広
域実施者となる。広域実施者の管轄とされない事
項についてはすべて地域実施者の管轄とされる
が，障害者のための社会統合扶助，介護扶助，特
別な社会的困難を克服するための扶助，視覚障害
者扶助は，広域実施者の事物管轄下に入る。

Ｂ　基本原則

　ドイツ社会扶助の基本原則としては，①人間の
尊厳にふさわしい生活の確保，②自助のための扶
助，③後順位性，④個別性の原則，⑤法律上の扶
助請求権，⑥需要充足の原則などがある。このう
ち，①は基本法の第1条に由来し，人間の尊厳に
ふさわしい生活を営むのを可能にすることで，給
付受給資格のある者が社会扶助に頼らず生活でき
るようにするべきであると規定されている。②は
困難な状況が後々まで取り除かれ，給付受給資格
のある者が扶助を必要としなくなるように計画さ
れるべきであるというものである。③は日本の補
足性原理に対応する原則で，自助が可能な者，あ
るいは必要な援助を第三者，特に家族員や他の社
会給付実施者から受ける者には社会扶助を支給し
ないと規定し，したがって社会扶助は自助あるい
は第三者側からの扶助が不可能な時に限って行わ
れるものであることを示している。④は社会扶助
の支給は各々のケースや個人に応じた扶助支給で
あるべきであるとするもので，⑤は法律上の扶助
請求権を定め，「しなければならない給付」・「す
るべきである給付」・「することができる給付」を
明確化している。⑥の需要充足の原則は，明記さ
れてはいないが，ドイツ特有の原則で，それの意
味するところは，該当者の現在直面している困難
な状況において，具体的で個人的な需要を社会扶
助がカバーしなければならない，ということであ
る。この原則により，保護の開始が日本では申請

社会保障分析（Teil ①）―生活保護の日独比較

３年・田畑ゼミＡ班：加世田真理，千歳学，衛藤和也，井上知美
倉山紀彦，中村愛，上野達宏，山下愛里　

研 究 報 告
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主義であるのに対し，ドイツでは職権開始とされ
ていることも異なる点である。

Ｃ　給付の種類と方法

　ドイツの社会扶助は，日本の生活保護法と福祉
サービス法の一部を含んだ制度である。2005年の
改革法の導入により，社会扶助の対象は就労が不
可能な者と就労が不可能な家族に限定されること
になった。日本では，就労の可能性の有無を区分
することなく，生活困窮者を生活保護法が丸抱え
し，就労可能な生活困窮者の保護には運用上，消
極的姿勢をとっているが，ドイツの社会扶助の対
象は就労不能な生活困窮者に限定された。2005年
１月１日からは，15歳以上65歳未満の就労が可能
な者で，自己の必要生活費を所得や資産で賄うこ
とができない者は，社会法典第２編の「求職者基
礎保障」を申請することになった。また，65歳以
上の者および18歳以上の就労が不可能な者に対す
る「老齢・障害等基礎保障」は，独立した法律に
より定められていたが，社会法典第12編第４章に
編入されることとなった。
　これまでの連邦社会扶助法は，給付の種類を生
活扶助と特別扶助の２つに大別していたが，社会
法典第12編ではそうした区分を解消し，７種類の
給付を定めた。この７種類の給付は，①生活扶助

（SGB 第12編第27条より第40条），②老齢および
稼得能力減退に際しての「老齢・障害等基礎保障」

（SGB 第12編第41条より第46条），③特別な状況
におけるその他の扶助（以下，特別扶助，SGB
第12編第47条より第74条）がある。③の特別扶助
は5種類に整理統合され，保健扶助，障害者のた
めの社会統合扶助，介護扶助，特別な社会的困難
を克服するための扶助，その他の境遇における扶
助，がそれである。
　社会扶助の形式，言い換えれば社会扶助支給の
方法には，サービス給付（人的扶助），金銭給付，
現物給付がある。

Ⅲ　今後の課題

　田畑ゼミのＡ班は，今回の研究で，日本とドイ
ツの生活保護を比較したところ，最低生活保障と
自立助長という目的は同じでも，大きく異なるこ
とが理解できた。私たちの驚きの最大のものは，

ドイツでは就労可能な要扶助者に対する求職者基
礎保障と，就労不可能な要扶助者に対する社会扶
助を最低生活保障制度と位置づけ，そのいずれに
も同額の最低生活保障が行われているという点で
ある。すなわち，ドイツでは就労可能な要扶助者
は生活費保障給付を受けながら就労支援のための
給付（「ひとつの手」による支援）を受けること
になる。この点が日本との大きな違いである。日
本でも「自立支援プログラム」がスタートしてい
るが，先行ケースであるドイツの就労支援に学ぶ
とすれば，それは稼働能力の無い，または就労で
きない状況にある要扶助者には生活保護給付を保
障し，稼働能力のある要扶助者ついては，その給
付を求職者基礎保障給付と位置づけ，生活保護水
準の給付内容と同一の失業給付と就労支援給付を
同時に保障できるようにするための法構造を含め
抜本的改革を断行することであろう。今回の研究
では，ドイツの就労支援について十分の調査研究
ができなかったが，その点は今後の課題とした
い。

参考文献

田畑洋一監訳（2009）『ドイツの求職者基礎保
障―ハルツⅣによる制度の仕組みと運用』学
文社。

古瀬　徹・塩野谷祐一（1999）『先進諸国の社
会保障④　ドイツ』東京大学出版会。
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Ⅰ　研究目的

　近年不況により就職氷河期と言われており，ハ
ローワークにおける就労支援の役割が重要視され
ている。ここでは，ハローワーク鹿児島の研修で
学んだこと，すなわちハローワークのサービスメ
ニュー，職業訓練制度，雇用保険，障害者におけ
る就労支援の４つの内容についてまとめた。

Ⅱ　研究方法

（１）鹿児島市のハローワークに行き，専門の
担当者から実際に話を聞く。

（２）ハローワークの資料を読み就労支援につ
いての理解を深める。

（３）書籍やインターネットを用いて情報を収
集する。

（４）概要をまとめ，報告書にまとめる。

Ⅲ　研究結果

Ａ　ハローワークが行っているサービスメニュー

　職業相談・紹介，能力開発支援訓練・生活支援
給付，就職支援セミナービデオセミナー，早期再
就職支援コーナー求職者担当制，フリーター正規
雇用支援，求人パソコンの６つがあげられる。
職業相談・紹介とは，利用者に適する職種につい
て職員と一緒に考えることができ，希望する求人
に関する条件の確認・相談，事業所への面接の申
し込みや面接日時の設定も行なっている。さら
に，紹介状の交付や履歴書の書き方の説明や求
人・求職に関する状況の説明も行なってる。
　能力開発支援訓練・生活支援給付とは，職業適
性や職業能力を自己判断し，職業訓練や専修学校
のコース情報など能力開発に関する応募方法の案
内・相談といったことを行なうもので，その訓練
期間中の生活費を支給できる場合もある。
　就職支援セミナーとは，履歴書・職務経歴書の
書き方，面接の受け方，自己分析などについての
セミナーで，ビデオセミナーは，ビデオにより，

履歴書の書き方や面接対策，自己分析の方法の説
明を行なうものである。
　早期再就職支援コーナー求職者担当制とは求職
活動の方法，履歴書などの作成などについて再検
討を行ない，ハローワークの職員と連携して個別
援助を実施するものである。
　フリーター正規雇用支援とは担当制・予約制な
どによる綿密な相談やトライアル雇用登録・セミ
ナーなどの支援メニューで，40歳未満のフリー
ターの方への正規雇用への支援を行なっている。
　なお，求人パソコンはパソコンで求人を検索す
ることをいう。

Ｂ　職業訓練制度

　職業訓練制度とは，すでに離職し現在積極的に
就職活動中の方を対象にして，早期に就職できる
よう，就職に必要な技能や技術を身につけるため，
国，介護労働安定センター，鹿児島県が主体となっ
て行っている職業訓練をいう。その場合，都道府
県が専門学校などに委託して行う場合もある。
　鹿児島県における職業訓練施設は，ポリテクセ
ンター鹿児島・県立高等技術専門学校（姶良・宮
之城・吹上・鹿屋）・（財）介護労働安定センター・
川内ポリテク短大・鹿児島障害者職業能力開発校	
・委託する民間教育訓練機関・委託事業所	の７
つがあげられる。
　職業訓練には，ハローワークの求職者（雇用保
険を受給中の者）を対象にした「離職者訓練」と
雇用保険を受給できない人（パートタイマーで雇
用保険に加入していなかった人や失業手当の受給
が終了した人，就職が決まらないまま学校を卒業
した人など）のための「基金訓練」があり，それ
ぞれ受講できるコースが異なっている。
　「離職者訓練」とは，離職者訓練は以前から設
けられている制度で，再就職希望者が求職に際し
て武器となる知識や資格を得ることを支援しよう
とするものである。

社会保障分析（Teil ②）―ハローワークと就労支援

３年・田畑ゼミＢ班：安楽昭人，桑幡雅啓，迫田佳奈，
久留千佳，分領春香，山元延介，加治佐悠衣

研 究 報 告
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　「基金訓練」とは，2009年度の補正予算で導入
された「緊急人材育成支援事業」の一つとして制
定されたもので，最近の雇用実態からするとパー
トタイマーの方や新卒で就職が決まらない方など
離職者訓練ではカバーしきれない立場の方が増え
ているという状況があり，そういった方々を支援
しようという主旨から定められている。

Ｃ　雇用保険

　雇用保険とは，雇用保険法に定められた雇用保
険事業を行うために国が運営する保険の制度であ
り，1947年の失業保険法で規定された失業保険の
制度は廃止され，それに代わるものとして1974年
に制定された。雇用保険の保険者は国であり，ハ
ローワークが事務を取り扱っている。
　雇用保険事業には失業等給付と二事業があり，
失業給付を受けるための要件は事業所を離職した
場合において，加入期間等を満たし，「失業」状
態にある者が給付の対象となる。ここでいう「失
業」状態とは，「就職しようとする意思と，いつ
でも就職できる能力があるにもかかわらず職業に
就くことができない」状態のことをいう。した
がって，「離職」した者であっても，病気，ケガ，
妊娠，出産，育児，病人の看護などにより働けな
い者，退職して休養を希望する者，結婚して家事
に専念する者，学業に専念する者，自営業を行う
者，会社の役員である者は「失業」状態ではなく，
給付の対象とはならない。
　再就職手当は，一定以上の残日数（1/3以上）
を残して安定した職業に再就職した場合に，残日
数の一定割合（残日数が所定給付日数の2/3以上
ならば残日数の50%・1/3以上ならば残日数の
40%）を一括で給付する制度である。早期に再就
職した場合についても相当額の支給をなすことに
より，再就職への自主努力を促進する制度である。

Ｄ　障害者における就労支援

　障害者における就労支援として地域障害者職業
センターとハローワークが協力して，就職に向けて
の相談，職業能力等の評価，就職前の支援から就職
後の職場適応のための援助まで，個々の障害者の状
況に応じた継続的なサービスを提供している。
　ハローワークの紹介によって特定の労働者を短
期間（最大三ヶ月）の試用期間を設けて雇用し，

企業側と労働者側が相互に適性を判断した後，両
者が合意すれば本採用が決まるという制度のこと
をトライアル雇用という。トライアル雇用の対象
者は45歳以上65歳未満の中高年齢者，35歳未満の
若年者，母子家庭の親，身障者，日雇い労働者・
ホームレスとなっている。トライアル雇用の最大
のメリットは，労働者の業務遂行能力や適性な
ど，面接や試験だけでは全てを見るのは難しい点
を，実際の業務の中で見極めた上で判断できると
いう点である。トライアル雇用実施期間中は労働
者一人につき企業側に最長三ヶ月間，月額４万円
の奨励金が支給される。

Ⅳ　まとめ

　今回の学外研修で初めてハローワークを訪ねた
わけだが，不況を反映して，想像以上に求職者が
多いということを知ったし，職業紹介だけではな
く，再就職に備えての訓練やセミナーが計画的に
実施されていることも分かった。そして何よりも
職場環境が明るいことが印象的であった。
　ハローワークが行っているサービスや活動，そ
の他の機関とのつながりなど学ぶことができた。
各担当者による丁寧な説明を聞いた後，パソコン
による検索法なども教えていただき貴重な経験を
することができた。不況が続く現代の社会におい
て就労支援は私たちにも直接関わる問題であり，
今後さらに重要となってくる。今回学び，調べた
サービスメニュー，職業訓錬制度，雇用保険，障
害者における就労支援についてなども活用してい
きたいと思う。ここで学んだことは，今後の研究
活動に生かしていきたいと思う。そうすること
が，多忙の中，丁寧なご指導をしていただいた

「ハローワーク鹿児島」へのご恩に報いることだ
と思っている。ここで学んだことは，今後の研究
活動に生かしていきたいと思う。そうすること
が，多忙の中，丁寧なご指導をしていただいた

「ハローワーク鹿児島」へのご恩に報いることだ
と思っている。

参考文献

石橋敏郎編（2010）『社会保障論』法律文化社
田畑洋一・岩崎房子・大山朝子・山下利恵子編

著（2010）『社会福祉・社会保障』学文社
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１．はじめに

　１月22日（土）に510教室にて社会福祉学会自
主研究助成成果報告会が行われた。この報告会は
去年から始まり，今回で第２回目であった。当日
は風が冷たく寒い日であったが，空は快晴で布団
を干してくれば良かったと思うほどの絶好の洗濯
日和であった。510教室には教員・学生合わせて
30名ほど集まっていた。報告を行うゼミ生や大学
院生は少し緊張しているようにも見えたが，全体
的に和やかな雰囲気だった。
　13時から田中顕悟先生の挨拶によって報告会は
始まった。田中顕悟先生は，報告会の大まかな流
れを説明した後，報告者たちに激励の言葉を送っ
ていた。報告会では５件の報告があり，壁に報告
内容を書いたポスターを貼り付け，説明を受ける
側が移動して話を聞くというポスターセッション
という方法で行われた。
　本稿では，当日の様子を振り返って報告したい
と思う。

２．ポスター発表の内容

　５件の報告のうち，１件は田畑ゼミ，２件は高
木ゼミ，残り２件は大学院生からであった。
　田畑ゼミは２つに分けて発表しており，A 班
はドイツの生活保障制度を調査し，詳しくまと
め，日本の制度と比較した。B 班は，ハローワー
ク等についても詳しく調べており，日本の就労支
援についてまとめた。
　高木ゼミ A 班は，「幸福」概念について調べ，
世界の幸福度ランキングを基に，特に幸福度が高
いデンマークと日本を比較した。B 班は，人々が
どのような時に幸せを感じ，またどのような時に
不幸だと感じるのかということを調べ，社会福祉
実践の現状をまとめた。
　次に大学院生の有村さんは，鹿児島県内の児童
デイを利用している利用者にアンケート調査を行
い，その実態をグループ化し，その特徴をまとめ

ていた。
　もう一人の大学院生の大野さんは，ドイツにお
ける最低生活保障制度の特徴をあげ，日本の制度
と比較し，これからの日本の課題について述べて
いた。
　どの報告も分かりやすく説明しようとしている
報告者の様子が見てとれた。少人数なので質問も
しやすく，その場で先生が報告者に説明の仕方に
ついてアドバイスする姿も見受けられた。アドバ
イスを受けた報告者はすぐに改善することができ
ていた。そのような点にポスターセッションの良
さが表れていたように思う。

３．全体会，そして参加しての感想

　１時間経過後，ポスター毎に発表者が説明した
後，質問を受け，先生方の講評を聞くスタイルへ
と移行した。
　すべての発表が終わった後，高木先生は総評と
して「それぞれのグループ，発表者，本当に中身
の良い発表ができたと思う。苦しんだ分だけの結
果は得られたのではないか。いろいろな困難の中
でよくこれだけまとめられた。ここに出席した皆
さんにお疲れ様と感謝を伝えたい。」と述べた。
　最後に田中先生が閉会の言葉を述べ，無事に報
告会は終了した。
　報告会終了後，参加した学生からは「まだ勉強
したことのない分野の内容だったが，先輩方に分
かりやすく説明していただいたので，よく理解す
ることができた。」という感想を聞くことができ
た。
　自分自身も，先輩方が私たち１年にも丁寧に教
えてくださって，すごくうれしかった。報告の中
で特におもしろいなと思ったのは，幸福度ランキ
ングである。ちなみに日本は90位だそうだ。興味
を持って話を聞いている時に，田中安平先生が

「自殺率が幸福度ランキングにどう関係するか調
べるともっと面白いかもしれない。」と発表者に

日本の幸福度ランキング－あなたは今幸せですか？

	 １年　安　持　はるな

自主研究助成成果報告会・レポート
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おっしゃっていた。確かに日本は自殺者が年間
３万人ととても多い。自殺者が多いのはある意味
幸福を感じられないからだ。少しでも幸せを感じ
られるなら死のうと思うこともないだろう。そう
なるとやはり自殺率は幸福度と関係していそうな
ので，実際に調べてみたら面白そうである。こん
なふうに考え方を広げていくとよいのかと思っ
た。

４．おわりに

　１年生である私は，今回このような報告会に参
加するのは初めてで，少しドキドキしていた。大
学院生や３年の先輩方から間近で話を聞ける機会

はめったにないので，参加できてよかったと思
う。今まで知らなかったことや考え方も多かった
のでとても勉強になった。これから福祉の勉強を
していく上で，この経験を役立てていきたい。
　今回参加して，私は報告会に参加する価値はと
てもあると思った。次回からは広報を増やすなど
して，参加者がもっと多くなればいいなと思う。
　最後に，自主研究助成に応募して研究を進めて
報告して下さった学生，大学院生の皆さん，そし
て報告会に参加して協力して下さった学生，大学
院生，教員の皆さん，本当にありがとうございま
した。
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１．はじめに

　2010（平成22）年７月３日（土）に社会福祉学
会シンポジウムが今年も開催された。毎年，社会
福祉学科シンポジウムが開催されていることは
知っていた。そして，シンポジストは各職種で活
躍されている社会福祉学科の卒業生，コーディ
ネーターは本学職員の社会福祉学科卒業生が，年
の大きい方から順番にさせていただいていること
も知っていた。
　卒業生は皆理解しているキーワード「自己覚
知」。私は人前で自分の経験談等を話すのは苦手
ではないが，人の話をコーディネート ･ 援助 ･ 促
進する，ましてや，主観を入れずにコメントする
など荷が重過ぎることを自覚していた。だから，
どうやって態の良い御断りをしようか，若干真剣
に悩んだりしていた。その一方，出番を覚悟して
いたそんな時，学生時代に大変お世話になり影響
を受けた崎原先生よりその依頼があり，当然，お
引き受けすることとなった。

２．シンポジウム開催

　夏の日差しが降り注ぐ中，雑木林に近い７号館
を会場にして，蝉の鳴き声を聞きつつ100名弱の
参加者とともに，社会福祉学科シンポジウムが始
まった。

１）渡邉　信浩さん	
　自分の経験を基に学生時代を回帰し，そこから
現在までを時系列・具体的に語られた。その中で

特に印象深かったのは，サークルに必死に打ち込
んだ，それがよかったということである。
　入職してからこれまでの自分の様子や立場，さ
らに，海外へ研修された経験談を話され，最後に，
自信を持つことの大切さを訴え，自信を持ってほ
しい，自信が持てることに気づいてほしいとの士
気を高める言葉で締めくくられた。

２）鈴木　洋介さん
　４年間の大学生活があっという間だった ･････
そう振り返り，学生生活，就職活動，現在の仕事
の様子を語られた。大学でサークル，学術文化会
に熱中した。その中で，先輩から就職活動の話を
聞いて，自分も意識を持つようになり，サークル
等もこなしながら教職・資格取得に力を注いだこ
となど，人との繋がりの重要性を含めて体験談が
話された。現在では，大学で学んだ「傾聴」が大
切であると感じた場面や仕事の業種では異種とな
る社会福祉士を取得，自己啓発をしながら行動力
を伴っている様子を軽快な口調で話された。
　私が妙に印象に残っているのは，電話で仕事の
やりとりをする父親をみて感銘を受けた出来事の
話で，その情景が頭の中で思い浮かび，話し手の
感性の鋭さを感じた一瞬であった。
　最後に，鹿児島国際大学の学生生活に感謝して
いるとの，とにかく本学に関係する学生・教員・
職員全員にとって色んな意味で最高といえようコ
メントで締めくくられた。

「絆」を感じた社会福祉学会

	 鹿児島国際大学教務課

	 原　園　祐　伍
	 2004（平成16）年３月卒業

コーディネーター報告

社会福祉学科に求められるものは何か　―卒業生と，仕事や学生時代を語る―

2010年度鹿児島国際大学社会福祉学会シンポジウム
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３）永池　富和さん
　はじめに，大学受験での失敗談から受験失敗で
引き起こったその時の状況について，抑揚をつけ
た話口調で話された。
　大学受験で浪人を経験したこと，おいてけぼり
と感じるようになった友人関係，自分の価値観に
ついての葛藤など迷走した時期の話から，社会福
祉学科とは無縁の建築士を目指していたことなど
具体的な体験を述べられた。そして，精神保健福
祉士との出会いを通じ，少しずつ自分をみつめな
がら立ちあがっていく生きざまを赤裸々に話さ
れ，自分の思い悩んだ経験から人の痛みを察せら
れるようになった様子がその話される姿からから
ひしひしと感じられた。
　弱さを語れることが強い，とのまっすぐな発言
に感化されながら最後のシンポジストの話が終了
した。

３．まとめ

　就職難のこの時代，それでなくても学生は希望
する就職先に就こうと躍起になって努力してい
る。「少しでも勉強して内諾をとるぞ！」と一人
で考えていて。保護者の方や周囲の友達と話をし
ながら「就職できるようにがんばって！」。大学
側からも「授業に出席しなさい！」と再三言われ
る。

そのサイクルを繰り返し，いざ，就職活動をし
ても，えっ！！ ･･･ 求人がない ･･･。

これが現状で，追いつめられるばかりで心休め
る余裕がないのが，学生の本音のように思う。
　全学生がこのように思っているとは考えていな
いが，３名のシンポジストの話を聞いて，サーク
ル等自分の特技 ･ 趣味に必死に打ち込むこと，あ
るいは迷走して必死に悩んだそのこと自体が就職
に役立つこともあるとの発言に幾分か肩の力が抜
ける心地よさが残ったのではないか。
　シンポジウムを通して，私自身強く感じたの
は，社会福祉学科で学んだこと，例えば，発表の
中でもでてきた「受容」「傾聴」というキーワー
ドが，福祉の分野だけでなく，社会全体で必要不
可欠なことであり，その重要性については，年代
問わず卒業生の間で共感でき，生き続けていると
いうことである。本学での「学び」が，社会福祉
学科在校生・卒業生を共通認識で結んでいること
は，ひとつの絆であると言えるのではないか。
　最後に，ご多忙の中，貴重なお時間をいただき
ました３名のシンポジストの方々には，心から感
謝いたします。
　学生を含めて参加者に有意義な時間を創ってい
ただき，率直に今後に繋がるものであったと感じ
ております。
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1．はじめに

　現在の仕事や学生時代を振り返りながら話をし
ますが，「何を求められるのか？」は，皆さんが
自分の現在の学生生活と将来の展望に照らし合わ
せて考えていただくものだと思います。それは，
皆さん１人ひとり違うように考え方も違えば，受
け止め方も違うため，「これが求められているこ
とではないのか。」と探ることで自分のものにな
ると思います。与えられるものだけではなく，そ
こを出発点として先にあるものを見つけてみてく
ださい。

２．現在の仕事

　私は現在，南さつま市にある児童養護施設「南
さつま子どもの家」で児童指導員として働いてい
ます。子ども43名が生活し，職員は約20名が働い
ています。大学卒業後，勤めて10年になります。
肩書きとしては，副主任と家庭支援専門員で処遇
全体，処遇というのは子どもを支援するというこ
とで，支援全体の総括をしています。その前は，
グループに属していて担当する子どもがいたの
で，子どもとの関わりが多かったですが，今は，
担当する子どもはいなくて，特に関わりの困難な
子どもの対応や職員のスーパービジョンなど処遇
全体が運営されるように，まだまだ模索の段階で
すが，日々やっています。
　勤めてから３年目までは，とにかくがむしゃら
で，やらなければならないことをこなすことに必
死でした。４年目になり施設のこともだいたいが
分かってくると，そのなかに矛盾や個の力ではど
うしようもないと思うことも出てきて仕事のこと
で悩むことも多くなりました。そんなとき，イギ
リス研修に行き，そこで自分の視野が狭かったこ
とを痛感し，また，あらためて頑張っていこうと
思えるきっかけとなりました。

　イギリス研修は，ちょうどこの時，テロ事件が
勃発しているときで，出発直前まで中止になるか
もしれない状況で，同僚からも「本当に行くの？」
と言われながら出発しましたが，無事に帰国でき
ました。本当に無事に帰国できたのでして，帰国
前のロンドン観光当日に滞在していたホテルの近
くで地下鉄爆破テロがあり，そのときは何が起き
たのかほとんど分からないまま強制待機でしたの
で，正直怖かったです。
　研修は，日本より10年先を行くと言われる児童
福祉の現状視察でした。まだ，日本の児童福祉も
分かっておらず，日本の児童福祉をどうにかしな
ければならないと言われている他の方々と比べ
て，私にはスケールの大き過ぎる内容でした。
　宿泊はホームステイで，小学校の校長先生をさ
れていたビル氏にお世話になりました。キッチン
の使い方や洗濯も洗濯機をお借りして使い方を教
えてもらわなくてはならなかったです。研修より
もホームステイが大変だったかもしれません。
　そんな研修を終えるころ，私は自分を振り返っ
てみて目の前のことしか考えていなく，「自分に
何ができているのか？」，「まだあるかもしれない
のにそれなのに限界を感じているのか」と，周り
を見渡せばやれることはもっとあるはずだと自分
を奮い立たせる気持ちになりました。帰国してか
ら「行って本当によかったな」と思いました。そ
れをきっかけに，社会福祉士資格取得後，忙しさ
を理由に全く活動していなかった社会福祉士会の
研修会などに参加するようになりました。私に
とってはいろいろなきっかけを与えてくれまし
た。
　昨年の９月には資生堂財団主催のアメリカ研修
メンバーにも選ばれアリゾナ州とマサチューセッ
ツ州に２週間行ってきました。虐待予防や脳とト
ラウマの研究や治療の仕方を学びました。

自分を信じること＝自信

	 社会福祉法人　明澈会　南さつま子どもの家

	 渡　邉　信　浩
	 2001（平成13）年３月卒業

シンポジスト報告
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３．児童養護施設で働こうと思ったきっかけ

　それは，大学３年の施設実習でした。私は，東
市来にある「友愛学園」で実習をさせていただき
ました。就職をどうしようかと考えているとき，

「児童養護施設のことの何が分かったのだろう
か？」，「ほんの表面を見てきただけなんだろう
な」と考えるようになり，子どもたちの笑顔が浮
かぶようになりました。実習後，また子どもたち
とボランティアで屋久島までキャンプに行ったり
夏祭りに行く機会があり，さらに関心が高まり，
やってみたいと気持ちは強くなりました。
　４年の夏頃に福祉施設合同のガイダンス参加
し，秋に当園の募集があり面接とレポートの採用
試験を受けました。１年間は正規職員ではなく非
常勤扱い採用が条件でしたが，私はやってみた
かったので，あまり後のことは考えずに決心しま
した。施設長にあとから聞いたのですが，その時
は，男性職員の募集はしておらず，採用するか迷
われたそうです。非常勤だと，仕事は他の同僚と
変わりませんが，給料は日当計算ですので，月10
万程度だったと思います。非常勤での採用でした
ので施設長も心配だったようです。
　今，考えると本当に先の見通しは立てずに「と
にかくやってみよう」という思いだけで飛び込ん
でいったので無謀だったなと思います。

４．実習指導担当者として

　私は，実習指導も担当しています。鹿児島国際
大学の社会福祉学科と児童学科の学生の実習指導
も毎年させていただいています。実習が最後まで
スムーズに進むように，やり遂げられるように，
後継者の育成に少しでも貢献できたら。それが日
本の福祉のためになるなら。と思うようになった
のは海外研修で日本の福祉がまだまだであると
思ったからだと思います。
　そして，施設の子どもたちの生活がより良くな
るためにです。学生と子どもが関わりを通して

「私もこんなお兄さん，お姉さんになりたい」，「私
も大学を目指したい」と良いモデル（手本）を見
せることができます。また，学生を直接指導する
職員にとっても人に教えるという経験は，自身の
スキルアップにもなります。しかし，正直，子ど
もや日常業務だけでも大変なのにと，職員もきち

んと指導しなければならないという「責任感」や
「不安・プレッシャー」があります。担当職員と
実習生のパイプ役が私の役目ですので，まだまだ
上手くいかないですが，協力をいただきながら務
めています。

５．私の学生時代

　講義には出席していましたが，単位のことばか
り考え，講義内容はそれほど考えず，勉強に打ち
込むことはありませんでした。今考えると，もっ
たいないことをしたなと，先生からもっと話を聞
けたのにと後悔しています。
　私が打ち込んでいたものは，中学時代ソフトテ
ニスをしていたので硬式テニス部に入りました。
福岡に試合で遠征もあり，他にもそれなりに費用
がかかるため，自分で好きなことをやる分にはア
ルバイトをやっていました。コンビニで週５日程
度はやっていたと思います。テニス部は OB との
つながりも強く上下関係がしっかりしており，人
との付き合い方のようなものはだいぶ鍛えられた
と思います。
　勉強の方は，就職と国家試験を考えて，こつこ
つやるようにやるようにして，テニス部を引退し
てから本格的に始めました。始めたと言っても求
人があるかも分からないものを希望していたの
で，せめて大学で学んだのだからと，社会福祉士
は合格しなければと思い，試験勉強をしながら求
人が来ないか待っていました。
　就職は，非常勤でしたがやってみたい仕事にと
りあえず決まり，国家試験も合格することがで
き，両親に大学まで行かせてもらった面目は立っ
たかなと思っています。大学入学時は，何を勉強
したいかはなく，大学で探すつもりでした。結果
は残せましたが本当に勉強をしていたかは，まだ
足りなかったと思っていますし，就職活動も手本
になるようなことはありません。
　ただ，やると決めたことは簡単には諦めず一生
懸命にやっていた自信はあります。採用の理由を
聞いたことがあるのですが，「熱意が感じられた
から」と言われ，その時は，必死だったんだろう
なと思います。

６．自信があることにどのように気付かせるか
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　子どもにどのように自信を持たせるか？という
よりかどのように自分の中に自信があることに気
付かせるかは仕事での課題でもあります。
　虐待やひどいネグレクトなど家庭や両親の問
題，様々な理由で家族と離れて生活する子ども
は，「なぜ自分が」という思いがあると思います。
あきらめやすく，自尊感情が低く，自信をもてな
い子どもが多くいます。
　「みなさん，自信はありますか？」ない方は，

「今シンポジウムに参加していること」，「学生で
あること」それは，自信をもってよいことだと思
います。自信を持てることがあるのに，それに気
付くことが難しいのかもしれません。自信のない
人には，自信を持てることに気付かせてあげた
り，考え方を少し変えることで，誰でも自信を持
つことができるのではないでしょうか。
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１．はじめに－あっという間の４年間

　今回シンポジウムで話をさせて頂くにあたっ
て，自分なりに学生生活と就職活動を振り返って
みました。振り返るとあっという間の４年間でし
たが，私の経験が少しでも皆さんの参考になれば
と思いつつ，お話させて頂きます。

２．学生生活

１）授業に出る以外，何をしたらよいか分からず
　私は大学受験に失敗し，一浪して鹿児島国際大
学に入学しました。今思えば，受験前にパソコン
に凝り過ぎていたかもしれません。当時のパソコ
ンは今から比べるとただの箱でしたが，iPhone
のようなデジタル機器が大好きな私にとっては良
い遊び道具でした。特に何かするという訳ではな
いのですが，ネットをしたり，ゲームしてあっと
言う間に時間が過ぎていました。さて１年越しで
迎えた入学式，大学に入学はしてみたものの「明
確な目標」は持っていませんでしたので授業に出
る以外に何をしたら良いのか分からず途方に暮れ
ていました。

２）席が隣で知り合った友人と入った手話同好会
　そんな中，席が隣りだった縁で知り合った友人
と手話同好会の活動を見に行きました。当時の手
話同好会は毎週行う手話練習の他，遊音祭で発表
する手話コーラスの練習や聴導犬協会主催のドッ
グフェスティバルでのボランティア等を中心とし
て活動しており，丁度その日は手話練習の日でし
た。先輩方の楽しそうな様子を見て入部を決めた
私（と友人）は手話同好会の活動を通して手話を
実際に使う楽しさを感じ，聴覚障害を持つ方との
関わりやボランティアから，福祉を身近なものと
して考えるようになりました。

手話は実際に使うととても楽しいものです。静

かな授業中，声を出せば注意されてしまうような
状況でも，手話を使えば，周囲に気づかれず話が
できます。ちょっとしたスパイ気分です。もっと
も，そうやって会話をする為には２人とも手話を
知っている必要がありますが。

そんな風にサークル活動や飲み会があまりに楽
しかった私は，やがて授業以外の時間は部室で過
ごすようになり，大学にはサークルに行く為に
通っていました。したがって殆ど必修科目だけを
履修していて，卒業後のことはイメージできてい
ませんでした。しかし，先輩方が卒業される頃に
なると，先輩の就職先や就職活動について話を聞
き，就職について少しずつ考えるようになりまし
た。その時に決めたのが「卒業後の選択肢を広げ
る為に鹿児島国際大学で取れる資格はできるだけ
取ろう」ということでした。シラバスを熟読し，
教授や先輩方の話を参考にした結果，社会福祉士
資格と教員免許の取得を目標にしました。

３）過密スケジュールの中で資格取得に向けて
　２年生になり，手話同好会の先輩から，学友会
の学術文化会に入らないかと誘われました。学術
文化会は，文系サークルの活動を取りまとめる組
織で，学術文化発表週間の企画・運営，準備を行
い，その他の学校行事でも運営の手伝いを行いま
す。誘われた当初は「そんなに沢山の行事に参加
しながら，勉強できるだろうか。そもそも自分に
勤まるだろうか」と思いましたが，手話同好会に
入って大勢の仲間と関わることが楽しかった私
は，もっと沢山の人と関われば，もっと楽しいに
違いないと思い，学術文化会に入ることを決めま
した。学術文化会の活動は予想通り忙しいもので
したが，活動を通して手話同好会以外のサークル
の人とも知り合う事ができました。

この時期サークル活動に，勉強に忙しい日々が

学生時代と就職活動を振り返って

	 鹿児島銀行

	 鈴　木　洋　介
	 2005（平成17）年３月卒業

シンポジスト報告
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続き「３年生でも選択できるけど，２年生のうち
に受けておくか」と余裕を持って受けた単位ほど
落とし「この次は落とせないぞ！！」と思った単
位はうまく行ったりしながら，必死になって勉強
していたことも今となってはいい思い出です。人
間というのは不思議なもので，資格を取ろうと決
意した途端に今度は何が何でもその資格を取りた
いと思うようになります。そのお陰か目標を決め
てからは，それまで以上に授業に集中するように
なりました。
　３年生，４年生と卒業が近づくと，人によって
は単位を取り終え，授業に来ることが減ります
が，３年生で社会福祉実習，４年生に教育実習を
控えていた私は，むしろ４年生が近付くほどに忙
しくなりました。単位を落とせない緊張感とあい
まって，ややハイテンションな日々を送っていま
したが，その緊張感のお陰か，最終的に社会福祉
士受験資格と教員免許（（中学校教諭１種（社会），
高等学校教諭１種（公民，福祉），養護学校教諭
１種，司書教諭）資格を取得することができまし
た。

３．就職活動

１）自分は何をしたいのだろう
　３年生になり，いよいよ就職活動という時期に
なって，私はもう一度「自分は何をしたいのだろ
う」と考えました。まず思ったのは「人と関わる
仕事がしたい」ということでした。社会福祉実習，
教育実習を通して，それぞれの職場を体験したか
らこそ「福祉社会学部で学んだ事を生かしなが
ら，一般の企業で働きたい」そう思いました。

２）就活体験談を読む中で自分と向き合うことから
　就職活動開始にあたってまず私は進路支援セン
ターに行きました。先輩方の就活体験談を見て，
就職に対するイメージを作り，鹿児島国際大学に
どのような求人が来るのか調べました。社会福祉
学科の就職先は，福祉施設，養護学校等が主です
が，鹿児島国際大生の就職先は多岐に渡ります。
進路支援センターにある体験談は，それぞれの就
職活動を切り取った“伝記”のようで，その時先
輩が感じた緊張が直に伝わってきました。就職活
動でその人が何を感じ，何をしたかがとても参考

になります。
　先輩の就職先を見て，色々な体験談を読んだ結
果，私は鹿児島銀行に就職したいと思いました。
理由は「沢山の人と関わり，人の役に立てる仕事
だから」今思えば，そこには父の影響もあったよ
うに思います。金融機関に勤めていた父は職業柄
相談を受けることが多く，いつの記憶か定かでは
ありませんか，電話でお客さんの相談に乗る父を
非常に頼もしく思ったことを覚えています。そん
な父の姿を見ていたことも私の志望動機の１つに
なりました。

４）就職活動－就活体験談を手がかりにして
就職希望先は決まりました。ここからいよいよ

就職活動です。私が３年生だった当時，福祉施設
に就職する学生は４年生の秋に活動を始めていま
したが，企業の求人は３年生の冬から始まるとこ
ろが多く，他の人よりも早く活動を始める必要が
ありました。私は生来，のんびりした気質で，先
手を打つタイプではありませんが，先述した単位
を落とせない緊張感の中で就職活動も後手に回ら
ず，３年生の冬から活動することができました。

銀行の就職試験を受けるにあたって，まず履歴
書とエントリーシートを作成しました。精一杯そ
の時々の思いをぶつけて書いたそれらを進路支援
センターの方や両親に見てもらい，表現におかし
なところがないか，伝えたいことが伝わるかアド
バイスを受けました。
　その後，幾度かの面接と筆記試験を経て内定を
頂いたわけですが，面接にあたっては進路支援セ
ンターで模擬面接をして頂き，筆記試験対策には
先輩の体験談をもとに勉強分野を絞り込みまし
た。私も内定後に書きましたが，先輩たちが内定
直後に書かれた体験談は鮮度が高く，何より実感
もこもっています。皆さんもぜひ一度，興味のあ
る就職先の体験談を読んでみてください。

４．現在の仕事

１）鹿屋支店，星ヶ峰支店勤務を経てシステム部へ
　さて，社会人になって６年目となる私は，鹿児
島銀行鹿屋支店，星ヶ峯支店勤務を経て，現在は
システム部に所属しています。銀行員としてス
タートを切った鹿屋支店では，窓口の後ろで伝票
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を整理することから教わり，預金業務，個人融資
業務を学びました。面接では，社会福祉学部で学
んだことを銀行で生かします！と言いながら，実
際学んだことが社会で通じるか不安もありました
が，相手に興味を持ち，相手の役に立ちたいと思
いながら，話を聞く技術は社会福祉学科でいう

“傾聴”そのものであり，大学で学んだことは大
いに役に立ちました。
　現在，システム部では銀行機能に関する様々な
システムに関わっています。もともとデジタル機
器が好きだった私にとって，生活の一部だったパ
ソコンの知識が，今の銀行勤務に役に立っている
と思うとなんだか不思議な気がします。システム
部では営業店での勤務経験を生かしながら業務を
行っていますが，システム的な知識も要求される
為，仕事と並行して IT 系の資格（IT パスポート，
基本情報技術者）を取得しています。またしても
勉強の日々です。

２）改めて資格の持つ意味について
　先程在学中にとった資格の話をしましたが，社
会福祉士については在学中に合格出来ず，受験資
格を取っただけでした。しかし，卒業後に資格の
大切さを再認識した私は卒業してからどうしても
この資格を取りたくなりました。社会福祉士は業
務独占ではなく名称独占資格ですが，福祉に関わ
る公的資格では最上位資格であり，資格を取得す
るためには一定の科目の履修と国家試験への合
格，そして登録が必要です。ご存知のとおり，日
本は超高齢化社会であり，福祉は世間的にも非常
に注目されています。高齢化によって，さまざま
な分野で福祉的な考えが必要になっており，今の
世の中では福祉以外の職種でも，社会福祉士資格
を持つメリットは大きいと思います。
　私自身，社会に出てからそれを痛感し，社会福
祉学科で学んだ４年間を形に残したいという思い
もあって，毎年，社会福祉士試験を受験してきま
した。今回，このシンポジウムの依頼を受けてか
ら，今年こそは試験に合格し，この場で発表した
いと一念発起し，なんとか合格することができま
した。それもひとえにこの様な機会を下さった先
生方，そして皆さんのお陰だと思います。ありが
とうございました。

　繰りかえしになりますが，今の社会で福祉はと
ても身近です。普通の家庭であっても，年をとれ
ば介護保険を使います。そんな世の中で，社会福
祉士資格はプラスにはなっても，マイナスにはな
らないと思います。社会福祉学科に入学された皆
さんはぜひ，社会福祉士資格，もしくは受験資格
を取られてください。社会に出てからも，受験す
るチャンスはあります。

５．まとめ－鹿児島国際大学での学生生活に感謝

　学生時代と就職してから思ったことをお話させ
ていただきましたが，卒業して６年が立ち，今思
うのは，大学生活に対する感謝です。一浪して入
学したときには思いもしなかったことですが，鹿
児島国際大学で手話同好会に入り，学術文化会で
交流を広げ，社会福祉を学び，教職課程を選択し
なければ，今の自分はいません。一浪した結果，
素敵な友人や先輩方，教授と出会い，様々な授業
に興味を持ち，そこで学んだ知識と経験を生かし
たことで今の私があると思います。
　あの時，違う道を選んでいたら，こんなにいい
友人をもち，忙しくも楽しい日々を過ごせたかと
考えると，これは予想ですが，おそらく過ごせて
いなかったと思います。
　人生何が幸いするかわかりません。鹿児島国際
大学で過ごされる期間を楽しみ，今しかできない
ことをしてください。社会福祉学科を選択された
皆さんには，社会福祉の道は勿論のこと，一般企
業への道も開かれています。
最後に皆さんが就職について考える時，	今回の私
の話が少しでもお役に立てれば幸いです。本日は
ありがとうございました。



－27－

2011年３月18日 第10号鹿児島国際大学社会福祉学会誌

１．はじめに

　現在，精神保健福祉士としてアルコール依存症
の方やその家族の支援を行っている私が，大学時
代を振り返るということは，「自分とは何ぞや」

「人を支援することとは何か」「回復とは何か」を
考えるうえで非常に大きな過程でも課題でもあ
り，今回のシンポジストでは大きな考える機会を
得ることが出来ました。また，大学時代の自分が
ないと「今の自分」はあるはずもなく，アルコー
ル依存症や仲間との出会いについてもきっとな
かったと考えられます。現在，自分を肯定出来る
生き方を学ばせてくれた大学や，支えてくれた仲
間そして，大学入学の機会を与えてくれた両親に
改めて心から感謝したい。

２．大学入学までの葛藤

　ごくごく普通の家庭に生まれた私は，小学校，
中学校とある程度，勉強，スポーツとも出来る方
で友人も多いほうでした。父親はというと，仕事
の忙しい中，キャッチボールをしてくれたり小学
校卒業まで宿題に付き合ってくれたりと非常に自
分の良き理解者で尊敬出来る存在であったことを
記憶しております。母親についてもやさしく何事
にも真面目で運動会等でも必ず参加してくれる存
在でありました。両親には「勉強をしなさい」等
言われたこともなく，自分が当時，勉強をしたの
は，「自分の為などではなく，両親に喜んでほし
い」と思う気持ちからだったのではないかと考え
ます。
　私が中学校時，父親は「夢がある」と話し，当
時の会社員を辞め，自営業の仕事を始めました。
自営業という先が見えない仕事ではありました
が，元来より真面目で家族を大事にしてきた父
は，必死に私たち子供を育てる為，働いてくれま
した。私も「父の期待」により一層応えたいと

思ったことを記憶しております。
　しかし，「期待に応えることの想い」とは裏腹
に高校受験では第一志望の学校には入学すること
は出来ず，大学受験でも２年間建築関係の大学を
志望し，浪人することとなりました。今，考える
と大学受験で浪人するきっかけとなった「建築学
科」に何故こだわったのか答えがでてきません。
つまり，自分のしたいことについてはイメージ出
来ておらず，ただ漠然としており，「自分と他人
を比べること」ばかりだったように思えます。必
死な割には，自分のことが見えておらず，自分が
苦しんだのは当然の結果であると思います。

３．大学生活と自分

　２年間のブランクをおいて，鹿児島国際大学の
社会福祉学科に入学することになりました。この
２年間のブランクは当時の私においてとても大き
な壁であったように思えます。まず，高校時代に
付き合っていた友人達は，先に大学入学したり，
就職したりとそれぞれ新たな友人を作っていまし
た。そして自動車の免許を取得していたり，バイ
トを行っていたりと非常に大人になっているよう
に思い，さびしさを感じたことを記憶しておりま
す。また，「周りからどのように思われているの
だろう」という思いもあり，当時はとても窮屈で
ありました。私自身も「２年間苦労したから他の
人達とは違う」というような想いがあったので孤
立するように自身で行動し，自己のアイデンティ
ティのバランスをコントロールしていたのではな
いかと思います。しかし，アルバイトや学生生活
の中でしだいに友人も増え，学生生活もそんなに
悪いものではなくなっていました。そんな学生生
活の中，「自分は何故，生きているのだろう」と
深く考えるようになりました。
　そんな折，大学の授業の中で「精神保健福祉士」

人生のターニングポイント

	 医療法人　全隆会　指宿竹元病院

	 永　池　富　和
	 2003（平成15）年３月卒業

シンポジスト報告
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という資格が目につきました。福祉について理解
の浅い自分は「精神」というキーワードが支援と
いうことではなく「自己の生き方の答え」を見つ
けることが出来る，自分をカウンセリングしてく
れるのではないかと考え，大学４年時からは精神
保健福祉士コースを希望しました。

４．資格合格までの道程

　４年時より精神保健福祉士コースへ進むことに
なった私は決してそのコースにおいて勉強の出来
る方ではありませんでした。しかも，夏休みには
精神科の実習が１ヶ月もあり，非常に不安が強
かったように思えます。しかし，メンタルヘルス
のスペシャリストでもある先生方から指導をいた
だき，同じ悩みを持つ仲間に出会うことが出来，

「他の人とは違う」という意識は少しづつ変化し
てきました。どのように変化したのかというと，

「素直に生きる感覚」といいますか「想いを伝え
ても良いんだ」という感触だと思います。周りの
ことを意識し過ぎるとこのようなことは不可能と
なりますし，逆に受け入れてもらえる仲間がいな
いと単に我がままとも捉えられてしまいます。勇
気を持って前へ進んでいく努力をしました。
　語り合える温かい仲間のなか，国家試験に向け
て頑張ることが出来ました。しかし，例年11月に
行われる模擬試験ではなんと全国最下位という夢
にも思わなかった結果が返ってきました。（現在
は模擬試験の試験監督も行っていますが・・）決
して試験当日，体調を崩していたわけではなく，
ただ単に自分の実力不足でした。その結果を真摯
に受け入れ，それからさらに仲間と必死になって
勉強を行いました。アルバイトもしていた自分
は，どんなに忙しい１日であっても，少しでも問
題集を開くという習慣を付け，仲間と問題を出し
合うというようなことを試験当日まで行いまし
た。
　そのせいか試験当日は，自信に充ち溢れていま
した。大事な試験の中でこのような気持ちにさせ
られたのは初めての経験だったと思います。大事
な試験と感じることが出来たのも日々の積み重ね
があったからだと考えます。その結果，精神保健
福祉士，社会福祉士とも合格することが出来まし
た。現在の病院で働く中で，当時一緒に頑張った

仲間は今でも大切な存在です。

５．アルコール依存症者との出会い

　平成15年４月より現在の職場でもある指宿竹元
病院に勤務することとなりました。入社当時は同
法人内にある精神障害者社会復帰施設でもある
　生活訓練施設に３年間勤務し，４年目から病院
に異動となりました。
　指宿竹元病院では，アルコール専門病棟を所有
しております。アルコール依存症という病は，依
存症の中では物質依存で，簡単に言いますと「お
酒をやめたくてもやめれない」というコントロー
ル障害です。結果的に脳出血や前頭葉委縮などの
身体症状や離脱症状による幻覚，妄想などの精神
症状，飲酒運転や離婚などの社会問題を呈してし
まいます。このように非常に苦しい病気ですが，
なかなか世間一般へは浸透しておらず，「ただの
飲み過ぎだ」とか「根性がない為やめれない」等
の間違った認識で，治療導入することが出来ず，
自殺に至る経緯も少なくありません。もちろん認
識だけでなく本人の「否認＝アルコール依存症で
はない」も原因となっている場合もあります。
　アルコール依存症の治療といいますと，基本的
には同じ回復しようする仲間（集団）の中で行い
ます。断酒する為にはまず，酒によって失ったも
のの苦しさやこれからどのように生きていくのか
を語り合います。地域における代表的なものとし
てＡＡ（アルコホーリクス・アノニマスの略。直
訳すると無名のアルコール依存症者達）や断酒会
などがあげられます。ＡＡには，12のステップと
いうものがあり，その12ステップには霊的成長が
述べられております。
　このようにアルコール依存症の方やその家族の
回復支援（生活支援）を行う中で，私も自分とい
う存在をしばしば振り返ります。自分自身は生き
づらさを抱えていないか，回復の過程を歩んでい
るのかと悩みます。父親，母親，妻，子ども，会
社の同僚等との関係をフイードバックし「自己と
は何ぞや」を自問自答している毎日です。アル
コール依存症の方との出会いによって自己をよく
振り返ることが出来るようになりました。また，
回復についてはやはり仲間と自己の弱さを伝える
ことの出来る勇気（強さ）が必要であることも知
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ることが出来ました。すべては，アルコール依存
症の方の回復過程から学ばせていただきました。

６．大学時代を「今」振り返って

　現在のソーシャルワークという業務に就いて大
学時代を振り返り，何を学ぶべきか考えてみると
一つ目に「感性」ではないかと考えます。単に生
活スキル等を高める理論性だけでなく，感情的に
物事を捉えられるアンテナを持つことではないか
と思います。アンテナを持つには「自己との対峙」
が必要となってきます。悩み，考える，不器用な
がらも生きるという姿勢ではないかと考えており
ます。
　二つ目にやはり「仲間」です。語り合える仲間，
自己を認めてくれ，共に頑張っていく仲間が今後
の自分を支えてくれます。
　三つ目に「感謝」です。当たり前のように大学
へ行かせてくれている親や語り合える友人に対
し，当たり前のことへの感謝です。
　大学時代は，学生から就職に至る大きな人生の
ターニングポイントであります。すべては「出会
い」からスタートしていきます。その意味でも自
己自身をゆっくり考え，希望や悩みを語りあうこ
とが，今後の大きな花を咲かせる蕾になるのでは
ないでしょうか。
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１．はじめに

　７月３日に卒業生を招き，「社会福祉学科の求
められるものは何か」というシンポジウムが開か
れました。卒業生として来てくださったのは，
コーディネーターとして教務課の原園祐伍さん，
シンポジストとして児童養護施設「南さつま子ど
もの家」で勤めている渡邊信浩さん，指宿竹元病
院の精神保健福祉士を勤めている永池富和さん，
鹿児島銀行に勤めている鈴木洋介さんの4名です。

２．先輩の話から学んだこと

　渡邊さんの話では，児童養護施設での実習が児
童養護施設の職員を目指すきっかけになっていた
ので，実習での体験が今後の人生に深く関わって
いくのだと感じました。改めて今年の夏休みにあ
る実習をただ単にこなすのではなく，自分の将来
への進路の幅を広げられる機会ととらえ，意欲的
に取り組んでいきたいと思います。
　永池さんの話では，病院でのソーシャルワー
カーの役割，体験談などから色々なことを学びま
した。１番印象的だったのは，断酒会についてで
す。
　アルコール依存症者がアルコールを止めること
ができないのには，過去のトラウマやストレスを
自分の中で制御できないなどという簡単には解決
できない理由があるからです。そのことを避ける
ために断酒会の仲間たちがお互いに支えながら助
け合っています。アルコール依存症は確実に「治
る」ということを断言できるものではなく，再発
する可能性があるので「回復」という言い方をす
るそうです。なので，常に気を緩めてはならず，
仲間との支えあい，励ましあいがとても重要なの
だそうです。
　このことはアルコール依存症者だけに関わら
ず，私たちにもとても大切なことだと思いまし
た。生活をする上で人は一人では生きていけませ

自分の夢に向け，考えてみる

	 ３年　分　領　春　佳

社会福祉学会シンポジウム参加記

ん。仲間がいるから心理的に安心，心強さ，この
人も一緒にいるから頑張れるというやる気につな
がります。薬での治療だけではなく，そういう互
いに支え合う機会は精神面にとても良い効果があ
るんだなと思いました。
　鈴木さんの話では，資格の大切さについて感じ
ました。将来の明確な目標が見つからないなら見
つからないなりに，将来のための選択肢を広げる
ために大学で取得できる資格は取っておくことの
意味を知りました。たとえ福祉系の職業に就かな
くても社会福祉士の資格を取得するために身につ
けた知識は様々な形で活用でき，人とコミュニ
ケーションをとる際に受容や傾聴などを活かすこ
とができます。

３．シンポを通じて考えさせられたこと

　シンポジウムでの質疑応答では自己実現とはど
うすれば達成するのか？という質問がありまし
た。卒業生の方々の考えによると，自己実現を考
える前にまず自分の目標が見えなければならない
ということでした。
　私は最近まで自分が将来何になりたいという目
標が暖味なまま，就職についてもあまり真剣に考
えていませんでした。今回このシンポジウムに参
加して，自分自身についてもう１度深く考えさせ
られました。自分を見つめなおして，高校のころ，
私には無理だろうなと諦めていた職業を，実は諦
めきれていないことに気付くことができました。
その職業に就くのはとても大変なことだけれど，
なりたいと確信しました。目標が見えたことで，
最近までの生活では感じることがなかった夢へ向
けて努力するやる気を得ることができました。
　今回このシンポジウムに参加して積極的に行動
する大切さ，あきらめない気持ち，また人々の互
いに助け合う心が大切だなと改めて思いました。



－31－

2011年３月18日 第10号鹿児島国際大学社会福祉学会誌

１．はじめに

　突然ですが，私はシンポには参加していませ
ん。当日の午前中に携帯電話が壊れてしまったの
で，急遽新しい携帯電話に買い替えなければなら
なかったからです。携帯電話は一人暮らしの私に
とって，遠くに住んでいる家族や友人と繋がる唯
一の手段でもありますから，シンポへの参加より
そちらを優先させてしまいました。
　しかし，参加していないのにも関わらずシンポ
ジウムの感想も書くことになりました。新入生ゼ
ミナールの時に社会福祉学会の運営委員になり，
運営委員会でこの『ゆうかり』の編集委員になっ
たからです。そういった経緯で今回，この文章を
書くことになりました。

２．シンポジウムの記録を読んで何を思ったか

　シンポジストの方々のお話した内容は「新しい
携帯電話を手に入れることよりも，シンポに参加
したかった！」と思って後悔してしまうくらい，
共感できる部分があり，興味深いものでした。
　具体的に例を挙げると，永池さんが浪人して大
学に入学したという点です。そのため２年間のブ
ランクが生じてしまい，大学に入学すると永池さ
んは１年生，しかし高校時代の同級生がすでに大
学３年生や社会人になっていて，みんなが先に大
人になっていることに寂しさを感じたそうなので
すが，私も入学した時，全く同じことを思ってい
ました。
　なぜなら，私も大学入学前に２年間のブランク
があったからです。高校卒業後，専門学校に入学
したはいいものの目標を見失い，中退し，本学へ
入学した経緯があったので，みんなが先に大人に
なっていることの寂しさは勿論ですが，また目標
を見失ってしまうのではないかという不安も抱え
ていました。

ポールの言う「あるがまま」と私

	 １年　梶　原　智　代

３．事例　～私の場合～

　そんな風な気持ちを抱えつつスタートした学生
生活でしたが，入学式後の情報処理センターの説
明会では，クラスごとに座っていたので話しかけ
やすそうな人に話しかけると友達になりました。
話す中で，元々写真に興味があったのですが，そ
の友達も写真部に興味を持っていたので，一緒に
写真部に入部しました。その流れで，写真部の先
輩方とも交流が生まれました。
　意識的に何かをして友達を作ったかとかではな
く，ただ素でしゃべっただけです。素でしゃべっ
て友達になれた人もいれば，素を出したことで引
いてしまう人も中にはいます。しかし，引いてし
まう人たちがいる中で，今友達でいてくれる人た
ちもいて，本当に心が広くて優しい人たちなんだ
なと思います。
　よく考えてみると，渡邉さんや鈴木さんもそう
やって慣れてない環境の中で自然と友達を作って
いったのかもしれません。その中で自然と，迷っ
たり，自問自答したり，そんな風にあるがままに
行動することで自分の進む道が出来てくるものな
のだと思います。ビートルズの“The	Long	And	
Winding	Road” で 締 め る ア ル バ ム『LET	IT	
BE』ってそういうことなのかもしれません。（尊
敬する Paul	McCartney に一歩近づけた…？）

４．おわりに

　私は幸運なことに人間関係においては恵まれて
います。しかし実を言うと１年弱の大学生活の中
でまた専門学校を辞めた時と似たような迷いが生
まれていました。ですが迷いを無理に無くそうと
するのではなく，今の自分をあるがまま受け入れ
てあげること…は難しいにしても，自分の受け入
れられない部分（中退したこと，目標を定められ
ないことなど）も「それも自分だ」と認めてやり
たいです。そして卒業できればと思います。
　今回先輩方のシンポジウムの記録を読んでみ
て，大学生活を豊かなものにするためには何が大
切なのか，それは人間関係の中で見えてきたり学
んでいくものだと改めて学ぶことができました。

シンポジウム報告を読んで
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１．はじめに

　2011年１月22日，鹿児島国際大学社会福祉学会
主催のシンポジウムが開催された。これは本学大
学院博士後期課程修了の博士号取得者３名が「大
学院に学んでー修了者は語る」と題し，研究の意
義や博士号取得に至る道のりを報告するもので，
大学院福祉社会学研究科創設10周年を記念して企
画されたものである。
　大学院の古瀬徹先生の開会のあいさつに続き，
進行役の田畑洋一研究科長が博士号取得の流れや
審査内容，また博士号の重みなどについて話さ
れ，引き続き３名による各報告が行われた。

２．大山先生の報告から

　まず大山朝子先生（本学非常勤講師）が報告さ
れた。研究タイトルは「方面委員制度とエルバー
フェルト制度の連繋に関する研究―大阪府方面委
員制度源流考論」で，研究内容として大阪方面委
員制度がエルバーフェルト制度を参考としたとい
う言説を検討，方面委員制度の源流を考究したも
のであった。
　大山先生はもともと福祉とは違う道を歩まれ，
病院の事務員として勤務された時にこの職に生か
すための資格はないかと思っていた矢先，社会福
祉士という存在を知り福祉の道へと歩まれたそう
である。大山先生は大学を卒業してからしばらく
して，社会福祉学科３年に編入学し，社会福祉を
学ぶようになったそうである。
　以後，このテーマに10年あまりをかけて取り組
んできたが，長い道のりを苦戦しながら論文完成
に至った時，達成感よりも安堵感が大きかったと
いう言葉から忙しい日々を過ごされてきたことが
伝わってきた。研究を続けることで自分の弱さと
向き合うことや普段見過ごしている周囲の支えに
気付かされたというお話を聴き，努力を積み上げ
ながら研究を最後まで行うことは人間的にも成長
することにつながっていくのだと思った。

３．田原先生の報告から

　次に田原美香先生（佐賀大学研究員）が報告さ
れた。田原美香先生の研究タイトルは「介護予防
を意図した地域リハビリテーションに関する研究
―地域看護との融合性―」である。研究内容はリ
ハビリテーションの問題を巡る問題を踏まえ，介
護予防を意図したリハビリテーションのより効果
的な支援のあり方について量的・質的調査方法を
使い検討されていた。
　田原先生は看護師として現場で働いており，そ
こで臨床現場における疑問と必要性を感じまた介
護支援専門員の資格を生かすために福祉の道へと
歩まれた。調査だけに頼ってはいけないが，時間
がかかるために文献との両立が難しかったという
ことや文を進めてはまた戻ったりするなどの悩み
があったのだが，自分の論文について一番知って
いる指導教員に話すことで方向性について悩みを
解消されたというお話をされた。
　修士の時には全ての論文が素晴らしいと思って
いたのだが，現在では批判的思考も生まれ，社会
福祉の専門家としてプレッシャーを感じながらも
色々な視野から研究するという研究力も確実に上
がってきたと博士となり充実した日々を送られて
いることが伝わってきた。一つのことをやり遂げ
ることで，実に多くの素晴らしさも同時に得られ
るのだということを教えてもらった。

４．山下先生の報告から

　最後に山下利恵子先生（熊本大学専任講師）が
報告された。山下先生の研究タイトルは「ドイツ
介護保障の構造研究」である。研究内容はドイツ
介護保険および社会扶助という２つの制度を取り
上げ，主としてそれらの補完的機能を考究され
た。
　山下先生は「現場で働くことが社会福祉の意
義」だと思われていたのだが，現場では自分が抱
く理想とは程遠くジレンマを抱えており，その年

「大学院に学んでー修了者は語る」を聴いて思うこと

３年　久　留　千　佳

シンポジウム参加記
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に介護保険制度ができ利用者のことだけを考える
のではなく制度のことから考えていこうというこ
とで大学院に行かれることを決心されたそうであ
る。修士課程を修了したものの，博士後期課程は
設置されていなかったので，それが設置されるま
での期間が学びを深める貴重な体験の期間となっ
たということをお聴きし，経験に無駄なものなど
一つもないということを教わった。
　目の前にある現象を追い求めるのではなく，問
題の本質に常に目を向けていくことが研究する時
に大切であり，日頃の積み重ねこそが大事である
と話され，「学問に王道なし」と言われたことが
一番印象に残った。一足とびで目標達成できるの
ではなく，地道に苦労や努力をした者だけが最後
に大きな喜びと同時に成果を残せる。博士課程修
了者も多くの苦労があったにもかかわらず，努力
を積み重ねた結果，博士号取得という素晴らしい
実績を残されたのだと思った。

５．おわりに

　私は12月末発行の本学広報誌「みなみ風」に本
シンポジウム案内の中で，「何よりも研究も仕事
の一つのかたちです。研究や大学院とは何かにつ
いて考えることを通じて自分の将来の仕事につい
て考えてみませんか。多くの方々の積極的な参加
をお待ちしています。」と書いた。
　改めて，これからどんな仕事に就き，どのよう
に生きていったらよいかについて考える上で大変
意義あるお話が聴けたと思った。他方で，聴講者
が35名と少なく，もっとたくさんの学生に聴いて
もらいたかったというのも正直な感想である。
　最後に総合司会の崎原秀樹先生が３名の報告者
に感謝の意を申し上げ，本学社会福祉学会はこの
ような機会を今後も企画し，学生に学びの機会を
提供していきたいと話され，シンポジウムを閉じ
た。
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はじめに

　本論は平成22年に，鹿児島国際大学高橋信行ゼ
ミの学生と教授が中心となって行った，宇宿地区
の独居高齢者の訪問面接調査から，訪問面接調査
の苦労，意義を述べようとするものである。先に
述べておきたいのは，本論においては一切文献の
引用を用いない。本論で述べたいのはあくまで実
践を書ける範囲でありのままに書くことにより，
文献にはない人と人が関わる時のポイントを事例
から書きたいからである。そしてここには訪問面
接調査の結果も書かない。それについては，報告
書が作成されているのでそちらを見ていただきた
い。
　筆者が，なぜ本論を書こうと思ったのかについ
ては以下の思いがある。筆者は高齢者福祉のあり
方について８年前に論文を書き，「ゆうかり第３
号（2004年３月刊）」に載せて頂いた。しかし，
特に反響も何もないまま今を迎えたが，今になっ
て，筆者が論文で述べたような考えに似たあり方
で，高齢者福祉のあり方が基本に見直されている
ように思う。その世相を反映するかのように，今
回の訪問面接調査があったのである。加えて，そ
もそもの研究のきっかけが宇宿商店街であったこ
とから，法では網羅できない，地区単位，又は市
単位での地域住民のニーズにあったインフォーマ
ルサービスの実現への基礎となる調査であり，筆
者が思う高齢者福祉のあり方が見直されるきっか
けとなればいいと思い，今回の宇宿地区独居高齢
者訪問調査に参加した。筆者は高齢者福祉のあり
方について，自分なりの思いを持っているが，そ
れはここでは述べない。前述したように，本論で
述べたいのは，訪問面接調査の苦労と意義であ
り，それを述べることにより，本論を読んで下さ

る各自が高齢者福祉のあり方を考え，なぜ訪問面
接調査という，調査でも一番難しい調査法を用い
ているのか，事例からその意味を知って欲しいか
らである。
　本論は以下の順で進められる。第１章では調査
までの準備段階の流れと苦労，問題点を述べ，第
２章では実際の訪問面接調査の事例から苦労と喜
びを述べる。第３章では調査実施後の流れと苦労
を述べ，まとめとして訪問面接調査の意義と調査
員の資質の考察を述べるものとする。

第１章　調査の事前準備－依頼から調査実施日前

日まで－

⑴　訪問面接調査の依頼からアンケート用紙作
成まで

　そもそも，この調査のきっかけは，宇宿商店街
からいくつかの事業について，鹿児島国際大学に
協力依頼があり，その中の福祉に関係した事業

（商店街が核となり携帯電話を使った子育て家庭
や高齢者の身守り活動など）に，高橋教授がアド
バイス等を行ったことだと聞いている。しかし事
業の前提となるアセスメント，例えば宇宿地区に
住む，高齢者の実態は十分押さえられておらず，
宇宿地区に住む独居高齢者の基本的調査が何もな
されていなかった。そこで手はじめに実施したの
が，調査対象者の何人かへのインタビューであ
る。高橋ゼミに依頼してくださった商店街の方か
らお願いして頂き，３人の高齢者に集まってもら
い，高橋ゼミの４年生３名がインタビューを実施
した。そこで高齢者から聞かれた困りごとや日々
の生活の実態を，カテゴリー化し，調査項目の作

招かざる客が招かれるべき客になる時

―宇宿地区独居高齢者に対する訪問面接調査より―

	 特定非営利法人　福祉２１かごしま

	 外部評価員　渡　邉　彩友美
	 大学院福祉社会学研究科前期課程　平成15（2004）年９月中退

研究ノート
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成にあたった。またインタビューばかりではな
く，他の市町村で行った高齢者調査の同じ項目を
設けることにより，それを比較することで，宇宿
地区の高齢者の特徴をより明確にできるように工
夫し，結果として56項目の質問項目が出来上がっ
た。
　調査項目の基本は宇宿地区の独居高齢者の生活
を明らかにし，ニーズは何か，法では担保されな
いニーズをどこまで宇宿商店街で独自のサービス
として展開していけるのかを考察できるようにし
た。
　しかし，問題が起きた。調査が出来るか出来な
いかという根本的な問題が起こったのである。イ
ンタビューを実施し，調査項目まで出来ているの
に調査にぎりぎりまで持って行けなかった。これ
については次に述べる。
⑵　対象高齢者の名簿の作成と予算
　訪問面接調査で一番問題になるのが，対象高齢
者の名簿をどこから入手するかである。世の中は
何でもプライバシーである。今回特にそれが難し
かったのが，宇宿商店街も十分な名簿など持って
いるわけもなかったからである。今回，ぎりぎり
まで調査に持って行けなかったのはこの問題であ
る。市などが依頼者となった時は比較的名簿は入
手しやすい。住民台帳があるからである。そこか
ら対象者をわり出し，承諾をいただければいいの
だが，今回は何も無かったため，民生委員さんに
協力を仰ぐしかなかった。しかし，民生委員さん
の協力を仰ぐにも，ただ名簿を頂くわけにはいか
ない。それは個人情報の漏えいになる可能性があ
るからである。そこで採った手法は，民生委員さ
んから，担当地区の高齢者に連絡して頂き，訪問
面接調査を実施したい旨を話して，承諾を頂いた
方の名簿を頂くこととなった。今回の訪問面接調
査は民生委員さんがいなければ出来なかった。し
かしながら，民生委員さんに協力頂けたことで，
民生委員さんにも問題意識を持って頂くことがで
きたのである。
　名簿は確保した。次は予算である。今回，宇宿
商店街からも鹿児島国際大学からも特別な予算は
出ていなかった。ここでいう予算とは，訪問面接
調査の時の司令室になる場所の提供代やアンケー
ト用紙の確保，印刷代，地図代，アンケートに答

えてくださった方へのお礼品，調査員の交通費な
どである。どれが欠けても訪問面接調査は成立し
ない。これを解決した方法は次に述べる。
⑶　アンケート用紙の作成と地図の確保
　⑵で述べた問題は全てボランティアで補った。
訪問面接調査の時必要となる司令室は商店街の代
表の方が，ビルの一室を無償で貸してくださっ
た。アンケート用紙と印刷，綴りは鹿児島国際大
学で行った。高橋ゼミの活動，つまり演習活動と
いうことで用紙と印刷機を借りることができた。
それを使い，印刷したのも綴ったのも，筆者と４
年ゼミ生であった。お礼品については，商店街か
らボールペンを頂くことができた。加えて他の調
査で残った品があったのでそれで賄うことにし
た。調査員の交通費は各自実費でお願いした。そ
して今回一番手を焼いたのが，地図の作成であっ
た。丁度，宇宿地区は区画整理が行われており，
通常本屋で売っている住宅地図がどこの本屋にも
置いてなかったのである。そこで考えられたの
が，CD-ROM の地図であった。これはパソコン
にダウンロードすると，住所を入れるだけで地図
が出てくるというものであるが，宇宿地区のみの
ものはなく，鹿児島市で売られていたため，どこ
まで買えば宇宿地区を網羅するのか分からなかっ
た一方，かなりの高額であった。予算がどこから
も出ていないため勿論買うことはできず，高橋教
授が片っ端から本屋を巡りやっと住宅地図を手に
入れることができた。しかし，それは区画整理前
のものであり，民生委員さんから頂いた住所が存
在していないのが半数近くあり，地図から対象者
宅を探し，印しを付けるのに筆者は苦労した。
よって地図未完成のまま訪問面接調査を実施する
しかなく，地図が無いところは，ひたすら歩いて
探すしかなかった。こうした予想外の問題が起こ
るのも，訪問面接調査の特徴である。
⑷　調査員の確保と指令者の確保
　今回の調査は前述してきているように，ぎりぎ
りまで日程が分からなかったため，調査員がなか
なか確保出来なかった。対象者174名に対して，
調査員は高橋教授を入れて10名であった。調査日
程は３日間，予備日２日間の計５日間であった。
もちろん全調査員が全日程を出られるわけではな
く，一日の調査員は多い日で５名，少ない日は２
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名であった。調査員だれもが時間が許す限りぎり
ぎりまで汗をかき，調査に協力していただいた。
そうせざるを得ないほど，調査員は足りず，それ
により，ここでも以下のような訪問面接調査独自
の問題が起こった。
　司令塔である高橋教授まで調査に行かなければ
ならない結果となってしまったのである。訪問面
接調査をする際，司令塔は必要不可欠である。調
査員は地区全体に広まる。地図が分からず，自分
が今どこにいるのか分からなくなるのはしばしば
である。そんな時，全体の地図から対象者宅まで
の道を指示したり，思っていたより時間がかかっ
て次の対象者宅へ行けない時，逆に時間が余った
時など，自分が次どの対象者宅へ行けばいいのか
わからなくなった時，どの調査員が今どこら辺を
回っているかを把握し，どこを回るべきかベスト
な指示をする必要がある。また，何かトラブルに
巻き込まれた時にすぐに駆けつけ解決しなければ
ならない役目も司令塔は担っている。調査員が行
く対象者宅は事前にある程度割り振るが，当日に
なって体調不良で出られない調査員もいた。勿論
そこには穴があく。加え，今回は事前に対象者に
訪問面接調査の日程を○～○日ではあったが通知
していた。これには大学の連絡先を書いていたた
め，この日のこの時間に来て欲しいという連絡を
頂いた対象者もいた。そうなった時，調査員だけ
では限界で高橋教授自ら調査に行かなければなら
なくなってしまった。そのため，司令塔がおらず，
調査は逆に前述した役目がいないことにより困難
をきたしてしまったのである。これも実際に訪問
面接調査に移らないと予想できない特徴的な問題
である。

第２章　訪問面接調査の事例と筆者の対応－筆者

の出会った印象強い事例より－

　訪問面接調査をする際，筆者は次のことを必ず
する。全ての訪問面接調査で行った事をここで記
しておく。地図から家を特定し，チャイムを鳴ら
す時，必ず「鹿児島国際大学の渡邉と申します。
アンケートに答えていただきたくお宅を回ってい
るのですが，ご協力いただけないでしょうか」と
問う。そして「どうぞ」が出ると，時間を割いて

もらって申し訳ないというあからさまな顔をして
頭を下げる。調査の趣旨をさらっと述べ，了解を
いただければ，後は調査員次第である。私は調査
項目をまるまる読むのでなく，例えば病気につい
て聞く項目なら，「お母さん（お父さん）最近か
らだの調子どうですか」で始める。「腰が痛くて」
と言えば腰痛が分かる。「では，病院に通われて
いるんですか」と聞き返せば次の項目も自然に聞
ける。「病院に行くとき不便はないですか」と加
えると，項目にはないニーズも聞ける。こうやっ
てアンケート項目にあるものを聞きながら，日常
の会話のように，必要に応じて余談を加え，まる
で１つの長話をしたかのように持ち込む。筆者の
アンケート用紙は余白が真っ赤に埋まる。聞いた
事をとにかく全て書き留めておく。以下に事例で
実態をいくつか書くが，調査員の許容量が求めら
れる。「お母さん（お父さん）」と呼ぶことである
が嫌がられたことはない。正しいかは分からない
が，苗字で聞くよりも身近ではないのだろうか。
それは，筆者がまだ若いからかもしれない。
　また，質問の聞き方を言うと，「目が見えます
か」とあからさまに言わない。そこで筆者はあえ
て化粧をしないで行く。そして「私の眉毛が半分
ないのが見えますか」に置き換える。そんな些細
な聞き方の違いが笑いを生み，話が弾み，調査項
目にはないニーズを生むきっかけとなる。
　さらに，足を崩したい時は，「すみません，足
崩させてください。」と正直に言う。ただ「どう
ぞ」と言われた時必ず「最近の若いのは正座もで
きなくて，申し訳ないです」と付け加える。今の
若い人に対する意見を聞くきっかけともなる。
　次いで，出された物は断らない。どんなお茶で
あれ，スポーツドリンクであれ，炭酸飲料であれ
何でも出された物はたいらげる。そしてお土産に
ついては，筆者は受け取る。信頼関係のない人に
お土産まで持たすだろうか。そう考えると，受け
取るのが答えではないだろうか。そしてこちらが
お礼品を渡す時は，「こんな物しかないのですが。
でも IUK といううちの大学のロゴ入りなんです
よ」などさりげなく大学をアピールする。それは
今後宇宿地区と関わりを続けていく以上必要なこ
とだと考える。次からは実際の事例から訪問調査
の実態と醍醐味を述べる。
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⑴　事例１
　対象者は全盲の女性の方であった。それは訪問
して分かったことである。筆者が取った行動は，
声のトーンである。対象者にとって独自（この事
例では全盲）となる項目は掘り下げて，声のトー
ンを下げゆっくりと聞く。残りはちょっと答えて
頂く程度のトーンに分ける。まず重々挨拶した。
前述したように，筆者は時間を割いて頂いて申し
訳ないということを，あからさまに顔に出す。し
かし，相手は全盲である。重々の挨拶をし，次は
自分の行動を口に出していくのである。挨拶が終
わり，アンケートに承諾を頂けると「上がって」
と言われた。その先は全て口に出していく。「靴
は右端に置かせてもらいます」「廊下綺麗にされ
てますね」「左側に座らせてもらいます」「私が質
問していくので答えられる範囲でいいのでお答え
ください」「アンケート用紙には個人が特定され
ることは絶対に書きませんので」。ここから面接
調査のスタートである。しかし，聞いてはならな
い質問があることは言うまでもない。「目は見え
ますか」を聞くわけがない。そこは飛ばし，むし
ろ見えない事によって抱える問題を聞く。これは
アンケート項目にはない。だがそこで聞かれる
ニーズや問題が訪問面接調査だから汲み取れる，
アンケート用紙にはない調査項目を生むのであ
る。そこは，調査員の臨機応変さによる。でもこ
れができるのが訪問面接調査の醍醐味である。今
回のアンケートには最低一時間はかかる。ただ
次々に質問していくなら機械である。この事例の
場合，調査項目はさっと聞いて，ところどころ調
査項目にない質問をすることで余談を持ち込ん
だ。そこで聞かれる話こそ調査項目にはないニー
ズなのである。そして，掘り下げればどういった
生活をしているのかも話から見えてくるのであ
る。対象者も自身に合わせた話をしてくれるのは
気持ちいいものである。
　この事例から言える訪問面接調査の醍醐味は，
臨機応変に調査項目を作成し，聞くことができる
事である。
　付随して述べるなら，相手が見えないからと
言って勝手に身動きすることはしてはならない。
足を崩すのも「すみません。足を。ちょっと崩し
ていいですか」とはっきり言う。筆者の携帯番号

を聞きたいと言われれば，筆者は断らない。「で
は，ここにおいてある紙に名前と電話番号書いて
おくので，ガイドヘルパーさんが来た時にでも確
認してください」と言う。ここは人によるが，相
手は住所，名前，電話番号，質問の答えなど，個
人情報をここまでかと出してくださっているので
ある。それが特定できないようにしているにせ
よ，訪問者を信頼してくれているからではないだ
ろうか。逆に言えば，電話番号を交換できる位，
信頼関係が築けたと筆者は喜ぶ。帰り際「これ飲
んで帰りなさい」と飲み物を出された。「では，
一緒に飲みましょうよ」と誘うのである。調査は
終わり一緒にいる必要のない時間である。しかし
それを設けて下さったのである。共に飲み，たわ
いもない話をする。飲み終わると，殻の容器をお
盆に載せた。「お盆に載せておきましたから」「ご
ちそうさまでした」。返ってきた言葉は「あんた
に来てもらえてよかった」。これ以上の調査員へ
の褒め言葉はあるだろうか。筆者の行動，言葉が
正しいかはわからない。でもこんな事例もあるの
である。
⑵　事例２
　この事例は訪問面接調査の範囲を超えている
が，訪問面接調査を行った際，調査員が味わう一
番の喜びである。
　対象者は女性であった。玄関で調査を行った。
炎天下を回って歩いている私は汗が滝の様だっ
た。お邪魔するなり，少し待ってってと言われた。
しばらくすると，扇風機を持って来て下さった。

「これで少し涼みなさい」そう言ってくださった。
調査は余談から始まった。女同士美容について話
しが弾んだ。対象者はとても綺麗にされていて，
肌に自信があられた。足を出し，「触ってみなさ
いよ」と言われ，女同士だしということで触わら
せて頂くこととした。筆者よりはるかに綺麗であ
る。そんな話しから始まった調査で，調査が終わ
る頃は丁度昼時だった。「昼食べて行きなさいよ」
と言われた。断るのが本当だが，その日回ってい
た場所は，近くに公園もコンビニも無い場所だっ
た。対象者もその事は分かった上で誘って下さっ
たのである。「では，お言葉に甘えて」と昼食を
共にした。そして食べ終わると，「トイレも使っ
て行きなさい」と言われ，それにも甘えた。帰り
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際「アンケートにご協力頂いた上に，お食事とト
イレまでお世話になってしまって申し訳ありませ
んでした」と筆者が言うとこう返ってきた。「頑
張って，応援してるから」。この言葉一つで調査
員は救われ，また次行こうと思える。この事例で
の訪問面接調査の醍醐味は，応援してくださる方
がいるということを直に感じる事が出来ることで
ある。ただ，同性だったからということもある部
分も多い。調査員が同性か異性かによって，対象
者のアンケートに対する心構えも違う可能性があ
るという課題が残った。
⑶　事例３
　男性高齢者の事例である。これはまさに調査員
配置の難しさを問われた事例である。調査日程２
日目が終わろうとしているとき，司令室から「お
伺いしていいですか」と対象者宅に電話した時の
ことである。「今すぐこい」と言われた。前述し
たように調査日程をあらかじめ「○～○日」と告
知していたため，来られるのを待っていてくだ
さった方であった。筆者は「今すぐ伺います。今
ここにいるので，伺うまで多少時間がかかるかも
しれませんがよろしいですか」と答えた。すると

「俺は一人だ，いつ来てもかまわない，来られる
なら今から来い」という返答であった。慌てて司
令室を飛び出し，早足で向かった。一日炎天下を
歩いていた筆者には走る余力はなかった。やっと
の思いでたどりつくとお茶を入れて待っていてく
ださった。そして，「何を答えればいいのか」と
聞かれた。時間も時間だった。すぐさまアンケー
トに移った。勿論，ここでも前述したやり方で
行った。すると，帰り際，対象者が書いた絵など
を見せてくださった。そしてつぶやいた。「もっ
と若者が来てくれればいいのに」。ニーズはそこ
だった。調査日程を○～○日で示した結果，対象
者は今か今かと待ってくださっていたのである。
今回の調査では「いつくるのか分からなかったの
よ」とよく言われた。調査日３日のどれかと思っ
ている方もいれば予備日の２日間のどちらかと
思っている方もいた。そこは前述したように，調
査員が不足していることから確約はどうしても出
来なかったのである。いつだかわからない調査員
が突然来ると，多くの対象者は困った顔をされ
る。しかし，アンケートに答えようと待ってくだ

さっている対象者もいるのである。若い筆者がた
またま行ったことにより，対象者が最後に示した

「若者に来て欲しい」というニーズが訪問面接調
査によってある意味では補われたのである。この
対象者にも電話番号を聞かれた。筆者は電話番号
を記し帰ってきた。
　この事例での訪問面接調査の醍醐味は，訪問面
接調査自体がニーズを多少なりとも補うことがあ
るということである。

第３章　訪問面接調査のその後－結果報告書を作

るまで－

⑴　アンケート調査のデータ入力
　今回の調査の結果121件の回答がもらえた。し
かし，前述したとおり，調査員は高橋教授と高橋
ゼミ４年以外，筆者のような OB や大学院生，社
会人であった。誰がどこまでデータを入力するか
が問題となる。今回，訪問面接調査の調査員とし
て力を貸してくださったことだけでも大変ありが
たい。そこに加えてデータ入力の時間まで設けて
欲しいとは言えない上，そこまでの時間はない。
よって今回は，高橋ゼミで参加してくださった４
年には各自で，一部の大学院生には自身で，高橋
教授も自身で，その他は筆者が全て入力した。し
かし入力といっても，フォーマットを作らなけれ
ばならない。これは高橋教授にお願いした。調査
項目が多いこと，調査員コメントの欄を設けたこ
と，複数の人間で入力したデータを１つにまとめ
ることから，全ての調査員に関わっている高橋教
授しか出来る人はいなかった。こうしたことによ
り，各自任されたデータを入力し，１つにまとめ
たのである。
⑵　分析
　基本的に SPSS というソフトによるクロス集計
を全てにかけ，結果を述べる。時には，クロス集
計だけでなく，ｔ検定やカイ二乗検定が求められ
ることがある。今回の調査結果は調査に関わった
方々により様々な使い方がされるが，身近なの
は，高橋ゼミ４年の卒論であった。筆者は SPSS
をろくに使えないが，高橋ゼミ４年はよく出来
る。
　全ての項目にクロス集計をかけ，結果を書くの
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は高橋教授が汗をかいてくださった。勿論，それ
に更に加えるところには，高橋ゼミ４年が力を出
してくれた。
⑶　報告書の作成と発表の機会
　⑵で述べたクロス集計と結果が明らかになって
やることは，今回の調査の原点に戻ることであ
る。今回は述べたように，宇宿地区の独居高齢者
の生活を把握し，法では網羅されないニーズが何
か，商店街として何が求められているかを明らか
にすることである。それを報告書で明らかにし，
考察という形で商店街に提言できるようにまとめ
るのが，筆者と卒論に使う高橋ゼミ４年の役目で
ある。筆者と高橋ゼミ４年は時間を設け，話し合
いを行った。こうすれば，こう言われたなど意見
はどんどん出た。筆者はその意見を調査項目での
結果と組み合わせ文章に起こした。勿論，高橋教
授に添削いただき，何度も書き直した。そして，
印刷した際，表が切れても見やすいようになど校
正などを行い，１ヶ月以上かけて印刷へと持って
いくことができた。高橋教授のはからいにより，
カラーの表紙でフィルムまで付けることができ
た。ここでの印刷，綴り，製本も高橋ゼミ４年の
力を借りた。
　結果発表の機会は商店街に掛け合い，商店街行
事の日に行うことが決まった。本書を書いている
時点では日程の都合上，発表の反響は書けないが
発表の反響をもとに，具体的にサービスに持ち込
むか，そのための更なる調査を行うようにつなげ
て，１つの調査が終わるのである。

おわりに

　本論全てを読むと，訪問面接調査など面倒だ
し，自分には出来ないと思うかもしれない。ただ
第２章で述べたように醍醐味がある。その醍醐味
こそ，高齢者の隠されたニーズを掘り起こし，法
では担保できない小地域での独自のサービスを生
むのである。そこには，高齢者によりよい生活を
していただきたい，何より基本的生活を確保した
いと言う思いがある。地域の特徴により高齢者の
ニーズも地域で違う結果となっている。それを担
保するには，こうした訪問面接調査や地域の働き
かけが欠かせない。ニーズを掘り起こすにも何も
かも，会話なくして成り立たない。でもその会話

こそ，法にはない，隠され，そして担保されない
小意見であり，そのきめ細かいニーズを担保する
ことから，小地域が中心となり，独自のサービス
を生む。そして住み慣れた地域で暮らすという，
最大のテーマを解決していけるのである。この流
れが，会話という手法を用いる，訪問面接調査の
意義と醍醐味である。訪問面接調査は他の調査手
法より労力ははるかに使う。それ故に，アンケー
トの回答率のみならず，調査員を成長させてくれ
る。学生はこうした調査に参加することにより，
自分の福祉人としての力量が自分自身で見えてく
る。筆者は有能な調査員とは言えないが，１つだ
け調査員として活動する時に持っておいていただ
きたいと思う事がある。それは「コミュニケー
ション能力」である。そして，訪問面接調査員と
いう前に福祉人であるなら「傾聴」を身に付けて
もらいたい。事例で書いたように，高齢者の思い
や対応は様々である。訪問面接調査にマニュアル
はない。電話オペレーターではないのである。格
好，表情，話し方，行動全てが相手に見られてい
るのである。その全てをマニュアル化することは
できない。高齢者によって好みも考えも違うから
である。ただ我々に１つ共通しているのは，「話
を聞きに来た調査員」だということである。臨機
応変に対応することが訪問面接調査の調査員には
求められる。その対応も全て「話を聞く＝傾聴」
から始まるのである。それが出来て，コミュニ
ケーションの許容量は広がる。
　多くの高齢者は生活を閉ざし，訪問者を嫌が
る。最初はそうであれ，帰りには「あなたが来て
くれてよかった」と言ってもらえるようになる，
つまり，本書のタイトルである「招かざる客が招
かれるべき客」になった時，訪問面接調査は成立
すると言えるのではないだろうか。いやいや答え
たアンケート結果に本心があるとは思えない。本
心が隠されている部分が本当のニーズであり，そ
れを聞き出すには信頼関係を作りあげられるほど
のコミュニケーション能力が必要である。出来な
いではなく，高齢者を知ろうという気持ちで傾聴
から入っていけば，コミュニケーション能力は自
然と身につく。筆者はそうしてコミュニケーショ
ン能力や対応を学んできたつもりである。「やっ
てみたい」でいい。高齢者でなくてもいい。学生
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のうちに色々な人とコミュニケーションを持つこ
とによって，福祉人の有り方は変わってくるので
はないだろうか。こうしたことが調査員の資質の
考察として，調査員であり鹿児島国際大学を卒業
した一人の OB であり，未熟な福祉人である筆者
が述べたいことである。

謝辞：

　本論は編集者である崎原先生の一言で書かせて
頂くことができました。訪問面接調査は対象者宅
に行けば調査員各自が各自のやり方で調査を行っ
ています。どんな方法で，どんなやりとりがあっ
たのか，それを話す機会は少ないのが現状です。
ただ，調査員誰もに共通していることは「汗」を
かいたことです。今回の調査は民生委員さんから
事前に承諾を頂いたお宅を回りましたが，厳しい
ことを言われることもありました。時には喜び，
時には壁にぶつかり，己との戦いでもありまし
た。しかし，調査に関わった誰もが文句一つ言わ
ず，汗をかき，ギリギリで頑張ってくださいまし
た。粗末な文章ですが，その「汗」を書く機会を
下さったことに感謝します。
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Ⅰ．はじめに

　本学社会福祉学会の目的の一つに，学生と教員
間の学問的交流の促進があり，社会福祉学科の教
育活動と相補的に進めている。例えば先輩や仲間
の色々な現場での体験を含む自分史の一端がうか
がえるエッセイを，本誌「ゆうかり」に掲載し，
授業や演習で活用してもらっている。
　他にも「投稿のお願い」欄で教員が推薦するレ
ポートを募集してきた。ここでは，社会福祉入門
Ⅱの課題・施設見学記録を取り上げたい。
　そこで，本課題の方法と背景から考えたい。
　まず，１年前期の社会福祉入門Ⅰに続く後期開
講の社会福祉入門Ⅱの開始前にまとめて提出する
レポートである。７月に事前説明会や学習日を設
けて調べ学習を行い，９月（夏季休業）中に施設
見学を行い，それを基に作成することになる。
　次に社会福祉入門Ⅰのテーマは，「援助者の語
りを通じて社会福祉の基礎を学ぶ」である。シラ
バスによれば，福祉とは何かについて，私たちの
生活の営みの中で援助者はどのように行為してい
るかを理解することから始める。社会福祉入門Ⅱ
のテーマは，「社会福祉現場のしくみと現状を知
る」である。７つの実践領域の分野論と現場の様
子を理解し，その後の専門科目やソーシャルワー
ク実習につなげることを狙いとした講義主体の科
目である。
　以下に２人のレポートを，約３ヶ月後に読み直
して感じた内容と共に紹介したい。まず，事前学
習や施設見学をどのように進め，その過程と結果
をどのようにレポートにまとめているかを参考に
して頂けるとありがたい。また２人の約３ヶ月後
の感想を読み，自分の書いたものを，時間を置い
て見直すことの意味も考えて頂けるとありがた
い。さらには，社会福祉入門Ⅰのシラバスからこ
とばをを借りれば，学生にとって「社会福祉教育
の道しるべとなり，モチベーションとなるもの，
エモーショナルな面からも，福祉に対する強い共

感を喚起するもの」「援助者としての自分の覚知」
の一端を考え直す機会にしていただけるとありが
たい（崎原）。

Ⅱ．飯伏琳

１．施設の特徴（事前学習）

名称：鹿児島市在宅介護支援センターひまわり園
種別：特別養護老人ホーム
所在地：鹿児島県鹿児島市犬迫町5407-2
設置主体：社会福祉法人	中江報徳園
施設の設置目的と特徴：
　基本理念である ｢知恩報徳｣ ＝ ｢人は恩の海に
住む｣ つまり，恩を知り，これに感謝して初めて
人としての価値が生まれるということを掲げ，高
齢者が明るく，豊かな生活が送られるよう，その
恩に感謝し，社会に貢献するために設置された。
　昭和43年４月，社会福祉法人	中江報徳園設立
に伴った，鹿児島県で初の特別養護老人ホームを
設立。利用者の方の人としての尊厳を重んじ，人
権を尊重し安全で豊かな生活の場を提供してい
る。在宅サービスのさらなる充実と発展に努め，
地域福祉の中核としての役割を果たし，職員の資
質向上のため，明るく，活力のある職場作りにつ
とめている。
　多様な施設・在宅サービスがあり，例をあげる
と特別養護老人ホームを始め，グループホーム，
ショートステイ，デイサービスセンター，ヘル
パーステーションなどがある。他にも委託事業に
も取り組んでおり訪問給食等を行っている。協力
病院も多数あり，利用者の方が急な病を患ったと
きに，適切な対応がとれるようになっている。周
囲は四季折々の植物が植えられ，季節を感じなが
ら健やかで住みやすい暮らしの提供を心掛けてい
る。

２．見学時に質問したいこと

１）（私は，高齢者福祉に興味があり，将来，そ

社会福祉入門Ⅱ・施設見学記録から

	 １年　飯伏　琳　浮田　瑞紀

レポート
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れ関係の仕事に就きたいと考えているのです
が）仕事をしている上でやりがいまたは大変だ
と思うことは何ですか？⇒ A．利用者さんに
感謝の気持ちを言ってもらえることがやりが
い。大変だと思うことは自分の自信がないと
き。しかし，それがモチベーションを高めるこ
とに繋がる。

２）要介護度はどのようにして決定されるので
しょうか？⇒ A．（自分で調べた結果）介護認
定申請をした後，訪問調査→主治医意見書→一
次判定→（コンピュータ判定）→二次判定（介
護認定審査会）の順に要介護度が決定される。

３）（最近，生存不明の高齢者の方が増加してい
る事件が続出していますが）高齢者の方の安否
確認のための制度ってあるのですか？

　⇒ A．（自分で調べた結果）ある。しかし，そ
のサービスを受けるためには申請が必要。

４）利用者の方やその身内の方々の相談・支援を
する生活相談員，生活支援員の方は一人当たり
何人くらいの方を担当するのですか？

　⇒ A．ひまわり園では，３対１か２対１を心
掛け，受け持っている。一日当たり５・６人が
各ユニットについている。

５）夜勤体制はどのようになっていますか？
⇒ A．看護師の方が各ユニットに計６名で夜
勤している。

３．施設見学の概要

見学日時：2010年９月21日（火）
見学内容：
１）特別養護老人ホームひまわり園の生活相談員

の方による施設・在宅サービス，委託事業の説
明。

２）①特別養護老人ホームひまわり園内見学（施
設案内，事業・行事の説明，他にサービス等の
詳細な説明。）②ショートステイ，介護支援セ
ンター，訪問入浴，デイサービス，活き生きセ
ンターの見学，詳細な説明。

３）利用者の方とのコミュニケーション（各グ
ループごとに分かれて）

４）質疑応答

４．事業内容

①特別養護老人ホーム（自宅介護が困難な方の施
設での介護。）

②グループホーム	サンひまわり（介護を必要と
する認知症の方とスタッフが共同生活をし，認
知症緩和介護を行う。）

③ショートステイ（一定期間の施設での介護。）
④デイサービスセンター（自宅住まいのお年寄り

の送迎，入浴・食事，リハビリテーション等の
サービス提供。）

⑤ヘルパーステーション（スタッフが自宅訪問
し，入浴・食事介助，洗濯を行う。）

⑥訪問入浴（施設で温泉浴を提供。）
⑦居宅介護支援事業所（介護に関する相談窓口。）
⑧活き生きセンターひまわり園（高齢者の寝たき

り予防教室開催等。）
⑨訪問給食（食事介助の必要な一人暮らしのお年

寄りに昼食を届ける。）

５．職員構成（職種／人数）

　・生活相談員（数名）・ケアマネジャー（数名）・
調理師（数名）・管理栄養士・介護福祉士／社会
福祉士（若い人が４・５名，他数名）・事務員（数
名）・医師（非常勤医師）⇒常勤医師（１名），非
常勤医師（１名）・看護師（９名）※夜勤１名

６．利用者（年齢／人数）

　特別養護老人ホームひまわり園（110名）
⇒ UNIT2（24名），UNIT3（38名），UNIT4（24
名），UNIT5（24名）。要介護度によって年齢は
それぞれ。※入所定員は110名だが，少人数での
おもてなしをモットーとしたユニットケアを実
施。
　グループホーム	サンひまわり（18名）⇒一階

（９名），二階（９名），活き生きセンターひまわ
り園（40名）→60歳以上の方が多い。ショートス
テイ（30名）→要介護度によって年齢はそれぞれ。
デイサービスセンターひまわり園（定員	75名）
→要介護度によって年齢はそれぞれ。⇒一日当た
りの利用者は40名程度。

７．感想

　今回，ひまわり園の利用者さんやスタッフの皆
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さんの貴重なお時間を頂いて見学をさせて頂い
た。学ぶことが多くあり，非常に貴重な体験をさ
せて頂いたと思う。感心することが多くあり，一
通り見学し共通して感じたことは，スタッフの皆
さんが利用者さんへの気遣いや心遣いを忘れず，
そして介護しすぎず，利用者さんの『自立』のサ
ポートに力を入れているということだ。利用者さ
んの使う洗面台やトイレ，ベッドといった毎日使
うものには手すりを付けたり，車いす目線の高さ
に設置するなど，多様な工夫が見られ，サービス
面でも，利用者さん一人ひとりに合わせたリハビ
リテーション（体力維持のため），一人で立つこ
とが困難な利用者さんには椅子に座ったまま入浴
できるリフト浴設備など，思いやり精神が染みじ
みと感じられた。そのサービス精神豊かなスタッ
フの皆さんに囲まれているせいか，利用者さんは
皆，自然な笑顔であふれていて私もずっとこの場
にいたいという衝動に駆られた。
　質疑応答の時間では，優しく朗らかな生活相談
員の方が丁寧な応答をして下さり，非常に興味深
い返答をして下さった。特に気になったのは，入
所待機者の増加である。生活相談員の方曰く，こ
のひまわり園にも約130名の方が利用したくても
できない人がいるという。都内では，一施設につ
き約500名の方々が入所できないというから驚き
である。今回，生活相談員の方のお話を聞き，考
えさせられたのは明らかだった。他にも，多くの
質問に答えて下さり，魅力的な返答が多くある
中，私の幼い質問にも答えて下さった。私が質問
したことは，仕事上のやりがいや大変に思うこと
についてであったが，その方曰く，やりがいは利
用者さんの笑顔や感謝の言葉であるという。ま
た，大変に思うことは，利用者さんへの対応に対
して自分の自信がないときだという。しかし，そ
の時の自信のなさが自らのモチベーションを高め
ることへと繋がるとおっしゃっていた。私がこの
返答を聞いて初めに思ったのは，やはりここのス
タッフの皆さんの温かく親切な対応があるのは，
この生活相談員の方のように前向きな心掛けがあ
るからだと思った。
　特別養護老人ホームを始めとするこのような介
護老人福祉施設は，共に生活していく場であるた
め安心で安全なサービスの提供は欠かしてはいけ

ないということを聞いたことがある。私は今回，
見学をさせて頂いて，改めて感じた。そして，今
後高齢者福祉を学ぼうと考えている私に改めて気
付かせてくれたと思う。私は，当たり前であるが，
まだまだ福祉に関する専門的な知識や技術もない
し，考え方も未熟であるため，今回スタッフの方
や利用者さんから学んだことを堅実に自分のもの
とし，役立たせていきたいと考えると共に，より
よい福祉づくりに貢献できるよう邁進し続けたい
と思う。

８．レポートを読み直して感じたこと

　レポートを一通り読み返し，初めは率直に嬉し
く思った。なぜなら，この後期の間で成長した自
分を感じることができたからだ。
　成長したと感じる点は大きく二つあり，一つ
は，専門的な福祉の用語や考え方，知識等が増え
たということである。レポートを読むにつれ，あ
の時このことを知っていれば，こういうことも書
けたのに！という思いであふれると共に，専門的
な知識の必要性を痛感した。
　二つ目は，先生方の講義を通し，様々な福祉に
対する熱い思いや揺らぐことのない信念・志にふ
れ，自分の福祉に対する思いや情熱に気付くこと
ができたということである。気付けたことで，自
身のハートそのものが強く，大きくなった気がし
た。そして，私が福祉への思いがより一層増した
と思う。
　しかし，このレポートを何度も読み返すうちに
以前より劣った自分も見えてきた。以前より劣っ
たもの，それは多方面から物事を考えることがで
きなくなったということである。福祉を学べば学
ぶほど，偏ったものの考え方つまり，福祉の教科
書通りのものの考え方をする傾向にある自分に気
が付いたのだ。レポートでは，その以前の考え方
のできる自分すなわち，福祉を受ける側の目線で
も考えることができていたと思う。私たちのよう
な福祉を専攻する者，福祉を提供する側の人間は
偏ったものの見方でその状況，心境，考え方等を
判断してはいけないということを前期，後期を通
して学んできた。やはり，私もその通りだと思う
し私が福祉を受ける立場であったら不愉快に感じ
ると思う。（一人ひとりは違う存在であるため，
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一人ひとり違う物事の捉え方，考え方があり，そ
のため意思や悩みなどもそれぞれ異なるから）自
分が嫌だと感じることはしない，よって，今後も
ステップアップしていくために課題としていきた
い。
　今回，この感想文を書く機会を頂き，初めは何
を書いたらよいのか正直戸惑ったが，今は本当に
よかったと思う。私の褒めてやりたいところ，努
力すべきところを再確認することで，具体的な自
分を高めていく目標を持つことができた。私は，
この学校で学べるものはすべて学んでいくと共
に，気になるものはとことん調べ，日々精進して
いきたいと強く思った。

Ⅲ．浮田瑞紀

１．施設の特徴（事前学習）

名　　称：社会福祉法人　愛真会　三州原学園
種　　別：児童養護施設
所 在 地：鹿児島市吉野町10749-1
設置主体：社会福祉法人　愛真会
施設の設置目的と特徴
児童養護施設とは？
　児童養護施設とは，児童福祉法に規定された福
祉施設。親の死亡，行方不明，長期の入院，拘禁，
離婚，経済的な理由，虐待，養育能力の欠如など，
さまざまな理由で親と暮らすことができない児童
を入所させて養護し，あわせて退所した者に対す
る相談，その他自立のための援助を行うことを目
的とする施設。
　入所者の年齢は原則として１歳以上18歳未満で
あるが，特別の理由により１歳に満たない乳児や
18歳以上20歳未満の入所者もいる。平成21年度８
月現在，鹿児島県内には14の児童養護施設があ
り，すべて社会福祉法人により運営されている。

　入所者の教育は，個々の自立目標に合わせた支
援計画をもとに，児童指導員・保育士などの専門
職が行っている。この他，事務職員・調理師・栄
養士・心理療法担当職員・職業指導員・運営管理
者として施設全体に責任を持つ施設長が入所者の
生活を支えている。（施設によって配置されてい
ない職員もいる。）
　また，女性の社会進出や少子化問題に対応する
ため，地域の子供を見守り育てていこうという流
れのなか，地域における子育て専門機関として児
童養護施設の役割がクローズアップされている。
　地域の子供を，親が病気などの理由により一時
的に預かる子育て支援短期利用事業（ショートス
テイ・トワイライトステイ）や，引きこもり・不
登校児童に対する援助，児童館の運営など子供の
健全育成をはかる取り組み，さらに児童家庭支援
センターを設置して，子育てに関する様々な不安
や疑問を抱える家族への相談・援助などを実施し
ている。
　今，社会的に児童虐待への対応が大きな課題と
なっている。児童養護施設では，地域の子育て相
談などを通した児童虐待の発見・予防から，虐待
を受け施設に入所してきた子供の心を癒し，家庭
復帰を目指した環境の調整・自立に向けた援助か
らアフターケアまでトータルに児童虐待問題に取
り組んでいる。

社会福祉法人とは？
　社会福祉事業を行うことを目的として，社会福
祉法の定めるところにより設立された社会福祉法
第22条（※）で定義される法人をいう。障害者や，
高齢者などを対象にした各種施設や保育園，さら
には，病院や診療所などの医療機関の運営主体と
なる。また，介護福祉士や保育士を養成する専修
学校を運営している法人も存在し，同一法人内の
福祉施設との連携を特徴としていることがある。
※社会福祉法第22条…この法律において「社会福

祉法人」とは，社会福祉事業を行うことを目的
としてこの法律の定めるところにより設立され
た法人を言う。

２．見学時に質問したいこと

１）児童養護施設を退所した後も相談を受けるそ
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うですがどのような問題があり，どのように解
決しているのですか？⇒Ａ．退所した人たちで

「三州会」を立ち上げ，施設だけでなく仲間内
でも相談できる環境がある。問題として仕事の
ことや，自分が施設出身であることを周囲に言
うべきか否か，など。

２）現在話題になっている幼稚園の待機児童のよ
うに児童養護施設にも待機児童がいらっしゃい
ますか？⇒Ａ．現在，三州原学園では定員50名
中41名が入所しているのでいない。

　しかし，相談件数が300件あるということは潜
在的にあると推測できる。

３）何故，児童養護施設では門限が厳しいのです
か？⇒ A．集団生活の場であるので１人だけ
特別は許されることではないし，自分のするべ
きことをしなければそもそも生活がなりたたな
いから。門限に関しては高校生は自己申告すれ
ば考慮している。

４）入所者と関わる時に特に気をつけていること
はどんなことですか？⇒ A．とにかく公平に
すること。場合によっては意図的にひいきにす
ることもある。逆に入所者が職員をひいきにす
ることもある。

５）三州原学園の入所者に障害をもっている入所
者はいますか？⇒ A．身体障害者はいないが，
知的障害者は数名いる。特別支援学校に通った
り，なかよし学級に通ったりと様々。接し方は
特別変わらない。療育センターや心療内科，児
童相談所のワーカーと連携してみている。

３．施設見学の概要

見学日時：2010年９月21日（火）
見学内容：①施設見学
　　　　　②質疑応答

４．事業内容：

１）分園型自活訓練事業→退所前に一定期間に自
立のための個別指導を行う。

２）小規模グループケア→少人数のグループに分
かれ，より家庭に近いスタイルで生活をする

３）短期入所生活援助事業（ショートステイ）→
保護者の疾病などの理由により養育を行うこと
が一時的に困難になった児童及び夫の暴力に緊

急一時的に保護を必要とする母子が対象。
４）夜間養護事業（トワイライトステイ）→保護

者が仕事の都合により，平日の夜間または休日
に不在となり過程において養育することが困難
になった児童が対象。

５．職員構成：

　園長，指導員，保育士，心理士，栄養士，調理
士
６．利用者（年齢／人数）：

　幼児９名，小学生15名，中学生９名，高校生９
名の計41名

７．感想

　三州原学園では41名の子どもが入所している。
全ての入所者が虐待をされていたわけではなく，
入院や離婚，養育困難など様々な理由で入所して
いる。学園では「施設の子ども」という偏見を周
囲から持たれないように子ども会に入るなどして
地域と積極的に関わろうとしているそうだ。ま
た，学園だけでは限界がすぐにきてしまうので，
療育センターや心療内科，児童相談所のワーカー
と連携しているという話を聞いて，私も含めて外
部の人・周囲の人が理解し，協力しなければいけ
ないんだなと思った。私たちがいつまでも偏見の
目を持っているということは傷ついた入所者の心
を更に傷つけることなのだなと思った。
　質疑応答のとき，施設長がおっしゃっていたの
だが，虐待が主訴で入所すると殆ど親元へ戻るこ
とができないのだそうだ。虐待を受けた子どもは
児童養護施設でケアを受けることができるが，虐
待をした親には何のケアもないので，根本的な問
題がずっと残ったままになってしまう。親も子ど
もも両方ケアして親子の関係を再構築するのが一
番の理想ではあるが，それを現実にするには人手
が足りない。地域の民生委員や保健所が窓口とし
て設けてあるものの，知らない人が多く，窓口と
して機能していない。そして結局親へのアプロー
チが宙づりになってしまい，子どもが親元に戻れ
なくなってしまうという問題があるそうだ。この
話が一番心に残った。
　入所者は18歳になったら退所するが，それで児
童養護施設の役割が終わりではなく，寧ろ退所後
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から本当の問題だそうだ。入所時も退所後も相談
されることは職員としての仕事ではなく，熱意な
のだそうだ。だから勤務時間外になってしまうこ
とも多い。それでも人手が不足しているので子ど
も一人一人と向き合う時間を十分にとることがで
きないのが問題なのだそうだ。確かに一人の職員
で８～10人の子どもを見なければならないとなる
と相当大変なのが想像できる。本来ならばその相
談に乗ってあげるのは親である。改めて両親がい
ることに感謝したいと思った。
　今回，初めて児童養護施設を訪問，見学させて
頂いて，私自身知らなかったことが多かったと
思った。施設の存在や目的が社会的に認知，理解
されておらず，いまだに偏見の目で見られてしま
いがち，ということが今回の見学でわかった。「子
ども手当」をはじめとする民主党の政策が入所者
にどれだけ影響を与えるのか，親の在，不在で入
所者の間で大きく差が出てきてしまう問題がある
のだ，という貴重なお話を聞かせてくださって，
児童養護施設に入所してそれで全てが解決するわ
けでもないし，施設内でもなにかと問題があるこ
とから複雑だな，と思った。

８．レポートを読み直して感じたこと

　自分の書いたレポートを読み直して感じたこ
と，それは本当に自分が書いたのか，ということ
です。事前学習や質問事項，感想など自分で調べ
たことや自分の考えを述べる欄を嫌というほど書
き込みました。私が見学したのは児童養護施設な
のですが，調べていくにつれてもっと知りたいと
思うようになりました。だから事前学習の欄が膨
大な量になったのかなと思います。しかし，逆に
細かい字で書き込みすぎたため事前学習の「施設
の設置目的と特徴」の欄が読みづらくなってしま
いました。また，感想もだらだらと書いてしまっ
て，よくわからない内容になったと思いました。
　この施設見学は自分がこれまで知らなかったこ
とを知ることができるいいチャンスだったと改め
て思いました。
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１．はじめに

　資格の意味を調べた。広辞苑（第５版）では「身
分や地位。立場。また，そのために必要とされる
条件」と記載されている。現代社会は資格社会で
ある。資格を持つことにより就職先が広がり，専
門性を発揮できる。福祉に興味を持って入学され
た皆様には，資格取得を目指し充実した学生生活
を目指して欲しい。
　社会福祉学科には，介護福祉コースというコー
スがある。名前の通り介護福祉士受験資格を取得
するコースであるが，ここで間違えないで欲しい
ことがある。それは介護福祉士国家試験受験資格
だけを取得するのではなく，『社会福祉士国家試
験受験資格』と『介護福祉士国家試験受験資格』
の両方の受験資格を取得することができるという
ことだ。
	介護福祉コースを専攻するには１年次（入学式
後のオリエンテーション期間（約３～４日間））
に意思決定しなければならない。少し酷ではある
が，専攻した場合将来絶対に役立つことになる。

２．大学で取得する介護福祉士の魅力

　介護福祉とは，日常生活を営むのに何らかの障
害がありそれを援助，介助するものである。ただ，
介助する技術だけなら誰でもできる。そこに専門
性は少ない。技術だけができれば介護ができると
いうのはもう古い考えだ。では逆に介護技術以外
に何を学ぶのか。それは４年大学の介護福祉コー
スで学んで欲しい。
　また，介護福祉士国家試験受験資格は専門学校
で取得できるのではという疑問があるかもしれな
い。専門学校に比べ大学では，社会福祉士を基盤
とした専門的な幅広い知識に加え，より質の高い
介護福祉士の専門性，介護福祉士を指導できる介
護福祉士の育成等がある。筆者も介護福祉コース

を専攻したが，選んだ路は間違いではないと自信
を持っていえる。また，国家試験に合格し卒業と
同時に介護福祉士と社会福祉士の両資格を取得で
きれば，福祉関係に就職した場合，職場でのス
テップアップ・スキルアップに繋がり有利である。
　大学に来る福祉関係求人情報を見ると，約1/2
以上は介護福祉士の求人で，全職業と比べても有
効求人倍率は３倍以上である。何故こんなに介護
福祉士の求人が多いのか。それは社会福祉士とし
て就職しても，まずは介護現場から始まり，介護
現場を理解していない相談職では仕事上うまく物
事を運べず仕事上のトラブルにつながることも多
いようだ。また，福祉現場で求められている人材
は，社会福祉を学んだ介護福祉士，介護福祉を学
んだ社会福祉士である。そのため，ひとつの資格
だけではなく２つ３つの資格を取得していること
が求められている。すなわち，介護福祉コースで
は２つの国家試験受験資格を取得でき，その他に
も公的・民間資格も取得できるステップアップや
キャリアアップに満ちたコースなのだ。

３．介護福祉コースの特徴

　介護福祉コースの特徴は，教員の熱意と指導
力，サポート体制の充実である。また，少人数制

（１学年30名定員）での授業を受けることも多く，
絆の深い人間関係を構築できることも特徴のひと
つである。１年生～４年生まで交流できるイベン
ト（新入生歓迎コンパ，スポーツ大会，卒業コン
パ，国家試験応援食事会等）や，同窓会も開催さ
れており上級生との交友関係も築きやすい。その
ため経験や知識，思考能力を吸収できる自分自身
の成長の場であるのも特徴である。
　大学の授業時間は１コマ90分間であり高校の授
業と比べ長い。私自身，基本的に眠たくなること
が多かったが，介護福祉養成科目の授業では実技

大学生活での資格取得－介護福祉コースの魅力

	 鹿児島国際大学実習センター

	 中　井　康　貴
	 2006（平成18）年３月卒業

実習センターから
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の授業も多いため一方的に講義を聴かされ眠たく
なることも少なかった。利用者の援助計画を立て
る授業（介護過程），毎日を楽しく過せるように
するための技術にかかわる授業（レクリエーショ
ン），特に生活援助技術Ⅳ（調理・栄養実習）では，
調理実習を行うので楽しく美味しく学ぶことがで
きる。
　例えば，ある人物が『「お母さん，お母さん」
と大きな声を出して叫び，床で泣いている。』あ
なたはどのような人を想像し，どんな背景が存在
すると思いますか。一つは，子どもが迷子になり
母親の助けを呼んでいるのではないかと想像でき
る。次に高齢者の方が認知症の症状で叫んでいる
のではないのかとも想像できる。他にも想像でき
るが物事を１つの方向から考えるのではなく，あ
らゆる角度（360度）の視点から考え柔軟な頭を
養い，支援に活かす授業もある。
　メインイベントの介護実習については筆者の体
験から少し紹介したい。実習では学校で学ぶこと
のできない，利用者様との接し方，社会性，柔軟
な考え方，専門性等，たくさんのことを学べ，た
くさんの体験できた事は何よりも新鮮であった。
　しかし，新鮮であったからこそ，学校で学んだ
理想と現実のギャップの差に悩む事は絶えなかっ
た。また，精神的に追いつめられた時もあった。
そんな時，週に２回天使がやってきた。それは，
巡回指導で教職員が実習施設に来る時だった。実
習の現状報告や悩みを打ち明け，悩んでいる気持
ちを受けとめていただき，勇気づけられる熱い言
葉の指導が入り，前向きに物事を考えられるよう
になった。悩む事は決して無駄ではなく，悩むか
ら成長できるのだと確信できた。今の私には何が
足りないかを気づかせてくれる指導であり，教職
員の存在は心の支えだった。学生一人につき30分
程度の巡回指導はあっという間に終わるのだが，

「先生 !! まだ帰らないでください。もう少しい
て ! ！」と実習に戻りたくない時や少しさぼりた
い時，何度も何度も心の中で叫ぶことも多かっ
た。しかし天使は他にもいた。それは利用者であ
る。自分が苦しい時に「ありがとう。大丈夫やっ
たか？」と一言。何気ない言葉であるがこの言葉
に本当に助けられることが多く，心がスゥーと軽
くなり私にとっての癒しと励ましの言葉だった。

　実習が終わると，実習を終えた時の達成感，な
んとも言えない充実感，成長でき，考え方が変わ
る瞬間であった。実習を全て乗り越えた時には，
最初と明らかに物事の考え方や捉え方，視野等が
大きく違っていた。実習は現場を学ぶ場所である
が，自分探しにもなる授業だった。

４．おわりに

　私は本学の介護福祉コースを専攻し卒業した。
卒業後は高齢者福祉施設に介護福祉士として従事
した後，現在は本学の実習センターに勤務してい
るが，社会人として大いに活かすことができたの
は大学で得た経験・知識・資格である。
　学生時代に役立った経験もある。スノーボード
で両手を骨折したことがあった。両手骨折の生活
は非常にきつかった。手術後，左手はギブス，右
手は創外固定で，右手は何とか動かせる状況だっ
た。しかし，食事やお風呂，着替えなど誰かの手
を借りないと何もできないのである。こんな時，
大学で学んだ事が生きた。食事では箸やスプーン
を持ちやすいよう工夫し自助具を作った。着替え
では着患脱健※１（ギブスの方を患側として）が
役に立った。そのほかにもいろいろ役に立つこと
があった。骨折しろとまでは言わないが，何事も
経験だと改めて思った。
　再度，介護福祉コースを専攻するには，１年次

（入学オリエンテーション期間（約３～４日間））
に決めなければならない。これは大学生生活を送
る上で大変重要な選択になることは間違いない。
また，短時間で意思決定することは少し酷であ
る。しかし，介護福祉コースを専攻しなかった３
～４年生から専攻していた方が良かったと聞くこ
とも大変多く，他の学生より多く学習でき，より
多くの出会いがあり，２つの資格につながる。就
職に有利だということは確実である。
私が学生時代を振り返り言えることは，「何もし
ないで後悔するぐらいならアクションを起こして
後悔する」である。そして視野を広げてほしい。
自分探しの旅に思い切って介護福祉コースを専攻
してみてもよいのでは ･･･

※１　着患脱健…服を着る時は患側（動かない方）から，脱ぐ

時は健側（動く方）からという介護に関する知識
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１．研修が始まり，仕事を続けている今も

　１月31日試験当日。今まで使っていた参考書，
ノートをお守り代わりとして持って行った。正
直，落ちる気はしなかった。しかし，試験終了後
に自己採点すると経営論（福祉サービスの組織と
経営）が１点しか取れてなくてショックだった。
もし，記入ミスで０点だったらどうしよう…と初
めて落ちる気がした。
　研修期間として３月から働いた。バイト代並み
の給料は頂いた。就労移行支援事業，就労支援継
続Ｂ型事業，生活介護事業の３事業を２週間おき
に回り，各事業でのレポートも書いた。１ヵ月の
研修を終え，就労移行の生活支援員として配属さ
れた。
　研修も２週間過ぎた３月15日合格発表日。何と
か合格していた。ホッとした。仕事が始まり，何
か分からないことがあると，「ほら，福祉士！ど
ういうことかな！」と訊かれた。当たり前のこと
だが，資格を取っても，それでゴールというわけ
ではない。ホッとしていたのは束の間，また新し
いことが色々と始まった。
　そしてそれは，仕事を続けている今も同じであ
る。改めて，こんなふうにして，これまで，そし
てこれからと続いていくんだなと思った。なんだ
か，生意気とか，ポヤーンとし過ぎといわれそう
である。

２．３年の後期はどんなことを思っていたか ?

　そういう私は，やはり就職活動を始める時期，
どんな仕事をしたいのか分からなかった。資格は

欲しかったけど，別に福祉の仕事がしたい～って
いうわけでもなかった。でも，もし資格が取れた
ら少しは福祉に携わりたいかな一って暖昧な感じ
で，まあどうにかなるかなって思いながら，働き
たくない気持ちもあり…でも，そうもいかない気
持ちもあり…。
　３年の12月からいろんなガイダンスに行ったけ
ど，やっぱり何がしたいのか分からなくて，会社
説明会に行ってこの会社に入って働くのかという
イメージも最初だけで…次第にやっぱり違うかも
しれない，自分は一体何がしたいんだろうって
思っていて…。

３．４年の10月頃

　４年の10月頃，掲示板を見ていたら今の施設が
求人募集していて，見学だけ行ってみようと思っ
て見学に行った。見学に行ったら，知的・精神障
害の人たちが箱折作業をしていて元気よく挨拶し
てくれた。その光景を見て，知的・精神障害の方
たちが働いている姿に驚いた帰り際，一人の女性
が「先生（私のこと）は，ここに来るの？」と尋
ねて来て，「分かりません。」って答えたら，「あら，
残念。来ればいいのに。」って笑顔で言われた。（今
考えれば，この女性はこの時，躁状態だったのか
もしれない。）その後，一応，面接だけでも受け
てみようって思って受けた。正直なところ，他に
働く当てがなかったら困るし，練習のつもりもあ
り面接を受けた。
　でも，採用通知が来た時はホッとしたのと同時
に，ここで働くなんて想像出来ない気持ちで不安

これまで，そしてこれから

	 社会福祉法人　日置福祉会

	 障害者支援センター　うめの里

	 森　山　友　美
	 2010（平成22）年３月卒業

合格体験記

［第５回］
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だった。だから，提出期限ギリギリまで返答しな
かったけど，最後はあの女性が言った言葉が頭に
残っていて，そんな風に言ってくれた人がいるし

（そんな風に思っていたのは自分だけかもしれな
いけど）…って思った部分もあった。

４．試験勉強

　あんまり，勉強したなー ! ! ! って記憶はない。
確かにノートには色々と書いて…資料をまとめて
…参考書を見て勉強したけど必死にしたわけでは
なかったような気がする。家では勉強したくな
かったし，休みの日も遊びたかったし，だから平
日に大学の図書館か自習室でしか勉強しなかっ
た。（でも，卒論は10月に終わらず…２月までか
かってしまい先生ごめんなさい。）図書館でも，
すぐ腹が減っては外のベンチに行き，パンやお菓
子を食べながら音楽を聴きながら参考書をパラパ
ラめくっていた方が多かった。今思えば，ダラダ
ラとでもとにかく続けていたなと感じている。
　本格的な勉強のきっかけは最初にあった学内過
去問変形模試である。低い点数を取って，やる気
がなくなってしまわないように，自分なりにやる
気を起こす為にも試験前日に昨年の試験間題を解
いた。何も分からず答えの文章だけ覚えていき試
験に臨んだ結果は80点ぐらいで校内10位以内に入
ることが出来たが，それは前日に覚えていったか
らであって，何もしなければ絶対もっと低い点数
をとっていたと思う。その時，自分の中で決めた
ことは，次の模試では今回の点数より下を取らな
いこと。少しの点数の上がりでも良かった♪と思
えるようにしようと思った。（後々，それは実現
できた。点数は下がることなく，モチベーション
を高めていけた。）
　こんな感じで勉強は始まった。繰り返すことに
なるが，ダラダラとだから続けることができたの
かもしれない。参考書は２回通り，あとは模試の
復習を必ずやった。解説を見て分からないことや

「ほほっ～」って思ったことをノートにまとめた。
ノートは単元ごとに分け，初めは丁寧にまとめて
いたが途中から面倒になり，単元ごとに分けた箇
所に適当に関心があるものを書いていった。自分
が書いたものだから，読み返しても「これはあの
ことに繋げて書いたものだ」とか「これはあれに

も関連していることだった」とかすぐに分かっ
た。
　勉強は好きではないが，自分が働いた時の雇用
保険はこういう風になっている，歳をとった時は
この制度を利用すればいい，子どもを育てる時に
困ったらここに相談しよう，今この人はこういう
思考でこんな行動になっているではないだろうか
･･･ などと想像して，社会保障論，老人福祉論，
発達心理学を見ていくと面白さもあった。また興
味本位かもしれないが日本の制度的なことを知り
たかった。こんな楽しさもあり勉強する中で，大
学に行かせてもらった以上は受からないと親に申
し訳ないというプレッシャーもかなり持ちながら
勉強していた。でも，自分なら大丈夫 ! ! ! と何故
か落ちる気はしなかった。
　勉強したなー ! ! ! っていう気持ちも，やばい全
然頭に入ってこない…っていう気持ちもなかった
が落ちる気はしなかった。だってなかなか集中は
できずに，音楽を聞いたり，菓子を食ったり，ペ
ラペラめくったりだったりの方が多かったから。
それでもダラダラと続けていた。今思えば楽しん
でしていたかもしれない。

５．４月以降，そして今

　社会福祉士試験に受かり，現在は就労移行支援
事業の生活支援員をしている。社会人になったば
かりなのに，利用者に挨拶指導や働いてお金を得
るということを伝えていることに，不安になるこ
とがあり ･･･。こんな私が教えていいのか，上手
く伝わっているのか ･･･。４月の最初は，利用者
に受け入れてもらうことに精一杯で「優しく，優
しく」接していた。でも，障害者が一般就労を目
指すためには，もちろん受容は大事なことである
が，出来ることは自分で行う，改善できることは
改善することの必要性を学んだ。今は，４月の時
とは接し方も変わったと思う。
　社会福祉士としては，まだ全然役に立っていな
いかもしれないが，大学で学んだ障害のことや生
活に絡むことでは仕事の中で関わることがある。
不安になったり，グジグジすることは一杯あるけ
ど，どうにかなるかもなあ…と思いながら今も頑
張っている？と思う。
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１．はじめに

　今回，「ゆうかり」に書くように誘いを受けて
正直自分なんかでよいのだろうかと思いました。
しかし，自分が学生現役の頃に先輩方が書いた合
格体験記を読んで，とても励まされたので，今度
は私が少しでも後輩の皆さんの役に立てればと思
い，書くことにしました。
　私は，平成21年４月から鹿児島市にある特別養
護老人ホーム清渓園で介護士として働いていま
す。大学生活４年間を振り返りながら，合格まで
の道のりを書いていこうと思います。

２．現在の私

　社会人２年目がスタートし，現在私は特養から
デイサービスに部署が移り日々奮闘しています。
デイサービスは特養とはまた違った楽しさがあ
り，利用者は，軽度から重度，認知症がある方
様々です。利用者とたくさん話をしたり，レク
レーションやアクティビティを通しコミュニケー
ションをとっています。日々の利用者の変化やデ
イサービスの変化があり，職員の方からもご指導
していただいています。
　日々利用者と生活をする上で，楽しいこともあ
れば，「もう！！」と腹を立ててしまうこともあ
ります。そんな感情的になった時には一呼吸置
き，「何か原因があるはずだ」「この人にはうまく
伝えられない思いや背景があるはずだ」と感情的
になる自分に対し一息入れて考えてみます。この
ように様々な観点から物事を冷静に考えることが
出来るようになったのは，大学で勉強したことや
現場で経験したからだと思っています。ここに来
られている方たちは人生の大先輩であり，皆さん
様々な理由で来られています。
　医学的に認知症があったとしても，感情面は残
ります。その中で利用者の人生の貴重な一部に関

わることが出来てとても感謝しています。一日の
中で起こったことは忘れたとしても「今日はなん
だか良い一日だったな～」と利用者の気持ちのな
かで残ってもらえれば幸いだと思っています。利
用者の人生の一瞬，一瞬に関わることが喜びとな
り，ありがたいことだな～と感じています。
　これからも利用者とコミュニケーションを図
り，良い援助方法を手探りで見つけていきたいと
思っています。

３．きっかけ

　そのような私がなぜ国際大学社会福祉学科に
入ったかというと，実際のところなんとなくで
す。親父がしている自営の建設会社は，俺にはあ
んな大変な仕事は出来ないし，母親は病院で看護
師をしています。進学するか，就職するか悩んで
いたところ，母親から「これからは，医療福祉の
時代だからそっち関係に進んでみたら？」と言わ
れました。とりあえずパンフレットを色々と漁る
と，国際大学に社会福祉学科があり，実家から歩
いて５分と近いからいいか，そんな感じで入学し
ました。

４．大学生活を振り返って…

　とにかく遊びました！！同時に今までの学校生
活とは違い，大学はなんでも自己責任なんだと思
いました。単位を取れなかったら卒業できない
し，でも遊びたいし…。しかし，月日が経つにつ
れ楽しいことばかりで入学当事のプレッシャーは
いつの間にか忘れていました。
　だんだん友達とも仲良くなり，会うのが楽しみ
で講義が入っている日は毎日通いました。学校が
終わればバイトに行き，その後は呑みに行きそん
な繰り返しだったことを覚えています。夏は毎年
キャンプ，冬はスキーをしに旅行へ行きバイト代

テス！－数え切れない苦しいことの中で見つける楽しみ！

	 社会福祉法人　恵心会　特別養護老人ホーム　清渓園

	 　橋　元　龍　司
	 2009（平成21）年３月卒業

合格体験記
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はほとんど遊びのためにあるようなものでした。
　私は，小学校の時から唯一必死に取り組めるも
のが野球だったので，休日は趣味として友達に付
き合ってもらい野球をよくしたのも覚えていま
す。
　テスト前になれば，頭に単位という二文字がよ
みがえり，こりゃ逃げられないな…。現実に引き
戻されて，とにかく単位だけは取ろうと思いテス
ト前は必死に勉強をしました。３年次には社会福
祉現場実習もあり様々なことを学び，そんなこん
なで，なんとか受験資格と卒業に必要な単位を無
事に取ることが出来ました。

５．4年になり就職活動と受験勉強に向けて…

　とうとうこの年を迎えることになりました。就
活の時期でもあり多忙でした。実際，四年生を迎
えたものの一般企業に進むか，専門職に進むか大
分悩みました。最終的な判断は，せっかく社会福
祉学科に入ったのだから福祉関係に就職しようと
決め，知人の紹介で今の職場を面接することにな
り，無事に内定をもらうことができました。
　今度は国家試験という大きな山が立ちはだかっ
ていました。昔から大の勉強嫌いで，成績も悪く
野球しかしてこなかった私にとって大きな試練で
した。高校受験も失敗しているし，またあの悪夢
がよみがえってきて，国家試験なんて本当に受か
るのだろうかと不安でいっぱいでした。

６．受験勉強を始めてみると

　四年生にもなると周りかちらほらと「勉強して
る？進んでる？」などと聞こえてくるようになり
ました。人によっては三年生の内から社会福祉対
策講座を四年生に混じって受けている人もいて，
かなりのストレスになっていました。人それぞれ
勉強を始める時期は違いますが，私は九月の後半
から始めることにして夏休みはひたすら遊びまし
た。人は人，どうせ勉強で今までみたいに遊ぶこ
とが出来なくなるんだし，持続力が無い私にとっ
てこれがベストなんだと信じ開き直りました。
　勉強を始めてみると，とにかく地獄でした。
元々勉強嫌いで，頭は悪い，要領の悪さは天下一
品，したがって勉強の仕方が分からなくてスター
トできませんでした。先生方に勉強の仕方を聞い

たり，友達はどんな仕方をしているのか聞いて回
り，みんながスムーズに進んでいるのをみて羨ま
しく思い，それがまたストレスとなって，「やば
い，胃が痛い，俺はどうしたらいいんだろう」と
そんなことばかり考えていました。しかし，そん
な状況も日が経つにつれて胃が痛いのも忘れるよ
うになりました。
　最終的にたどり着いた勉強の仕方が，とにかく
過去問５年分を３回，模擬試験２回分を何回もひ
たすら読むことでした。まず１回目は，一通り問
題文と解説を軽く流す程度でどんな問題が出題さ
れているのか見当をつけるために，流し読みをし
ました。２回目では，問題文と解説の意味をよく
考えながら，問題文の間違っているところを自分
なりに解説を見ながら正しい文章に直し，正しい
文章はそのまま覚えるというものでした。５年分
でも３回目にもなると自然と，「この間題見た覚
えがあるな～」といった感じになり，２回目とほ
ぼ同様に意味を理解しながら，自分が正しく直し
た文章と，元々正しい文章をひたすら意味を理解
し覚えることでした。模擬試験も同様です。
　一見無謀なやり方に見えますが，読解力の無い
私にとってベストなやり方だと信じてました。高
校や大学の定期試験はほぼ限られた範囲から出題
されますが，国家試験は重箱の隅をつつくような
問題や基本的なことまで幅広く出題されるので暗
記だけでは通用しないと思い，広く浅くを心掛け
問題文と解説を理解し，間違っているところはな
んで間違っているのかも考え，意味を理解するよ
うにしました。問題の基本をまずしっかり押さ
え，そこから，こんなひねくった問題が出題され
るのではないかと予想を立てながら問題と向き
合っていました。人によっては基本さえ押さえと
けば大丈夫でしょという人もいましたが，私は少
しでも気持ちに余裕がほしかったので，出そうに
ない問題まで想定しました。
　１日中机に座り続けるのは想像以上につらく，
でも野球をしている頃の100m 坂道ダッシュより
はまだいいだろうと，あの時の方のよっぽど辛
かったと自分に言い聞かせながら，野球時代の苦
しみが糧となり自分を奮いたたせていました。
　夏休み明けの第１回目の学内模擬試験をそんな
こんなで迎え結果は69点でした。社養協の模擬試
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験は69点でした。正直かなりへこんでその日は何
も勉強する気になれませんでした。「今まで勉強
してきた意味あんの？どんだけ勉強しろって言う
の？」とまで考え，何度も諦めそうになりました。
しかし，ここで諦めたら今までしてきたのが無駄
になる，１度決めたことは最後までやり抜き通
す，それだけの思いで取り組みました。２回目の
中央法規の模擬擬試験結果は84点で基準には届か
なかったものの，何とか合格圏内にまでもってい
くことができました。まったく余裕が無かったで
すが，毎年大晦日は霧島の神杜に初詣に行ってい
るので，息抜きがてらにお参りに行きました。と
にかく合格することだけを願いました。

７．国家試験

　自分が出来ることはすべてやったので，改めて
神社に合格祈願に行ったり，お墓参りにも行きま
した。試験日は雪が降っていて，「明日は早めに
出ないとな～，本当に受かるかな ･･･」とか色々
考えていると全く眠れませんでした。
　試験当日を迎え用紙が来るまでの間，今まで辛
かったこと，友達と励ましあったこと，先生方か
ら色々とアドバイスをもらったことが走馬灯のよ
うによみがえってきました。とにかく試験が終わ
るまで気は絶対に抜けない，最後までやりきる，
それだけを考え望みましたが用紙が届き，いざス
タート！のはずでしたが，今までの出題様式で
は，○×の四択問題のため，消去法で解けたのに，
今回の出題では正しいのを選べとか，誤っている
のを選べというやり方に変わり消去法が通用しま
せんでした。また勉強したような問題がほとんど
なく，初めてみるような問題ばかりで悪戦苦闘し
ました。とにかく試験中苦笑いしたのを覚えてい
ます。
　午前が終わり，周りで「あの問題簡単だった
ねー，あそこ難しかったねー」などと聞こえてき
ても，私には分からな過ぎて，何がなんだか分か
りませんでした。速攻でご飯を食べ，参考書とに
らめっこ。忘れていたこともたくさんあり，読ん
だことで逆に不安を煽る形になり，逆効果 ････。
そんな気持ちを引きずったまま，残すは午後のみ
なので気持ちを切り替えて，とにかく楽しく解こ
う。午後では自分が勉強したような問題がたくさ

ん出ていて援助技術の事例も割と易しかったの
で，午前で泣かされた分，手ごたえを感じました。
　午後が終わった瞬間，結果うんぬんより開放感
で満ち溢れ，とにかく呑みに行きました。翌日友
達から「自己採点した ･･･」と連絡がきましたが，
勉強を始めた時から自己採点はしないと決めてい
たのでしませんでした。内心ドキドキでしたが。

８．合格発表

　いざ合格発表当日，パソコンの前で時間が来る
までウロウロしていました。試験に全く手ごたえ
がなかったが，もしかしたら受かっているんじゃ
ないか，そんな期待を込めて待っていました。時
間がきてパソコンを開いたはいいものの，なかな
か見れませんでした。腹をくくりいざボタンをク
リック，，，。なーーーーーーい。。。何度探しても
自分の番号はどこにもありませんでした。悔しく
て涙が出るものだと思っていましたが，全然出ま
せんでした。なんとなく試験を受けた時に覚悟を
していたので。
　実際のところ一時かなりへこみましたが，自分
の中で諦めるということは全く考えず，気持ちは
すでに来年へと向かっていました。「たかが一回
落ちたぐらいで，世の中何回も落ちてる人いるん
だし，あれだけ勉強頑張ったんだから，またでき
るさ～」と胸に秘めて。お世話になった方々には
不合格の報告をしました。励まされ，いろんな慰
めの言葉をもらいました。こんなにいろんな人に
応援してもらっていたんだから，来年こそはお世
話になった人たちに合格の報告をしてやると！！

９．社会人スタート

　４月の入社式の日には，上司に不合格の報告を
し，「また仕事に慣れた７月ぐらいから頑張れば
いいがね」と言われました。その時はそのまま素
直に受け止めて，また仕事に慣れてから頑張ろう
と思いました。
　実際仕事に慣れるまでが大変で，利用者が多く
て覚えるのが大変，現場では医療用語が毎日行き
かっているし，自分は大学でいったい何を勉強し
てきたんだか，あまりにも無知すぎて毎日が戦い
でした。そんなこんなで，文化祭が始まり，夏祭
りと行事で追われ，勉強のことを考える余裕すら
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ありませんでした。
　少し慣れると夜勤も始まり，「そうか，夜勤の
休憩時間を使って少しずつ始めていこう」と思い
つきました。残念ながら，私の職場には仮眠時間
は無く，勉強する時間はとれませんでした。落ち
着いた時間を見計らっては参考書を読んだりと，
色々工夫しましたが，ある先輩からは，「今は，
仕事中なんだからやめなさい」と注意され，あっ
さりその日以来止めることにし，家でしかしない
ことに決めました。
　でも実際，家でやってみると全然集中できずイ
ライラが続き気持ちがもやもやしていました。
やっぱり自分には学校が合っているのかなと思
い，休みの日は朝から通い，仕事がある日は，家
に帰って，速攻で学校に通う毎日が続きました。
試験がだんだんと近づくにつれて，図書館には受
験生らしき学生が多くなり，去年の自分を思い返
していました。去年みたいには勉強できる時間が
とれなく，限られていて，「去年受かってたらこ
こにはいなかったのにな～」と雑念ばかりわいて
きて集中できませんでした。
　仕事が終わってから机に向かうというのはとて
も苦痛でした。それでも自分が持続することがで
きたのは周りの人たちの応援があったからでし
た。去年とは違い，新カリキュラムということで
自分なりに試行錯誤しながら取り組みました。カ
リキュラムが変わったものの，新しくなったばか
りだったので，とにかく去年と同様に過去問５年
分を３回，模擬試験２回分を何回もひたすら読む
ことでした。まず１回目は一通り問題文と解説を
軽く流す程度でどんな問題が出題されているのか
見当をつけるために，流し読みをしました。２回
目では，問題文と解説の意味をよく考えながら，
問題文の間違っているところを自分なりに解説を
見ながら正しい文章に直し，正しい文章はそのま
ま覚えるというものでした。３回目では２回目と
ほぼ同様に意味を理解しながら，自分が正しく直
した文章と，元々正しい文章をひたすら意味を理
解し覚えることでした。
　新しく加わった分野は先生方から教わったり，
問題集をもらったりとしました。勉強を進めてい
くうちに，去年過去問で通った記憶がある，先生
からもらった問題集では，新カリキュラムでも過

去問で出ていた問題が新カリキュラムに別な形で
入っているのかということが度々ありました。去
年飽きるぐらいに読んでいたことは決して無駄に
はなっていなかったのです。
　そんなこんなを繰り返す内に社養協模擬試験が
やってきました。去年と比べて勉強量も少なく，
正直開き直っていた面もありましたが，82点と点
数が取れていて驚きでした。一応合格圏内には届
いていてほっとしました。12月の中央法規の模擬
試験では88点で点数は届いていなかったものの，
自分なりには安定していると思い，今までやって
きたことは無駄ではなかったんだとこの時初めて
実感しました。それからも今まで通り，過去問２
年間分の模擬問題集を限られた時間のなかでひた
すら読み返しました。
　2009年も終る大晦日の日は仕事が終わった後，
友達と呑み会を開催していました。今年もやれる
だけのことはやったんだから最後の日ぐらいは
ゆっくりしようとひたすら呑みまくりました。去
年は不安で，「どうしよう，どうしよう」とばか
り考えていたのに今年はなぜか，死ぬわけじゃな
いんだし，どうせ落ちたらまた来年また受ければ
いいしと一度落ちている分，変な余裕がありまし
た。
　年も明け，2010年のスタートは夜勤でした。世
間はみんな休んでいるのに，職業柄仕方のないこ
となんですが，「これが社会人ってやつなんだな
～」と実感していました。夜勤明けの日は一日
ゆっくりして，３日から気持ちを引き締めて取り
組みました。正直この時期に入ってくると，落ち
着かなくなり参考書等を読んでいても頭に入って
きません。自分だけかも分かりませんが，人間の
心理としてこれが普通なんだと言い聞かせ，見な
いよりかは見た方がいいのだと思い，本を眺めて
いるだけでした。職場の協力もあり試験までの３
日前から休みをいただきました。試験前日は先生
方に今までのお礼に回ったり，得意の願掛けに神
杜やお墓参りに行き，後はなるようにしかならな
いと気持ちを落ち着かせていました。

10．２回目の国家試験

　今年は試験会場が違い，自宅から近い情報高校
になっていました。会場に着くとどっかで見たこ
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とがある連中がいました。去年一緒に頑張った仲
間がたくさんいて，受かっていそうな人たちがい
て驚きました。やっぱり国家試験は何があるか分
からないな～と実感し，軽く同窓会になっていま
した。部屋に入り去年味わった雰囲気が戻ってき
ました。周りの人間がなぜか気になり，「みんな
いろんな参考書読んでいるな～」とか訳の分から
ないことまで考えていて集中できませんでした。
　ここまできたら後は神頼み！！問題用紙，マー
クシートが届き待つこと数分 ･･･。去年とはまた
違った気持ちでした。今年は社会人しながらの受
験で時間はあまり取れませんでしたが，やっぱり
周りの支えがあってなんとかこの日を迎えること
ができました。試験が始まり，去年の苦笑いも忘
れ，２年分の辛かったことや，去年の悔しさをぶ
つけてやろうとなんの根拠も無いのに，自信とや
る気で突っ走っていました。午前も午後も時間一
杯使い無事に終えることができました。やっぱり
２回目を経験してみても，あの終わった後の爽快
感は忘れません。「さて今年の結果はどうかね
～」。そんな感じで自已採点をすることもなく合
格発表日を待っていました。

11．２回目の合格発表

　合格発表日は休みをいただき，朝早くから起き
てそわそわしていました。発表までの時間，自分
の番号を何度も読み返しとうとう時間がやってき
て，パソコンを開き，自分の番号を探しました。
奇跡じゃないのかと驚きました。そうです，番号
があったのです。何度読み返してみても信じられ
なくて，親に確かめてもらってやっとこれが現実
なんだと思いました。１年目，不合格だった時は
不思議と涙すらでませんでしたが，今年は，喜び
と２年分の辛かった思いが混じり，涙が止まりま
せんでした。合格後はすぐにお世話になった先生
方に報告に行ったり，応援してくれた友達や職場
の上司にも電話で報告をしました。何よりも，大
学の高い授業料を払ってくれた親に対し最低限の
お返しができたことが嬉しかったです。

12．最後に

　後輩の皆さん，国家試験は確かに自分にとって
とても試練だと思います。苦しい日々が続くかも

しれません。でも自分で決めたことは最後まで諦
めず貫き通してください。なんらかの形で必ず自
分に返ってきます。国家試験の勉強はとても単調
で飽きると思います。取得を目指す理由は人それ
ぞれだと思いますが，せっかく社会福祉学科に
入ったのですから，その証，つまり集大成として
資格取得を目指して頑張ってください。受験勉強
を通して，周囲への感謝の気持ち，温かさ，人を
思いやる気持ち，絶対に自分に負けないという気
持ち等数々の思いを経験し，受験する以前の私に
比べて気持ちが強くなったと思います。
　２年間を振り返ってみると数え切れない程苦し
いことがありました。その中で楽しいことを見つ
けるのも一つの息抜きになっていました。
　人生の内のたった数ヶ月です。大学生活の集大
成として，思い出として頑張ってください。皆さ
んが頑張っていると思うと，私も負けずにはいら
れません。出来の悪い私が２年越しではあります
が，合格できたのは最後まで諦めたくないという
気持ちがあったからだと思っています。
　お互いに頑張りましょう！！
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１．はじめに

　在学生の皆さん，キャンパスライフはどうです
か？エンジョイしてますか？エンジョイするのも
いいですが，目標を忘れないようにしてくださ
い。何のために大学に入ったのか，社会福祉学科
で自分をどう成長させたいのかを－。
　実は恥ずかしながら私は現役の頃あまりにも精
神的な波が激しく，勉強もあまりしないまま「ど
うにかなるさ」の気持ちで臨んだ第19回社会福祉
士国家試験には見事に落ちてしまいました。
　辛うじて就職はできたものの，決まった就職先
は市内の実家よりはるか離れた阿久根市の身体障
害者療護施設で働くことになり，大学を卒業する
まで何もかも親任せの甘ったれ人生を送ってきた
私にとってアパートを借り，住民票手続き，料理，
洗濯，掃除は大試練でした。

２．現場で感じた劣等感

　いざ現場に出てみると専門的な資格を持ってい
るのといないのでは雲泥の差。これはあくまで
も，私一個人の見方であることを断わっておきま
すが，資格のある人はやはり仕事に対し気合の入
れ方が違って見えました。介護職は重労働ではあ
りますが，介護福祉士を持っている人はその資格
に恥じぬ知識や技術を発揮し，自信を持って働い
ているように思えてきてしまい，介護福祉士，社
会福祉士も持っていない，持っている資格は高校
教諭免許と社会福祉主事のみの自分は，今ひとつ
専門一性を発揮できず何をやっても空回り。
　試験に失敗したという悔しさもこみあげ「自分
とは何なのか」という思いすら湧いてきました。
他人と自分を比較し，卑下しかしない自分になっ
てもいました。そんな中でも職場の方々に叱咤激
励されながら試験に挑戦し続けました。しかし仕
事との両立はすごく困難。そこで第21回の国家試

験の不合格を知った後，母校である鹿児島国際大
学の聴講生となり一から勉強をし直そうと考えま
いた。仕事も辞め，実家から通学し，私の聴講生
生活が始まったのでした。流石に「今度こそ社会
福祉士をとってやる」との思いで勉強を始めた私
は気持ちが違いました。

３．受験の心得

　受験講座の際，ある先生が「試験が終わるまで
は猛勉強をしてください。その間はデートもな
し」と話してくださった時，その場は爆笑の渦で
したが先生の言うことは正論です。この一年間は
試験にかける思いで取り組んでください。何より
も仕事をしながらの勉強は本当にきついですよ。
私の場合，仕事を辞めて資格取得１本に専念した
位です。自慢にも何にもならないけど。
　朝９時頃に起きて，月曜日から金曜日は大学の
学習室で勉強しました。土曜日，日曜日は自転車
で15分の地元図書館で閉館間際の21時まで勉強し
ました。昼は近くの中華屋さんで餃子を買って食
べました。ＣＤ屋さんで音楽を聴くこともありま
した。
　流石に１日10時間というのはきつかったです。
私の場合，剣道が趣味であり，楽しみであるため，
毎週日曜日は，道場の朝稽古には必ず参加し，い
い汗をかくようにしました。また道場の先輩で社
会福祉士の方もいらしたので，剣道も国家試験の
勉強にも精を出すことができました。２つ目の楽
しみはやはり友達との飲み会。クリスマスデート
こそなかったものの，中学時代からの仲の良い先
輩と，12月27日に近所の居酒屋で酒を酌み交わし
た後，カラオケボックスで思う存分，歌って踊っ
て，ストレスを発散しました。

４．私の勉強方法

頑張れば感動

	 社会福祉学科聴講生

	 　牧　角　壮一郎
	 2007（平成19）年３月卒業

合格体験記
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　国家試験に過去問は不可欠…正しくその通りで
すが第22回の試験から新カリキュラムとなり出題
傾向も変わってきました。そこで，私なりのやり
方が皆さんに合うかどうかわかりませんが，私は
以下の方法で取り組みました。

①過去問を飽きるぐらいに解く…間違った部分
は何故違うのか？テキストと照らし合わせな
がら解くこと。そして，何故正しいのか，違
うのか，口答でもいいし，筆記でもいいので
説明できるようにする。これが自信へと繋が
ります。

②新カリキュラムのテキストに沿って勉強する
こと…財団法人社会福祉振興・試験センター
が毎年出題基準というのを出しているので，
インターネットでも見ることができます。こ
れらに沿ってテキストは作られています。今
回の試験も案外，テキスト中心の出題だった
のでテキストを使用し，各大・中・小項目 ( 特
に中項目 ) に沿って勉強を進めるとよいと思
います。ただ，テキストを全部揃えるのは経
済的に厳しい場合，学習室か図書館を利用す
るといいと思います。テキストが全て揃って
います。

③模試は受けること…模試は受けてください。
そんなにすぐに結果に繁がらないと思います
が，悪くても諦めず根気よく続けていれば緒
果はついてきます。ミスした間題，正解した
間題も必ず何故そうなのかを確認することを
お勧めします。

　以上が私の受験勉強でした。非常に地道な作業
ですが試験勉強ってこういうものかもしれませ
ん。

５．試験当目から合格発表のこと

　意外にリラックスできた !…いよいよ迎えた１
月31日の試験本番。今回がなんと４回目の挑戦と
なった私。「今度こそ」と意気込むところだが，
毎目10時間の勉強，模試の緒果が飛躍的に伸びた
こと，何より周囲からのプレッシャーをあまり感

じることがなかったのか，のびのびと受験するこ
とができました。ただし，一番に気をつけていた
ことは共通科目のみでなく専門科目も絶対に手を
抜かないということでした。だから昼休みも専門
科目の勉強に徹したのがよかったと思います。よ
く試験は気力との勝負といいますがその通りだと
思います。
　自己採点後，92点とそこそこの点数はとれてい
たもののやはり合格発表が近くなるにつれドキド
キ。３月15日の午後１時，PC で自分の受験番号
を見つけたときは思わずガッツポーズ !! 努力は実
ることを実感したのと同時に親や，妹，身内の
方々，大学の教員方，元職場の方々等支えてくれ
た人々への感謝の気持ちで一杯になりました。

６．おわりに

　最後に，私からこの杜会福祉士国家試験の勉強
を始める皆さんに伝えたいことがあります。試験
勉強は決して楽ではありません。様々な誘惑，途
中で投げ出したり模試の結果が悪く落ち込むこと
もあると思います。しかし，最後まで諦めなけれ
ば冬は必ず春となります。非常にありきたりな台
詞だが

　頑張れば感動一

この一言に尽きます。グッドラック！
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１．はじめに

　私は，現役での社会福祉士資格が取得できず，
４回目の挑戦で資格を獲得しました。現役で取得
という順調な形ではありませんが，だからこそ得
たことを伝えられたらと思っています。
　私は，現在，介護老人保健施設で介護福祉士と
して働いています。今年で４年目となります。利
用者の方の在宅復帰，在宅生活支援等を行ってい
ます。仕事と両立させながらの試験勉強は，簡単
ではなかったと，改めて思いました。だからこそ，
得られたこともありました。

２．思いだけでなく行動

　私の場合，卒業後も毎年，国家試験には，挑戦
し続けました。学生時代もそうでしたが，国家資
格を取得したいという思いは常に持っていまし
た。思いを持つことはとても大切です。でも，思
いだけでは，資格に合格することは難しいと思い
ます。その思いを行動に移していかなければなら
ないと思います。
　現在もそうですが，その時，そのときいろいろ
な悩みを持っています。
　学生時代であれば，これから先のことだった
り，就職のこと，サークルのこと，アルバイトの
ことや大切な仲間のことであったり，学生時代に
しか分からない悩みがありました。国家資格を取
得したい思いと，いろいろな悩みを持ちながら，
資格試験に向けて勉強時間がなかなか作れなかっ
たと感じています。
　それは自身が目標，思いに対し，何をすべきか
をしっかり考える時間が足りませんでした。そし
て，考えたことを行動にすることが出来なかった
と思います。自分を見つめ直し考えることで，で
きると思います。それを行動に移していくことが
大切だと思います。

３．覚悟を持つこと

　自身が，実際に変わった時期として仕事に就い
て３年目の春でした。職場の上司と今年度の目
標，今後，自分はどうしていきたいのかを話をし
たときでした。自分の目標，思いを伝えましたが，
それらに対しての具体的な行動をほとんど起こし
ていない自分がいました。このままでは，今まで
と同じで何も変わらないままではないかと思いま
した。そのようなことは，絶対にしたくないと思
いました。今までの自分に対し，覚悟が足りな
かったと思いました。
　話をした後，自分は，目標に対して何をすべき
か考えました。社会福祉士の資格取得するにあ
たっては，もう一度，大学の国家試験対策講座を
受講してみようと思い，受講しました。このよう
に仕事，試験勉強を両立する覚悟を持って行動に
移して行きました。
　覚悟を持ってする以上は，自分自身がしている
ことのいくつかを犠牲にすることや捨てることも
あります。同時に自分に対し，何か新しく取り入
れることも大事になってきます。また，それを継
続していくことが重要だと思います。

４．時間はつくるもの

　何かを取り組んでいく中で，時間は必要です。
自分は，時間はつくるものだと思っています。４
回目の挑戦にあたって，国家試験対策講座を受講
するだけでは，合格することは，難しいことは分
かっていましたし，対策講座以外に試験に向け
て，試験勉強をする時間がいつつくれるか考えま
した。時間をつくるために，そのときの自分の生
活スタイルを見直しました。現在の自分の生活リ
ズムの中のどの部分に時間がつくることができる
か。具体的には，仕事のある日は，仕事の後，１
時間でも残って職場の空いている場所を借りて勉

覚悟を持ってより自分らしく

	 財団法人　慈愛会　介護老人保健施設　愛と結の街

	 　二　田　　　亮
	 2006（平成19）年３月卒業）

合格体験記
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強をしました。国家試験対策講座を受講する日
は，対策講座の前後の時間を大学の図書館で勉強
をしました。休みの日は，できるだけ図書館に
行って勉強をしました。仕事をしている中で，ど
こで時間をつくることができるか，また，勉強に
打ち込める環境を自分でつくることが大切だと思
います。

５．あきらめないこと

　国家試験だけでなく，そのほか多くのことに共
通していることですが，結果は，すぐには出ない
ことが多いのではないか。その場だけ頑張って
も，さらには続けていても結果を得ることはなか
なか難しいでしょう。でも続けなければ，結果は
得られないと思います。あきらめずに続けること
がとても大切です。今回，試験の日まで，時間を
つくり，試験勉強を続けると覚悟を持って臨みま
した。諦めたくなる誘惑や出来なくなった理由
は，いつでもあり，後からいくらでも並べること
はできます。でもそれでは，今までの自分と変わ
れていない，それだけは絶対嫌だと思っていまし
た。最初はせめて仕事の後，空いている場所に勉
強道具を持って向かうこと，休みの日は，とりあ
えず図書館へ向かうことから始めました。
　あと，模擬試験もできるだけ受験しました。模
擬試験は，合格ラインに達しているかというとこ
ろも大事ですが，自分のできているところ，でき
ていないところを知って，そのあと，自分はどの
ように取り組んでいけばいいのか考えて，実行し
ていくことが大切です。
　私自身，２回か３回，模擬試験を受験しましが，
合格ラインに達したことは，最初に受けた試験だ
けで，国家試験に向けての，最後に受験した模擬
試験の結果は，一番悪く落ち込んだことを覚えて
います。それでも，あきらめることだけはしませ
んでした。それまでの間，少なからず，時間をつ
くって続けていたつもりでしたし，ここで諦めた
ら，今までしてきた自分を否定することになると
思いました。あと，最終結果を得るのは，国家試
験を受けての結果であって，それまではあきらめ
ず続けました。今回，合格できたのは，あきらめ
ずに続けたことだと思います。
　そして，国家試験は，今までしてきたことを全

力でやるのみだと思います。

６．自分らしく，新しいスタート

　合格発表の日は，自分の受験番号があったとき
は，本当に嬉しかったです。同時に，職場の方々，
先生方など，今まで支えて下さった多くの方々に
対して感謝の気持ちでいっぱいでした。
　そして，嬉しい気持ちと，これからが始まりで
あることを強く感じました。
　資格を取得して，改めて仕事のこと専門職とし
てどのように自分自身，多くのことを学び，活か
していくことが大切であることを実感しました。
今後，様々なことを学んでいく中で，今回，経験
したことが活かされると思います。
　また，自分が学んだり，取り組んでいく中で，
多くの人との出会い，支えがあること，感謝の気
持ちを忘れずに，日々努力していきたいです。
　参考になったか心許ないのですが，自分の目標
に対して覚悟を持って臨むことで，より自分らし
さを活かすことができるしょう。そして，自分の
目標，未来へ向かっていくことができるのではな
いかと思っています。
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１．友人からの突然の連絡

　いつもの仕事帰りの運転中，急に携帯電話が鳴
り「また職員からの状況報告の電話か・・・」と
思いながら，車を脇に止め，相手先を見ると，福
岡の持田君からの数年ぶりの電話でした。
　最初は，何で電話をかけてきたのか解らず，懐
かしさもあり，お互いの近況報告をしていました
が，突然，「大学に学会誌があって，卒業生の今
を書くリレーエッセイがあるんじゃけど，次に書
いて」と言われました。

２．エッセイを書くことを引き受けた理由

　正直，大学に学会誌があることも覚えていない
ほど，大学とは自分の中ではるか過去の出来事で
あったような，そんな距離を感じていました。
　大学時代の私は，授業こそ出席していました
が，あまり熱心ではなく，アルバイトやサークル
活動の方が新鮮でした。ずっと実家で暮らし，一
人暮らしを始めた私にとって，鹿児島での思い出
はとにかく大きかったのは確かです。
　社会福祉士の資格取得についても，卒業した時
に取得しておけば少し胸を張ることもできたかも
知れませんが，全く勉強していなかったので，卒
業と同時には取得できず，卒業して５年，３度目
の受験で何とか取得できたような次第です。
　そんな私が，持田君から大学の学会誌に，エッ
セイを書くよう持ちかけられるようになるとは，
全くの想定外のことでした。それでも，このエッ
セイを引き受けたのは，今年40歳になる私にとっ
て，大学に入るまでの18年と社会に出て18年の，
ちょうど中間点に大学での４年間があり，これま

での自分の歩みを見直す良い機会になるのではな
いかと思い，引き受けることにしました。

３．社会に出てから

　大学を卒業したのは，1993年（平成５年）の春。
ちょうど，その年の３月25日開設の老人保健施設
に，私とほとんど同じ様に，専門学校や高校を卒
業したばかりの職員や，介護の仕事は初めてとい
う職員と少しの経験者の約50名と共に私の社会人
生活が始まりました。
　最初のうちは，老人保健施設の相談指導員と
いっても，社会常識はもちろん，高齢者のことが
判らないままで，がむしゃらに利用者，家族の声，
上司の怒声を聞きながらの毎日でした。そのよう
な中でも，利用者や家族は相談指導員としての至
らなさを感じながら，未熟な私の相手をしてくれ
ていたことを今は感謝するばかりです。
　その後，老人介護の施策は，要介護高齢者を社
会全体で支える仕組みの介護保険制度へと変わっ
ていきました。その流れに私も乗り，老人保健施
設の相談員から，同じ法人内の居宅介護支援事業
所の介護支援専門員へ異動となり，「走りながら
考える」といわれた混乱期を，同じように走りな
がら考え，施設入所者とは違い，在宅で高齢者の
生活を支える難しさと格闘しながら，また介護支
援専門員というこれまでに無かった職種を社会に
認知してもらおうと，市内で介護支援専門員の協
議会を立ち上げたり，県の介護支援専門員協会と
の連携をしたり，様々な基礎職種の介護支援専門
員との交流などに奔走していました。

今ここで振り返ってみて

	 医療法人　和同会　宇部西在宅総合支援センター

	 事務次長　山　本　尚　志
	 1993（平成５）年３月卒業

先輩たちは，今・ここで

［第６回］
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４．今の私の仕事

　現在，私は，居宅介護支援事業所の介護支援専
門員ではなく，事務職として業務をしています。
しかし，私自身が考える「人が人を支援していく」
つまり，福祉は究極のサービス業であるという考
えを，常にベースに持ち仕事をしています。人が
人を支援するには，支援する側がブレて対応した
のでは，きちんとしたサービス業としての対応が
できないと思うからです。
　その考えのもとで実践していることは，判らな
いことや知らないことについては，判るまで調べ
る，あるいはその道の専門の人に聞き理解すると
いうことです。判らないままや，中途半端なまま
や自分がブレたままで仕事に臨むと，それがその
まま利用者や家族，あるいは法人に迷惑をかける
ことになります。
　そのことは，今の私の仕事を進める上でも，痛
いほど痛感しています。介護支援専門員から事務
職へ変わった途端，法人内の病院移転と療養病床
の再編の話がまとまり，法人内に再編準備室が立
ち上げられました。なんと，そこの副室長と在宅
総合支援センター次長の２つの職も拝命し，セン
ター次長としての通常業務と再編事業の業務を一
手に任せられてしまったのです。
　再編業務内容の仕事は多岐にわたり，行政への
調整，各種届出書類提出，設計，建築業者との連
絡，打ち合わせ，入院患者や在宅サービス利用者，
家族への説明，法人内外の様々な職種との調整な
ど，少しでも中途半端に行ない，判らないまま仕
事を進めてしまうと，全ての業務がストップして
しまうような状況です。そのため，仕事は一つ一
つの根拠を理解，確認し，間違いがないように細
心の注意を払いながら進めることになります。し
たがって時間は連日夜遅くまでかかり，それも初
めて経験することばかりです。

５．改めて，振り返る中で見えてきたこと

　これまで過去をあまり振り返ったことがない私
が，40歳になろうとしている自分を振り返ると，
およそ10年ごとに社会や自分の周辺に色々なこと
が起こっています。1971年という団塊ジュニア世
代に生まれ，大学卒業時（1992年）にはバブルが
崩壊し，ちょうど各地に老人保健施設が続々と設

立され，30歳目前（2000年）で介護保険制度の荒
波が覆いかぶさり，また40歳目前（2010年）で，
病院移転再編という法人始まって以来の大事業に
関わり，あまり経験することのない貴重な体験を
させていただいています。
　これも宿命と感じながら，日々押し寄せてくる
仕事に対して，不安を感じながらも対応していま
す。確かに時には，つらいこと，大変なこともあ
ります。しかし，これまで仕事で関わってきた人
たちが，様々な面でフォローしてくれたり，助言
をしてくれ，私自身が人に支援されながら，ブレ
ずにここまで来ることができました。

６．おわりに

　学会誌を使い，思いつくままを脈絡も無く書か
せていただいた文章を読んでいただき，ありがと
うございました。
　こんな卒業生が，鹿児島から離れた山口の地で
仕事をしているのだと思って頂けたら幸せに思い
ます。
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１．うんうん！受験生って感じ！！

　大学に入ったのは今から約８年前。親元を離
れ，アパートに１人暮らし。友達やサークルの先
輩に恵まれ，のほほんと充実した大学生活を送っ
ていた私。しかし，大学３年生になると，学生掲
示板の「社会福祉士」という文字がやたら目につ
くように。そう！！私はこの「社会福祉士」にな
りたくてこの大学に来たのだ !
　何となく過ごしていた毎日も，３年の現場実習
が終わると，徐々に国家試験の準備モードに突
入。とりあえず，過去問題集を買ってみた。重要
ワードに蛍光ペンで線を引いてみて，勉強した気
分に。「うんうん！受験生って感じ♪」と自己満
足。だが，実際に小テストがあると，さっぱり理
解出来ていない自分に気付かされる。「あ～やば
い…まだバイトしているからだ。」とアルバイト
のせいにして現実逃避していた。そんなこんな
で，４年生になった。皆が本格的に就職活動や受
験対策へ。

２．受験後は，理事長さんの写真を拝んで

　夏休み後の模擬試験の結果を見て絶句…。笑え
ない時期にきていた。合格率３割という言葉が頭
をよぎる。「親が一生懸命働いて高い授業料から
生活費まで出してくれているのに。」「お父さん，
お母さんごめんなさい。」と心の中で懺悔の日々。
そんな諦めモードに入っていたところに，友達が

「大丈夫！諦めるのは早いよ！私も不安だよ。一
緒に頑張ろう !」と励ましてくれた。それからと
いうもの，私はアルバイトを辞めて，今まで縁の
なかった図書館に通う日々になっていた。「や
るっきゃない。」
　寒い受験当日。受験番号の下３桁は「202」。

「あ！アパートの部屋と同じ数字！」何か縁を感
じた。試験後，力尽きた。当時の試験会場は鹿児
島情報高校で，玄関入口には大きな大きな理事長
さんらしき人物の写真が壁に飾られていた。帰り
際に訳もわからず，その方に向かって「もう，こ

こ（試験会場）へは来たくありません。どうか受
かりますように。」と勝手に拝んで会場を後にし
た。合格発表前に卒業。皆それぞれの新しい場所
へ。

３．介護の仕事を甘く見ていた自分

　卒業後は，まず介護現場で仕事をした。大学時
代に施設実習をさせてもらったことがきっかけ
だった。「介護現場って楽しい !」と思い，不安よ
りも楽しみの方が大きいまま，現場へ飛び込ん
だ。
　しかし，実際はとてもハードだった。大学の現
場実習では，「見学」で済んだおむつ交換も入浴
介助も実際にしてみると時間が掛かるし，思うよ
うにスムーズにいかない。時には怪我をさせてし
まうのではないかと怖くなることも。介護の仕事
を甘く見ていた。夜勤は，夕方から翌朝まで。深
夜３時のおむつ交換は，睡魔と闘いながらフラフ
ラ。明け方には，利用者を１人１人起こして洗
面・水分補給を。睡魔に加え，空腹も襲ってくる。
　ある日，「疲れた…。」と心の中で眩いていたら，

「アンタも大変ねえ。若いのに。ばあさんの尻ばっ
かり見て回って。アハハ…。」とベッドの中から
寝ぼけた利用者の声。すごく笑えた。笑ったら疲
れなんかどこかに吹っ飛んでいた。今思えば，利
用者とのそんな何気ない会話のやりとりが毎日楽
しかった。おかげで自分たちが日頃使わない，お
じいちゃん，おばあちゃんならではの鹿児島弁が
上手になった。

４．そこまでして仕事をするの？辞めれば？

　仕事に慣れてからも，家に帰り着いたらご飯を
食べなくても，疲れきっていつの間にか寝ている
日が多かった。また肌の弱い私は，夏場でもあか
ぎれをするほど手はボロボロ。毎月，皮膚科に通
う度に「そこまでして仕事をするの？辞めれ
ば？」と先生に言われていた。「もう少しだけで
もしたいんです！」と…。

３Ｙ＝やばいっ，やっぱり頑張らなきゃ，やるっきゃない

	 医療法人　仁愛会　仁愛会病院　池　袋　広　美
	 2007（平成18）年３月卒業

先輩たちは，今・ここで
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　気がつけば，本当に心の底から介護の仕事に
「やりがい」を見出せている自分がいた。介護に
携わった人にしか，味わえない色々な気持ち。利
用者様や家族の「ありがとう」の声が一番のご褒
美だった。「あなたたちみたいに高齢者を看てく
れる人がいるから，私たちは安心して働けている
から，本当に感謝しているよ。」と言ってくれる
利用者の家族。「３Ｋ」=「きつい」「汚い」「危険」
といわれる介護の仕事。マイナスのイメージがや
たら多いのが現状。在学中に，先生に「介護現場
は最低３年いないと全ては見えない。３年いて初
めて介護を知る。」と言われたことがあった。そ
んな私がくじけそうになった時に，皆の何気ない
温かい言葉が，「やっぱり頑張らなきゃ。」という
気持ちにさせてくれた。
　今思うと，あの頃は自分のことで精一杯だった
と。余裕が無さすぎた自分に反省。私たちにとっ
ての特養（特別養護老人ホーム）は，利用者に
とっての「家」。「もっと利用者の声に耳を傾けて
おけばよかったな。」「優しい声掛けが出来ていた
かな？」と今更思う。辛いこと，悲しいことも
あったけど，それ以上に毎日お腹の底から笑って
介護の仕事に携われたこと，幸せでした。
　少しして同級生から「知っている病院で，今度，
ワーカーを募集するから受けてみたら？」と電話
があり，夜勤明けに見学に行った。温かい感じの
印象に惹かれて，気がついたら応募していた。

５．ソーシャルワーカーの仕事って？

　教科書に載っていることだけがワーカーの仕事
ではない。それを国家試験が受かっただけのペー
パー社会福祉士の私は，実際働いてから知った。
入院患者の申請書類のことで市役所に代行申請，
タクシー予約や洗濯業者への依頼，遠距離の家族
の場合は金庫番まで。最初は「え？！ここまです
るの？」と思った。でも，どうしても出来ないこ
とはサポートする。あくまでも一定の距離は保た
ないといけない。慣れ合いになり過ぎてもいけな
い，難しい距離感。
　患者を取り巻く環境・家族構成・経済状況・使
える制度・退院後のことまで，皆様々。私の受け
持ち患者のほとんどが，「回復期病棟」という入
院期限がある患者。病名で期限は決まっている
が，最長でも６ヵ月。その期間の中で毎日コツコ
ツとリハビリをしている。突然の病気で，受容出

来ない方も少なくない。みるみるよくなる人，思
うようにリハビリが進まない人，寝たきりになる
人も…様々。
　「このような状況でも退院をしないといけない
のですか？」と言われたことは何度もある。国の
制度とはいえ，今まで入院し毎日してきたリハビ
リを，通院で週１，２回しか出来なくなるという
話は残酷なもの。私たちは，入院期限の延長につ
いては何も出来ない。しかし，この決まった期限
内にソーシャルワーカーとして，どれだけの情報
提供を出来るか？患者の退院後のことを見据えて
支援をしていける。「ソーシャルワーカーがいて
よかった。」と思われるように，これからも努め
ていかないといけない。入職当初は，ＰＨＳが鳴
る度にドキドキ。「まずい，また何かやらかした
かな ?」と焦ることが多かった。

６．そして今，「雰囲気が出てきた」と言われて

　１年が過ぎ，患者やその家族や先輩ワーカーか
ら「もう慣れたね。」「雰囲気が出てきた。」と言
われた時はとても嬉しかった。でも，専門職とし
ての知識が少ないことで，患者やスタッフに迷惑
をかけたこともしばしばあったのも現実。自信が
ないことや，分からないことは実際に沢山ある。
相手に迂闊なことを言ってはいけないから，「確
認させてください。」と言って一度，その場を立
ち去る時は何だか切ないけれど，これも経験。積
み重ねていくしかないと自分自身に言い聞かせて
いる。
　月に何度かソーシャルワーカーの研修会や勉強
会がある。参加する度に，講師の方や先輩方の話
に刺激を受ける。この仕事を選んでここにいる
今，「一期一会」という言葉の意味を強く感じて
いる。
　「無駄なことって何もない」と。まだまだこれ
から様々なケースが待ち受けていると思うと，今
は不安よりも期待の方が大きい。そういえば，最
初は介護の仕事をしてもいつかは病院のソーシャ
ルワーカーをしてみたいと同級生に話していたこ
とが懐かしい。
　最後に，福祉の仕事に携わることになるかもし
れない皆さんといつか一緒にお仕事が出来る日を
楽しみにしています。
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１．はじめに

　平成14年４月に大学を卒業し９年，あらためて
思い返してみると，９年間で多くの方と出会い，
またいくつかの職場を経験することによって多く
の事を学ばせていただきました。
　社会福祉関係の職業に就いたことがありません
ので，どのようなことを書いていけば良いのか悩
みましたが，とりあえず，「自分らしく」書いて
みようと思います。

２．経済大社会福祉学科を選んだ理由

　私が社会福祉学科に進学した理由は，あまりは
っきりとしたものではなく，経済学部と社会学部
の２学部４学科の中で一番人気がある学科だった
からというあいまいな理由からだったと思いま
す。また，高校までの通学に１時間程度要してい
たため，大学を選ぶときはなるべく近い所が良い
と思っていました。そんな安易な気持ちで地元坂
之上にある，それも歩いて10分の鹿児島経済大学
を進学先として選択したので，入学してすぐの頃
は，社会福祉関係の講義を受けてみて，やはり別
の学部や学科を選べば良かったと後悔することも
ありました。そんな気持ちが変わっていったきっ
かけは，講義にも慣れてきた大学１年の夏ごろだ
ったと思います。

３．あなたにとって「福祉」って何？

　「あなたにとって『福祉』って何 ?」大学１年
の夏，入院していた祖父のお見舞いに訪れた病院
で，私が国際大・福祉学科に通っているというこ
とを聞いた一人の看護師からそう訊ねられまし
た。入学して半年ぐらいしか過ぎておらず，問い
かけの真の意図が解らなかった私は，単純に教科
書に記載されていて，覚えていた福祉の定義をそ
のまま答えたところ，「試験の解答としては間違

っていないかもしれないけど，本当に聞きたいの
は貴方が考える『福祉』という言葉の意味だ。」
と返され，そのときの私はこの問いに答えること
ができませんでした。
　そして，「これが正解というわけでは無いけれ
ど，『福祉』と言う言葉は『福＝幸せ』を『祉＝
その場に留めておく』と思いながら今の仕事を続
けている。」と話されていた事を今でも覚えてい
ます。
　今となってはいつ頃だった正確に覚えていない
のですが，掲示板で募集していた情報処理センタ
ーの学生インストラクターに応募してみることに
しました。インストラクターの仕事は，学生がレ
ポートや課題制作の時に必要となるワードやエク
セル，メールの操作を教えるというものでした
が，私自身パソコンは大学に入学してから覚えた
ものなので，あまり自信はありませんでした。し
かし，２人１組でアルバイトをするので，分から
ないことがあっても大丈夫だと言われ，とりあえ
ずアルバイトの話を引き受けてみることにしまし
た。
　最初は分からないことも多く，いろいろと教え
てもらうことの方が多かったものの，少しずつア
ルバイトにも慣れ，様々な質問に答えられるよう
になっていき，自分自身のパソコンに関する知識
も深まっていきました。分からないことを誰かと
一緒になって解決していく事のおもしろさは，こ
のアルバイトを通して学んだと思います。そして
気がついてみると，大学卒業までの３年間，ずっ
と続けていました。

３．国際大を９年かけて卒業して

今ほどでは無いにせよ，私が就職活動をしていた
頃も，就職氷河期と呼ばれており，就職できな
　そのようなこともありながら，なんとか４年間

自分らしく－多くの出会いを通して

	 鹿児島県美容生活衛生同業組合・鹿児島県美容専門学校

	 　山　元　一　輝
	 2002（平成14）年３月卒業

先輩たちは，今・ここで
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を過ごし，無事大学を卒業することができました
が，大学在学中に真剣に進路について考えておら
ず，また，福祉関係に進みたいと強く考えてもい
なかったので，就職活動はあまり行っていません
でした。また，当時も就職難と言われていたため，
就職が決まらないことにあまり深刻になっていな
かったように思います。
　そのような中で，学生の頃情報処理センターの
学生インストラクターとして活動していたことな
どがきっかけで１年間大学の付属図書館でアルバ
イトさせていただき，その縁で平成15年４月か
ら，期限付職員として大学教務課で働くなかで，
尊敬する多くの先輩や同期，後輩達と出会えた事
は本当に幸運なことであったと思います。あくま
でも非正規職員でしたので，４年間勤めてようや
く「このままじゃ先が見えない，ずっとここで仕
事をしていきたいけどこのままでは駄目だ。」と
思い，就職活動を再開することにしました。勤務
を終えた日，この日は私の中でようやく大学を卒
業できたと感じた特別な一日となりました。

４．就職活動をする中でみえてきたこと

　大学を辞めて，就職活動を行っていったのです
が，今思うと就職活動はとても楽しかったです。
学生の時にあまり活動していなかったため，一か
らのチャレンジだったこと，そしてもともとすぐ
に仕事が見つかるとは思っておらず，20社ぐらい
は採用試験を受け，多くの人と会い，自分がどの
様な評価を受けるのか試してみたいと思っていた
ことが良かったのではないかと思います。そのた
め，不採用になった理由を自己分析し，それを次
の募集に活かし，次の採用で不採用だったときは
また自己分析を行う…という一連の作業を，自分
なりに楽しむことができました。
　私の場合，今までの仕事の経験を活かそうと必
死になっていたのを止めて，学生時代に何をして
いたかを素直に書き，それを伝えようとするよう
になりました。

５．おわりにー仕事をする中でみえてきたこと

　今，私は鹿児島県美容生活衛生同業組合及び組
合立の鹿児島県美容専門学校で勤務しています。
美容組合は，組合員である県下約1500店舗の美容

室が安心して営業を続けていけるよう，経営面，
生活面でのサポートを行っていくことが目的の組
織であり，鹿児島県美容専門学校はそうした組合
員の方々が，自分たちの後継者となる人材を育て
ていきたいという目的で創立された組合立の専門
学校です。
　組合の仕事として担当している融資に関する仕
事では，新しく美容室を開業したいという人がス
ムーズに開業できるよう一緒に創業計画を作成
し，金融機関から融資を受けるための準備を行っ
たり，すでに美容室を開業している美容師の方
が，安定した経営を行っていくために金融機関か
らの融資で設備の更新を行うための申請書類を一
緒に作成したりしています。また，美容学校の仕
事としては，学費の面で美容師になりたいという
生徒が学校に通えなくなることがないよう，生徒
や保護者からの奨学金に関する相談などを行って
います。
　大学１年の夏に私が答えることができなかっ
た，「あなたにとって『福祉』って何 ?」という
質問にまだまだ明確な答えが出せるとは思いませ
んが，今の仕事を通して少しずつ答えを探して行
こうと思います。
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１．はじめに

　私は，今宮崎県都城市役所に勤めています。学
生の皆様は「都城市」がどんなところかご存知で
しょうか？人口は17万人を有し，南九州では鹿児
島市，宮崎市につぐ市となっています。平成の大
合併で鹿児島県とは，霧島市・曽於市・志布志市
と接する，牛・豚・鶏産出額日本一の「畜産のま
ち」であります。
　それでは，これから学生時代や今まで携わった
仕事を振り返りながら，そこから見えてきた現在
の福祉（高齢者福祉，主に介護保険）を取り巻く
現状を伝えていきたいと思います。

２．久しぶりの大学と福祉との出会い

　昨年４月，資格証明書を取りに久しぶりに本学
を訪れました。10数年ぶりの本学は，グランドが
きれいに整地され真新しい建物，証明書を受け
取ったカウンターは明るく，私が学生のころとぜ
んぜん違う光景でした。
　当日は，オリエンテーションだったらしく，希
望を持った皆さんを見ていると28年前入学した自
分を思い出しました。
　昭和57（1982）年社会福祉学科に第１期生とし
て入学するまでは，私は，福岡に住んでいました。
高校生のころは部活動でバドミントンをやってい
て今とは比べることができないくらい痩せており
ました。その当時は，福祉の「ふ」さえ知らない
学生でした。
　その後，「親不孝通り」（現在は，親富幸通り）
で有名な予備校に通いました。予備校時代は，な
かなか学力は伸びず不安だらけの毎日でした。と
ころが，本学の社会福祉学科開設の記事を見て，

新しいものが好きな自分には，希望が少し見えて
きたような気がしました。

３．学生時代

　当時鹿児島までは，特急「有明」で５時間かか
り１日がかりの移動でした。その中で知り合いの
いない街で不安な時間を過ごすこととなりました
が，桜島の堂々たる姿は自分を奮い立たせる風景
で，毎朝，アパートから桜島を見ることが毎日の
日課となりました。
　高校時代に右ひじを壊したせいか，スポーツの
サークルに入ることができず，一時期文科系の
サークルに入った時期もありましたがすぐにや
め，学校とアパートとの行き来の生活が４年間続
きました。しかし，深夜番組が少なかった当時，
よく友達とお酒を飲んでは夜中まで語り合い，

「将来の福祉はどうなるのだろうか」や「年金は
将来なくなるのではないだろうか」とか，今でも
思い出す貴重な経験でした。

４．就職活動

　４回生になった自分は，就職活動をしなければ
なりませんでしたが，福祉に関する求人はほとん
どありませんでした。当時の福祉施設は２・３月
にならないと求人が出せない状況で少しの病院関
係や福祉施設の求人があったように覚えていま
す。
　その中で真っ先に受けることができたのが公務
員の試験でした。家庭裁判所の調査官補や国家公
務員・鹿児島県庁を受け，地元だった福岡市役所
も受けました。しかし，鹿児島県庁の１次試験に
受かったのですが，２次で落ち，医療機関のソー

［第３回］

高齢者福祉の現場から

	 都城市役所　堀ノ内　　　猛
	 1986（昭和61）年３月卒業

鹿児島からの福祉・最前線
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シャルワーカーとして仕事ができるよう医療機関
も受けましたがうまくいきませんでした。その
後，宮崎県出身の同級生から教えてもらった都城
市役所を受け，なぜか合格してしまいました。

５　福祉老人課

　昭和61（1986）年４月，大学卒業後すぐに宮崎
県の都城市にやってきました。右も左もわからな
い町で役所に入って配属になったのは，福祉老人
課でした。最初の担当は，福祉の庶務的な仕事で，
慰霊祭や日本赤十字社，そして当時事務局があっ
た社会福祉事業団の事務を補佐していました。
　その後，「福祉課」と改名し，３年後には高齢
者福祉担当となりました。当時は，景気が回復し，
高齢化社会に対応できるように「ゴールドプラン

（高齢者保健福祉推進10ヵ年戦略）」が制定され，
在宅三本柱（ホームヘルプ，ショートステイ，デ
イサービス）を中心に，特別養護老人ホームやデ
イサービス等の施設整備やホームヘルパーの養成
等に予算がかなりつきました。ホームヘルプ・デ
イサービスを担当していたころは，１日７～８件
の在宅での調査や処遇困難の在宅ケースを何件も
抱え，非常に忙しい経験をさせてもらいました。
当時は，行政側が窓口となり，介護プランやサー
ビスを考えなければならない時代でした。
　在宅担当から，養護老人ホームや特別養護老人
ホームの措置担当となり，「ゴールドプラン」で
検討されたいろいろな方針は，当初の予定より高
齢化が急速に進んでしまい，平成６（1996）年に

「新ゴールドプラン（高齢者保健福祉５ヵ年計
画）」を策定しなければなりませんでした。この
計画では，在宅介護の充実に重点を置き，ヘル
パーや訪問看護ステーション設置など目標とし，
2000年の「介護保険法」成立を迎えますが，この

「新ゴールプラン」計画を置き土産に８年間の福
祉の現場を後にしました。
　その後，教育委員会や戸籍の窓口等いろいろ経
験させてもらい，2009年養護老人ホームの主任生
活相談員として福祉分野に配属されました。

６．養護老人ホーム

　都城市では，平成18（2006）年１月隣接した４
町と合併がありました。合併した町にはそれぞれ

直営の養護老人ホームがあり，偶然にもそこに配
属されたわけです。まさか直接処遇する側になる
とは思いませんでした。市役所に採用されたとき
は，配属される機会はあり得なかったからです。
　「介護保険」が始まって10年になりますが，そ
れぞれの特別養護老人ホームの待機者が100人を
超える施設があるなかで，養護老人ホームでは退
所する（死亡や介護を要する状態）人が入所する
人を超えており，定員を割れています。また，有
料老人ホームや軽費老人ホームなど選択肢が増え
る中で養護老人ホームのあり方が問われていま
す。しかしながら，ホームレス（わが町にはすく
ないが）や無年金者の処遇，また近年増大してい
る近親者からの暴力（DV）からの避難等を考え
ると存在意義は大きいと思われます。
　主任生活相談員として学生時代や今までの各職
場での経験が活かされる場に配属され，福祉の相
談や各種の医療相談もとても楽しかったです。毎
日高齢者の方々の顔を見て，大いに話し，わがま
まを聞いたり，難しい局面になると本学出身の後
輩である市内の医療機関のケースワーカーに相談
したりと，日々楽しい職場でした。
　だが，平成15年の地方自治法の改正により，「公
の施設」も民間活用ができるようになり，養護老
人ホームも「指定管理者制度」を採用し，配属先
の老人ホームは近くに特別養護老人ホームやグ
ループホーム等を経営している社会福祉法人にお
願いすることになりました。たった１年間の配属
となりました。

７．介護保険

　平成22（2010）年４月からは，合併した町の中
の総合支所にある「健康福祉課」に配属されまし
た。本庁では，障害者福祉・高齢者福祉・介護保
険・児童福祉・生活保護・地域福祉・成人保健・
母子保健といった部署が合わさった職場です。
　その中で，主に介護保険を担当しています。そ
して，偶然にも「第５期高齢者福祉計画及び介護
保険事業計画」策定に関わることとなりました。
　平成24（2012）年からの３年間の介護サービス
量を決定し，保険料を設定するための会議です。
　皆さんもご存知のとおり，「介護保険」は，介
護が必要になっても，①住み慣れた地域や住まい
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で，②自らサービスで選択し，③自らの能力を最
大限発揮して，尊厳のある自立した生活をおくれ
るよう2000年に創設されました。しかし，高齢化
の急速な進展や，地域社会や家族関係が変容して
いく中では，さらに制度の見直しが必要です。介
護保険が始まって９年間で介護サービスを受ける
高齢者の数は2.6倍となり，予想以上に介護を必
要する人数や必要とする介護サービス量も増大し
ています。
　昨今，介護を苦にした介護殺人や介護自殺と
いった事件など，家族や地域では抱えることがで
きない，介護サービスだけでは解消しない，制度
外のサービスを含めた包括的なシステムづくりの
必要性が高まっています。
　介護給付が増大する中で，各地域ではそれぞれ
必要とするサービスがおのずと違ってきます。今
回の計画では，「日常生活圏域ニーズ調査」を行
い①どこに，②どのような支援を必要としている
高齢者が，③どの程度生活しているのか等をより
的確に把握する必要があるとしています。このよ
うな厚労省の提案を受けて本市でも「ニーズ調
査」を2011年初めに行うよう準備しています。
　他方，サービス量が拡大する中で給付と負担の
関係が明確なため，給付負担割合を増やすとか保
険料の値上げといった議論が始まっています。

８．おわりに

　卒業をして福祉に携わった当時と介護保険制度
がすでには始まって数年後に福祉の現場に戻っ
て，大きく様変わりしたことに愕然といたしまし
た。たしかに，以前のサービスは，必要としてい
ても行政側が決定したサービスしか受けられず，
対象者も限定的となりました。しかし，介護保険
が始まってからは介護を必要とする人が誰もが利
用ができる制度に変わったわけですから非常に使
いやすくなったのです。
　現在，福祉サービスを必要とする方々が年々増
大する中で，福祉の現場では離職率の高さや賃金
の不安定さなど表面に大きく浮き彫りになりまし
た。福祉の職へ進もうと思われる皆様には不安感
を持っておられる方もいるかと思いますが，福祉
の現場に多数の若い方々がおられる光景を見ます
と安心感を覚えます。

福祉の現場では，業務を担う職員の資質の向上に
努め，業務体制が円滑に実施できるような人員配
置について円滑にできるように検討を始めてお
り，専門的知識をもった皆様を必要していると思
います。介護保険やサービスばかりでなく，人々
が直面する生活に関することなど広く学習され，
職に就かれても専門性を磨かれるようにがんばっ
ていただきたいと思います。
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１．あまり眠れなかった入学式前夜

　晴れやかな気持ちで入学式を迎えるはずだった
のに，この日を絶望的な気持ちで迎えた。
　入学式のちょうど一週間前。まだ冬の寒さが残
る三月下旬，友人と二人で初めて国際大学を訪れ
た。丁度，大学も春休みでキャンパス内はあまり
人気がなかった。そのこともあってなのか，これ
から始まる大学生活が全く思い描けなかった。
　私がこんな気持ちでいたのには，大きな理由が
ある。私は本学が第一志望の大学ではなかったの
だ。その上，三月中旬まで某国立大学の後期試験
を受けるため受験勉強に励んでいた。後期試験の
結果発表の後，その日には本学への入学手続き終
えた。忙しさで気を紛らわせていたものの，よう
やく準備を終えた入学式前夜は様々な思いが交錯
し，あまり眠れなかったことを今でもよく覚えて
いる。

２．サックスやらない？と近づいてこられて

　入学してからは，新しく始まった生活に戸惑
い，毎日がとにかく不安で不安で仕方がなかっ
た。その上大学での目標もなく，何を学び何のた
めに勉強すべきなのか，あの時は本当に分からず
毎晩毎晩泣いた。本気で学校を辞めようと何度も
思った。とにかく苦しくて苦しくて毎日が自分と
の葛藤の日々だった。今になってあの頃の自分を
振り返ると，よくもまあ，あれだけ苦しんだもん
だと思わず笑ってしまうが，あの時は自分を悲観
してばかりだったなと思う。
　新入生のオリエンテーションを終えて教室から
出た時，サークル勧誘に捕まった。「サックスや
らない？」と吹奏楽部の先輩が近づいてきた。中
高６年間，吹奏楽をしていたのもあって，やって
みようかなと軽い気持ちでサークル見学へ行き，
そのまま入部した。これが，私にとって大きな転
機となった。サークルが始まってからは，とにか
くサークルが楽しくてそのために学校へ行ってい

たようなものである。嫌で仕方なかった大学生活
に楽しみができ，少しずつ本来の明るさを取り戻
していった。
　あの時，私を勧誘してくれた先輩が誰だったの
か私自身も覚えていないし，たぶん，先輩の方も
覚えていないだろうと思う。だが，ちょっとした
人との関わりがこんなにも自分を変えてしまうな
んて今まで思いもしなかった。人との関わりが，
自分の人生にこんなに影響してくることを大学に
入ってからようやく理解した。人との出会いを，
もっと大切にしていこうと思った。また，可能な
限り率先して沢山の人と関わっていこうと思っ
た。人との出会いは，一期一会。他人の人生を変
えられるだけの大きな力は私にはないが，あいつ
に出会えて良かったと一人にでも思ってもらえる
ような人間になりたいと思うようになった。

３．新入生ゼミとの出会い

　私にとっての大きな出会い。もう一つの出会い
は新入生ゼミとの出会いである。将来，ソーシャ
ルワーカーとして社会に出ることを目指す私たち
にとって一番必要なもの。それは，他者とのコ
ミュニケーション能力である。新ゼミで簡単なレ
クリエーションを通して，他者との関わり方を学
んでいった。最初は簡単に自己紹介からだった
が，自己紹介一つでも個性が表れる。ユーモアを
交えながら和やかな雰囲気で話す人もいれば，恥
ずかしそうにボソボソと話す人もいる。表情や話
し方，特有な雰囲気など当たり前のことなのだ
が，個人個人でやはり異なる。接する相手によっ
て，アプローチの仕方を変えていく必要がある。
　私はなかなか初対面の人と上手く話しをするこ
とができず，あまり知らない人と話すことが正直
苦手だった。元々，人見知りであるのもあるが，
あまり話す機会のない人と話すとなると妙に緊張
してしまい会話が続くことがなく，気まずい時間
を過ごすことが多かった。そんな私を変えること

自分にとって，とりあえずの快挙

	 １年　木　場　智　美

エッセイ
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となった一言，「相手の話を聞き出す前に，まず
自分のことから話せ」。この一言は私にとって衝
撃的であった。今まで相手の話を上手く聞き出せ
る人こそが，話上手であると思っていた。だが，
その前にまず自分のことも上手く話せなければな
らないことを知った。
　授業でも，実際に一対一でクラスの人から話を
聞き出すという機会が設けられたが，思った以上
に難しかった。私たちのペアはどちらも消極的
で，お互い上手く話しを聞き出すことができな
かった。その時，ペアの人の「どっちもあまり相
手に迫っていかないから話せないよね」という一
言にはっとした。どちらも消極的であるならば，
どちらかは積極的になる必要がある。逆に，どち
らも積極的であるならば，一人は受け身になる必
要がある。プロとしてクライエントと接する際
も，クライエントに合わせて臨機応変に自分の立
ち位置を変えていく必要があることを学んだ。

４．少し早いけど，人生いろいろ

　初対面の人を目の前にするとがちがちに緊張し
てしまうくせに，人と関わることが大好きという
私。人の笑顔を見ることが大好きで，自分の言っ
た冗談で笑ってもらえた時は嬉しくて仕方がな
い。
　高校時代まで，バイトができなかったので大学
に入ったら絶対バイトをしたいと思っていた。夏
休みから面接を受け始めたが，何度も落ち続け諦
めていた頃に出会ったのが今のバイト先である。
レジをしているが，機械音痴の私は悪戦苦闘，エ
ラーを出しては，社員さんに泣きつくのを繰り返
す。なんとも情けない自分であったが，逆にそれ
が社員さんや同僚には面白かったらしく，今では

「こばっち」と呼んでもらえるようにもなり楽し
く働かせてもらっている。
　だが，同時に人間関係で悩むことも多々ある。
大学に入ってからも，なかなか上手くいかず塞ぎ
こんでしまった時期もあった。人間一人では生き
られない以上，この苦悩から逃れられない。だが，
救ってくれるのも同じ人間。高校を卒業して以来
全く逢ってなかった友達と，夏休みに集まる機会
があった。世間では名の通った国公立大学に進学
した友達が，「偏差値の高い大学に行ったら，人

間関係が楽だと思ってたけど，やっぱそんなに甘
くはなかったよ。」とボソッと言った。私の通っ
ていた高校も世間では名の通った進学校だった。
朝補習から始まり，毎日小テストや課題に追わ
れ，模試を受ける度に偏差値を突き付けられ，本
当に勉強漬けの毎日だった。それがお互いの団結
力を固めたのか，高校時代に培った友情は今も変
わらず続いている。
　私たちが一人で頑張ったり，慣れてない人や場
所で生きていけるのは，いざとなるとお互いに依
存し合える関係があるからだと思う。家族，友達，
先輩，後輩，恋人，関わりあい方はそれぞれだが，
単純に純粋に人と関わる楽しさ，喜び，幸せだけ
は忘れずに生きていきたいと思う。少しオーバー
な言い方かもしれないが，今日まで生きてこられ
たのも沢山の人に囲まれ支えられてきたからであ
る。これからも沢山の人に出会い，生きていくだ
ろう。

５．自分にとって，とりあえずの快挙

　実際，大学に入学してから一気に人間関係の幅
が広がった。その中で学んだこと，相手の話を聞
く時は，自分の価値観や先入観は極力取っ払うこ
と。生きてきた背景も，歩んでいる人生も異なる
わけだから，当然考えていることも捉え方も自分
と違う。自分が持っている価値観なんて本当に
ちっぽけなものだなと思い知らされることばかり
である。
　だが，大学には本当に様々な経歴を持つ人ばか
りだし，バイト先でも幅広い年代の人と関わるこ
とで，入学時よりも少しは広い視野で見られるよ
うにはなったと思う。絶対こうであらねばならな
い！と固定観念が強くあまり融通が利かなかった
自分にとって，とりあえずの快挙である。



－71－

2011年３月18日 第10号鹿児島国際大学社会福祉学会誌

１．はじめに

　入学して３ヶ月間，新入生ゼミでたくさんのこ
とを学ぶことができ，考えることができました。
高校生と大学生の大きな違いや，大学生活の送り
方を知り，クラスで簡単なゲームをしてみんなと
交流することもできました。ここでは，新入生ゼ
ミを中心に大学生活３ヶ月を振り返って，自分な
りに大学生とは何かについて考えてみました。

２．新入生ゼミで印象に残っていることから

　最初のゼミでは緊張しましたが，少人数という
こともあり，少しずつ慣れていき，毎時間楽しく
過ごすことができたと思います。特にゲーム感覚
での自己紹介は今までしたことがなかったのです
が，初めて緊張することなく楽しくできたことを
覚えています。みんなの顔と名前をすぐに覚える
ことができ，共通点が出てくると不思議と親近感
が湧いた気がしました。
　また，「ゆうかり」を輪読し，それについて１
人ずつコメントしていく授業では，みんなの考え
を聞くことができましたが，自分の考えをまと
め，伝えることはとても難しかったです。しかし，
先生が「間違いなどないから，自分の考えを言っ
てごらん」と言ってくださり，簡単なことでも，
素直に自分の考えを伝えることができるようにな
りました。同じ考えを持っている人から共感を得
たり，自分が伝えられるようになり，前向きにな
れた事が嬉しかったです。

３．「ゆうかり」の輪読を通じて

　その「ゆうかり第９号」を読んで１番印象的
だった作品は，鳥丸みなみさんの「進んで振り
返って前を見て」という作品です。
　大学にいた頃の自分のことについて書かれてい
ました。毎日遊びやバイトに明け暮れ，目標を
持っていませんでした。目標を持って，やりたい
ことの為に頼張っていた友人達に比べ，自分は目

標がなかったので，何がしたいのだろう？と，自
問自答していました。そんな時に，友人に思って
いることを打ち明け，自分も夢に向かって進みた
いと思い学校を辞めました。
　親に甘えていて心配をかけてしまい，自分が自
立するために家を出て正社員で働こうと思い，自
分のやりたいデザイン・ファッション系の会社に
決めました。仕事の幅が広がり，今は楽しく仕事
をしています。学生の時は後悔しない人生にする
と考えていましたが，今は失敗してたくさん後悔
することによって，自分が成長していけたらと
思っているそうです。
　この作品を読み，今の自分に目標が無く，なん
となく学生をしているという状況が一緒だと思
い，レポートや授業が中途半端になっていて，責
任の無さや周りに甘えていることに気付くことが
できました。今まで，後悔してからでは遅いから，
やることはしっかりやらなきゃと考えてきたけ
ど，後悔することによって学ぶことができ，そこ
から成長することもあるということが分かりまし
た。
　また，学校という環境だけでなく，全く違う環
境でも様々なことを学ぶことができることも分か
り，今興味があることを目標にしようと考えまし
た。どんなことでもいいから，１つ目標を持つこ
とで生活に変化ができ，今まで以上に楽しく過ご
すことができると思いました。

４．私が立てた小さな目標と結果

　先述したように私は，自分の考えを人に伝える
ことが苦手でしたが，授業の中で考えを伝えるこ
との大切さを知ることができました。これを毎時
間することによって，私は考えを伝えることを少
しは身につけることができると思いました。そう
実感したのは，クラスでレクリエーションをする
となったとき，何をするか意見を出し合い班に分
かれて企画書を作るときに，自分の意見や考えを

見つけることができた新しい自分

	 １年　加治佐　なつき

エッセイ
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伝えることができたからです。
　大学ではクラスごとに分かれて授業をするイ
メージがなく，必要もないと考えていました。し
かし，授業を受けていくうちに自分自身が変わっ
ていくことを実感できました。周りの状況や考え
に合わせることだけではなく，自分自身や，自分
の持っている考えを周囲に分かってもらおうとい
う姿勢が出てきました。それはまた，目常生活の
中でも役立ったと思います。考えや気持ちを自分
の中に溜め込むことが少なくなったからです。

５．最後に―私にとって大学生とは

　私にとって新入生ゼミとは，高校生から大学生
になる授業でした。３ヶ月問という短い期間でし
たが，自分の考えを人に伝えるなどについて今ま
での自分と考え方が変わってきており，人それぞ
れが持っている考えから，学ぶこともありまし
た。そのように考えるならば，今の私にとって大
学生とは，自分らしさを大切にしながらも，周り
から影響を受けて成長し，また新しい自分を見つ
けることかもしれません。これから先，たくさん
後悔することもあると思うけど，その時々できち
んと振り返りながら学び，自分が成長していけた
ら良いと思います。
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１．私が寂しがり屋になった理由

　私は，今実家の熊本を離れ鹿児島で一人暮らし
をしている。一人暮らしは孤独である。バイト後，
深夜に帰宅すると真っ暗な部屋が待ち構え，悲し
さが襲ってくる。しかし，私は一人でいることに
寂しさなど感じるような子どもではなかったと思
う。寂しがり屋の性格になったのには私の家族が
大きく関わっているのだと思う。私の家族は父，
母，妹，弟，私の５人家族である。特別すごいと
いったこともない，普通の家族。私を育ててくれ
た，支えてくれた家族が，私を寂しがり屋にした
んだと思う。それは高校２年の冬だった。

２．家族でソフトテニスにはまる

　中学１年生の時，友達の誘いでソフトテニス部
に入部した。はっきりとした入部動機はなかった
が，体を動かすことが元々好きだからと，父が運
動部しか入ることを許可しなかったこともある。
だから，何のためらいもなく入部した。週７日，
つまり休みなく毎日練習をした。顧問の先生は，
雷の音も聞こえない，雨が降ってるのもわからな
い，おなかもすかない鬼のような先生だった。し
かし，逃げたいと思うことはなく先生のテニスに
対する気持ちに負けないくらい私たち10人の同級
生もテニスにはまった。県大会などに出場するよ
うになり遠征は当たり前のようにあった。
　その度に，父，母，弟妹は応援に来てくれたし，
３年間父は運転手を快く引き受けてくれた。ま
た，ユニホーム代や遠征代に多くの出費があった
が両親は何も言わず出してくれていた。もともと
口数の少ない，あまり笑わない父だったので当時
どう思っていたかはわからないが，いやな顔一つ
せずいろいろとしてくれた。母は明るい性格で，
思ったことははっきり言う性格なので応援を楽し
んでいた。私が中３年の時，妹が入部してきた。
当時の妹は家の手伝いも気の向いた時しかしない
ような気分屋だったため，気が合わずケンカ腰の

会話が多く，取っ組み合いの喧嘩をする姉妹だっ
た。そのため部活の時は妹と会話をすることはほ
とんどなかった。

３．私のとった行動と失望

　中学校３年間テニスを思う存分した私は高校に
入ってもほとんど同じメンバーでソフトテニス部
に入り今まで同様に頑張った。先輩たちに追いつ
けるように毎日練習をした。高校に入ってからも
両親は試合の度に応援に来てくれた。弟妹も暇な
ときや遠征のときは両親に連れられて来ていた。
先輩たちが引退し，私たちが後輩を引っ張ってい
く番になった。中学校の時代の私たちを慕って
入ってきてくれた子ばかりだった。「すごい！」
と連呼され，先輩という圧力がなくなったことで
同級生は天狗になっていた。「練習をしなくても
強い」という考えすら頭をよぎっていたかもしれ
ない。
　後輩たちはそんな先輩に流されることなく練習
をしようとしたが，先輩がボールを打ち始めない
限り後輩は打てないという変な上下関係が暗黙の
了解のようにあったので，後輩は私たちが来るま
で１時間半ほど待機状態だった。それに気付いた
私は同級生には何も言わず，一人で後輩のもとに
行き一緒にテニスをすることが続いた。同級生が
気付いてくれることを信じて私は待ったが，気付
いてくれなかった。
　顧問に相談した。しかし私が嘘をついていると
言って信じてくれなかった。同級生も顧問も私の
行動や気持ちに付いてくれないこと，理解してく
れないことに憤りを感じ失望もした。しかし，私
は同級生に何も言わなかった。同級生には何も伝
えずソフトテニス部から離れ休部した。苦しくて
生きてる心地がせず母に何度も相談しようと思っ
た。でも，できなかった。今思えばプライドが高
かったのか自分の弱さを簡単に見せることができ
なかったのだろう。そのためか，小学６年生の時，

私が寂しがり屋になった理由

	 ２年　蓑　田　彩　紀

エッセイ
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軽いいじめにあっていた時も両親に相談しなかっ
た。しかし，母は気付いていたと思う。私がいじ
めに遭っていたことそして，現在テニスをしてい
ないことを。

４．退部と家族と最低な姉

　そんな時期に，とても大切な大会があった。も
ちろん練習をまともにしていないのだから勝てる
はずもなかった。しかし，同級生たちは声を揃え
て「練習したのに」と言い涙していた。本当に失
望した。「退部しよう。」という考えが頭をよぎっ
た。私は，今の現状や後輩の気持ちなどは何も部
員に伝えることなくテニス部から去った。離れて
から，今までのことを思い出すと家族が５年間私
にしてきてくれたことが思い出された。応援に来
てくれたこと，何も言わずお金を出してくれたこ
と，運転手をしてくれたこと。だから私は，なか
なか母に退部したいということを言えなかった。
いつかは伝えなくてはいけないと夜遅くまで悩む
日が続いたそんなある日，夜中に思い切って母に
切り出そうと寝室に行った。母は，黙って私を見
つめ「どうした？最近なにかあったんでしょ
う？」と言った。我慢していたものが全て出た。
詳細を伝えることはできなかったがいつも笑顔で
私たちを受け入れてくれる母ならわかってくれる
と信じた。
　しかし，母は私がテニスから逃げていることに
大反対し退部を許さなかった。「話し合いなさい」
これが母の出した答えだった。そんな冷たい態度
の母に，私は大きな声で鳴き叫びテニス部を辞め
たいと訴えた。この日のことを両隣の部屋の弟妹
も気づいていたのに私には何も言って来なかつ
た。気を遣っているようにも感じなかった。後か
ら知ったが，弟妹なりに考え母に密かに理由を聞
き出して原因を知った上で気を遣ってくれていた
のだ。弟妹の優しさを感じた。
　また，母がきつく突き放したように感じてし
まった私は夜，家に帰らなかったことがあった。
この時も弟妹は夜の街灯もない田舎道を走って探
してくれた。弟は風邪をひいて熱があったらし
い。野球にしか必死にならない弟が私を探してく
れたことにうれしく思った。今振り返ると，中学
生と小学生に気を遣わせていたなんて最低な姉だ

と思う。
　結局，何も解決しないまま時間だけが経った。
しかし，母はそれ以降何も言わなくなった。私が
自力で立ち上がるのをじっと見守ってくれていた
のである。父も「お前の思うようにしなさい。お
父さんが今までしてきたことは好きでやっていた
んだから。」と言い私を信じてくれた。

５．新しいスタートを切る

　私が退部を考えていたことを，後輩の中には私
が離れたことを自分のせいだという子，驚いて泣
きながらやってきた子，私が戻ってくることを信
じてくれている子，たくさんいた。しかし，私は
そんな心の広い優しい後輩を裏切った。同級生
が，「私に勝手に離れていい迷惑だ，言いたいこ
とがあるなら言え」と言ってきたのだ。この時の
私には退部しか頭になかったので，すべてを包み
隠さず伝えられたはずだったのに，自分の言葉と
して出てこず伝えることができなかった。同級生
の中には，気持ちを汲み取り「待つ」と言ってく
れた仲間もいたが，一人の子が「辞めれば」と
言ったことで私の中で悩んでいたことが吹っ切れ
た。この子にとって，私の退部は都合がよかった
ことを後から知った。悔しさが込み上げ，自分が
情けなくなった。
　だから私は，新たなスタートを切った。ソフト
ボール部に入部し，レギュラーを手にした。今，
私はここで頑張っているよと必死に伝えた。父も
母も再び応援に来てくれた。私が自力で立ち上が
れることは自分にもわからないくらいの大きな挫
折だったのに根気強く待ってくれたのだ。弟妹も
ソフトボールの方が姉には似合うと言って笑って
受け入れてくれた。家族の，私を信じてくれる言
葉と愛がなかったら，今の家族を愛する気持ちは
なかったと思う。

６．今，寂しがり屋の私が思うこと！

　そんな私も今年無事成人を迎える。高校の時に
経験したことは，私を強く逞しくしてくれた。当
時，喧嘩別れした仲間から今年連絡が入った。恨
むことももちろんあったが彼女たちがいなかった
ら，自分の意見を言える私は決して存在しなかっ
た。試練を与えてくれた彼女たちに感謝してい
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る。
　家族にももちろん感謝でいっぱいだ。母が私を
一度突き放したことは母自身も辛かっただろう。
しかし，母は耐え待ってくれた。とても強い人で
ある。父はそっと見守り，立ち直ったとき笑顔で
迎えてくれた。弟妹は，今も変わらず私を受け入
れてくれる。
　家族から愛情をたくさんもらった私は，毎日連
絡を取り，家族なしの生活は考えられない。家族
の存在が今の私を支えている。だが，これからは
支えられるだけでなく，私も家族の支えになりた
いと思う。
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１．とにかく受かれば！大学に入れれば！

「やった－！受かった！」
　大学に受かったことが，というかとにかく大学
に入れるということが当初の私にとってとても喜
ばしいことでした。といっても，私の第一志望の
大学はここ鹿児島国際大学ではなく全く別の大学
でした。高３の夏から必死に頑張って AO 入試
も推薦入試も受けたのにあっけなく振られた，そ
の大学に私は未練タラタラでした。その気持ちと
同時にもう受験なんかどうでも良くなって先生に
言われるがままに受けた大学が鹿児島国際大学で
した。「とにかく受かれば，大学に入れれば，福
祉の勉強ができればそれでいい…。」そんな不純
な思いで入った大学でした。でも受かった時はそ
れなりに嬉しかったしそれなりにワクワクしまし
た。

２．平凡に進んだ大学生活

　入学式当日，慣れない交通機関に母と戸惑いな
がらも向かった大学。慣れないスーツに大きなド
キドキと不安で胸を膨らませながらの大学生デ
ビューでした。種子島から来た私は，当然知り合
いも５本の指で数えられる程しかおらず，誰も
知っている人がいない初めて来た学校の中に一人
投げ込まれた気分でした。今まで小規模校が当た
り前だった私にとって，入学生の多さに圧倒され
ました。もう帰りたい…と思った反面，このまま
ではいけない！と思い立った私は，あらゆる子た
ちにひたすら喋りかけ友達になってその日を乗り
切りました。そこからの学校生活も流れに流され
るままに平凡に進んでいきました。
　生まれてから高校までの18年間を種子島で過ご
してきて，ただでさえ鹿児島という地に慣れてい
ない私にとって，姉との二人暮らしと大学生活と
いう二つのものが同時にスタートし，最初はその
生活に慣れるのにとても大変でした。
　大学に入学して約１ヵ月が経ち，友達もたくさ

んでき授業にも意欲が増しボランティアサークル
にも仮入部して毎日楽しい日々を過ごしている矢
先でした。兄からの一本の電話で私の目の前の光
は真っ暗になりました。

３．嫌だ ･･･ ！嫌だ ･･･ ！嘘だ ･･･ ！

「お父さんが倒れた！すぐ帰ってこい！」
　何が何だかわかりませんでした。兄の言葉がう
まく自分の頭の中に入ってこず，真っ白になりま
した。何で帰ってこい？わざわざ帰るほどひどい
状態なのだろうか？そんなことを何度も何度も繰
り返し思いました。
「姉ちゃん，まさか…だよね？」
「いや，お父さんに限ってそんなことはなか
よ！」
　と自分に言い聞かせるように姉は私に答えまし
た。私も自分にそうやって言い聞かせました。種
子島に着いたらすぐ父のいる病院に向かいまし
た。病院の外に，いとこ，親戚の叔父，叔母，近
所の人達がたくさんいる光景を見て一瞬で，ただ
ごとじゃない ! と理解しました。
「はよう，父ちゃんのとこ行ってやれ！はよう！
はよう！」
　私たち姉妹は，全力で階段を駆け上り2階の病
室へと走りました。ドアを開けた瞬間，青ざめた
顔の父の横で泣き崩れている母がいました。父が
なぜそんな状態でベッドに横になっているのかも
分からぬまま，勝手に涙だけが私の頬をボロボロ
と伝いました。
「嫌だ ･･・！嫌だ ･･・！嘘だ ･･・！」
　と首を振るのがその時の私には精一杯で，ただ
ただ目の前の現実を嘘だと自分に言い聞かせまし
た。それから当分私は父の死を受け入れられずに
いました。その日から私は抜け殻になったかのよ
うに日々を過ごしていました。母は私たち以上に
そうだったと思います。

やっと掴んだキャンパスライフ！

	 ２年　下　園　　　歩
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４．大学を辞めるなよ！

　母はだんだんと痩せていき心からの笑いを失っ
ていました。私もその日から，人と会うのが怖く
なり，大学に行きたくありませんでした。大学を
辞めようと何度も何度も考えました。そんな時，

「父ちゃんがせっかく汗水たらして働いて行かせ
てくれた大学を絶対辞めるなよ！」
という叔父の言葉にハッと我にかえりました。大
学を辞めたら自分まで駄目になってしまう…そう
思いました。自分にはなにができる?と考えた時，
勉強を頑張って高校の時から父に話していた夢で
ある，社会福祉士になることが，何よりも父への
恩返しになると思いました。勉強だけは必死に頑
張りました。しかし，まだまだ大学の人ごみの中
になじめませんでした。仮入部していたサークル
も辞め，バイトもせず，ただただ大学に授業を受
けに行くつまらない日々…。寂しくて心が折れそ
うで，毎晩毎晩母に電話をしては泣いていまし
た。

５．お父さん。やっとここまで来れたよ！

　でもそんな時，心から分かり合える友達と出逢
いました。
「変わろう！」
　彼女たちが私にそう思わせてくれました。こん
な自分と一緒に泣いたり笑ったり怒ったりしてく
れる彼女たちと出逢って，一気に自分の考えが変
わりました。この国際大学に来なかったら，こん
な素晴らしい仲間とも出逢わなかったと思うと，
本当にこの大学に来てよかったなあと改めて思い
ます。
　グダグダしていた１年間を取り戻すかのよう
に，２年生になった今ではバイトも始めサークル
にも入り，たくさんの人との交流の輸も広がり，
毎日充実した日々を送っています。
　たくさんの人を笑顔にしていた父のように，こ
れから生きるはずだった父の分まで，私もたくさ
んの人を笑顔にしていきたいです。父が生きてい
た当時は恥ずかしくて言えなかった言葉も今なら
自信を持って言えます。
「ありがとう，お父さん。やっと…やっとここま
で来れたよ！」
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１．新鮮な毎日

　私とレジとの出会いは，高校３年生の12月だ。
初めてのアルバイトということで何をしようかと
迷っていた私に母が「レジに空きあるけど」と
言ってきた。母は近くのスーパーの鮮魚で働いて
いて情報を持っていた。私は人が好きなのでレジ
の仕事に魅力を感じた。最初の頃は毎日が新鮮
だった。しかし金を稼ぐということは非常に大変
でイヤになることも多かった。

２．熱い想いとともに

　そんなレジ体験のなかで私がすごく惨めになる
ことがある。レジというのは，レジ打ちだけでは
なく食品補充や包装などいろいろ仕事がある。私
がレジを始めて２回目のバレンタインデーの日の
ことだった。お客さんがとても多く忙しかった。
そんな中チョコの包装も多かった。私はそのチョ
コを一つ一一つ丁寧に包装していった。すると
あっという間に時間は過ぎて閉店になっていた。
私は大学最初のバレンタインデーでチョコをもら
うことはなく，ただただチョコを包装していた。
その包装されたチョコは熱い想いとともに届けら
れただろう。私はそのただただ包装をした惨めな
レジだった。

３．おばあちゃんの笑顔

　レジをしていると嬉しいこともある。買い物に
来るたびに必ず声をかけてくれるおばあちゃんが
いる。そのおばあちゃんはよく孫の話をしてくれ
て孫のことがすごく好きな様子がわかる。そんな
孫とリンクするのか私のことを気に入ってくれて
いる。
　ある日私のレジが込んでいるにも関わらず私の
レジに並んだ。「申し訳ございません。お待たせ
しました」と私が言うと，「いいのよ。並びたかっ
たんだから」とおばあちゃんが言った。すかさず
私も「僕もおばあちゃんに並んでほしかったんで

すよ」というとおばあちゃんは顔を赤らめて「あ
ら。
　好きになっちゃいそう」と言った。ちょろいも
んだと思った。年を取ってしまうとこんなにもす
ぐ好きになるのかと。それにしても，あのチャー
ミングな笑顔は正直言って可愛かった。あやうく
私もおちてしまうところだった。

４．おまえに対して

　私がレジをするうえで最もかけがえのない存在
がレジ本人である。レジと出会って４年目になる
が，現在使っているレジは２代目である。２代目
は初代に比べて性能とルックスがはるかにパワー
アップした。しかし便利にすることによって，そ
れなりに問題もある。
　まず，お札を数えるのが全自動になった。とて
も助かっているのだが，今日なんて5回は詰まっ
た。果たして便利といえるのかどうかわからな
い。次に商品をスキャンに通さないで登録すると
きにタッチパネルを使うのだが，とても押しづら
い。私自身の間題なのか，数回に一回は同時に2
つのボタンを押してしまい画面上に「二重スキャ
ン」という文字が出てくる。その文字を見る度に
腹を立てている自分がいる。そもそもタッチパネ
ル自体の反応がとても悪いからなんて言いたくな
る。

５．やっぱりおまえが

　それでも私は今日もレジを続けている。それは
なぜか。やはり私は人が好きだし何よりレジが好
きだ。あんなにも言うことを聞いてくれないと
こっちがムキになってしまう。いつまでも飽きさ
せない。気がつけばレジに４年目の片思いをして
いる私である。

私とレジ－４年目の片思い

	 ３年　瀬戸口　圭　佑
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１．はじめに～「なんとなく」が始まり～

　なんとなく入学した大学。なんとなく過ごして
きた約２年半。高校時代から私は深く考えず全て

「なんとなく」で過ごしてきました。
　社会福祉学科に入学したのはいいが，特に何の
目的もなくただ合格したからとりあえず大学に行
きたいから入学しました。大学に入ってから何か
やりたいことを見つければいいかなと考えていま
した。

２．大学１・２年～不安と焦りがあるが何もしな

い自分～

　入学したての頃は大学生活の何もかもが新鮮で
一日一日があっという間に過ぎていきました。し
かし楽しかったのは。１年生の前期だけでした。
なんとなく入学した私にとって周りはみんな何か
しら目標や目的を持って勉強している，その環境
で勉強することが苦痛になっていきました。授業
をさぼることも増えていきどんどんやる気がなく
なりました。この状態が３年生の初めまで続いて
いました。
　３年生となると就職についても考え始めなけれ
ばならない。自分が何をしたいかも分からない私
にとって，友人たちが卒業したらどんな職場で働
きたいなど話しているのを聞くことはプレッ
シャーにしか感じませんでした。自分に不安と焦
りを感じたまま夏休みを迎えました。

３．大学３年の夏～大学生活で初めてやり遂げた

こと～

　実習に行かない，バイトもしていない私は，夏
休みは実家に帰って過ごそうと決めていました。
ちょうどテストが終わっていつ帰ろうかなと考え
ていたとき母から電語がありました。「夏休み暇
だったらちょっとバイトしてみないね？」という
電話でした。私が小学生から高校生まで通ってい
た英会話教室の先生が新しく教室を開いたので夏

休みの間だけでも手伝いをしてほしいとのことで
した。実家に帰っても何もすることがない私はす
ぐに引き受けました。
　１週間に４日，１日６時間程度のバイトでした
３歳から小学生までの英会語のレッスンと中学生
の塾のお手伝いをさせてもらいました。長く英語
と接していなかったので最後まで戸惑いがありど
うすればいいか分かりませんでした。そんな私に
先生は「何も考えないでこども達と一緒に楽しめ
ばいいよ！！」と言いました。そう言われたとき
に何か一気に軽くなって昔に戻った気持ちで楽し
めました。一緒に楽しもうとすると自然とこども
達と同じ目線で色々な物を見れるようになり，余
計なことを考えずに純粋に楽しめている自分がい
ました。
　最初は暇だからという理由で引き受けたバイト
がとても楽しく毎日バイトの時間が待ち遠しくて
仕方ありませんでした。この２ヶ月間という短い
期間限定のバイトでしたが，私が大学生になって
から初めてきちんとやり遂げたことでした。

４．もう一つのきっかけ

　大学生になって特に何も夢中になることがな
かった私がこんなに何かに夢中になったことに自
分でも驚きました。家族からも「紫織がこんなに
生き生きしているのを久しぶりに見た。」と言わ
れ，本当に今までの私とは明らかに違うなと自分
で分かるくらいでした。
　この「バイト」という新しい一歩に踏み出せた
のは母と塾の恩師のおかげではもちろんあるので
すが，もう一つきっかけがありました。３年前期
のある授業で，「ゆうかり第９号」に載った鳥丸
みなみさんの「進んで振り返って前を見て」を読
んだことです。少し興味のあることが出てきて，
でも福祉とは全く関係のないことだったのでなか
なか誰にも言い出せずにいた時期でした。

なんとなく大学生

	 ３年　橋　口　紫　織
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５．おわりに～「なんとなく」からの脱出！～

　先輩は自分のやりたいこと，夢を追いかけるた
めに大きな決断をし，自分で一歩を踏み出してい
ました。今まで周りの目ばかり気にして何もでき
ずにいた私にとって鳥丸さんの文章はとても心に
残りました。その文章を読んでから私の中のモヤ
モヤが消え何かが吹っ切れました。それから素直
に自分のやりたいことが明確になってきました。
　鳥丸さんの文章を読むことがなかったら，私は
何も変わらず，今でもずっとうじうじしたままの

「なんとなく」大学生のままだったと思います。
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１．はじめに：自分史を通して

　私が大学に入学して３年が過ぎようとしている
が，未だにこれだといってやりたい職業も見つ
かっていない。興味があることは漠然とあるが，
それを職業にしたいかと言われればはっきりと答
えられない自分がいる。こんなことを言ったら何
のために大学に行ったのか，親不孝者だとか言わ
れるかもしれないが私自身大学にきたことに後悔
もしていない。こればかりは親に感謝しなければ
ならないと最近になって思う。
　昔も今も変わらず勉強嫌いなわたしが社会福祉
を学んで考えたことを，なぜ大学にきたのかつま
り自分史と照らし合わせながら述べてみたい。

２．「気合い」「根性」の小・中学時代

　私は小学３年生から中学・高校までの９年間，
バレーボールをしていた。母も姉も春の高校バ
レーに（全国大会）に出場するほどの実カだった
ため，私は常にプレッシャーを感じていた気がす
る。「遊びでやるのだったら辞めなさい」と何度
も言われる度に負けるものかと練習に励んでい
た。小学校３年生のバレーボールを始めた頃から
成績がガクンと落ち込んだ。言い訳をするわけで
はないが，その頃私の頭はバレーボールで埋め尽
くされていた。
　バレーの大会を週末に控えたある日抜き打ちテ
ストがあった。みんな出来ないだろうと思い，テ
スト用紙の裏にバレーのポジションを書いた。後
から間題を解こうと思ったが夢中になりチャイム
が鳴った。先生にはこっぴどく怒られ，親にも連
絡がいった。足取りが重いなか家に帰宅すると
怒っているかと思いきや母はテスト用紙を見て

「ポジション取りが上手いね」と褒めてくれたの
を今でもはっきりと覚えている。

３．挫折と大学進学への道

　そんな勉強嫌いの私が公立高校に入学出来る訳

もなく私立の高校に入学することになった。勉強
をしなかった自分のせいだとはいえ，強いチーム
でバレーボールをしたかった私にとってはとても
辛く，耐えがたいものだった。それと同時にずっ
と小学校から目標にしていた春の高校バレー（全
国大会）出場の夢さえも閉ざされてしまった。高
校１年生の始めの頃といったら何もやる気が起こ
らず，何かの抜け殻のようだったと自分でも思
う。
　中学校の友達がまたバレー部に誘ってくれたの
がきっかけで，またバレーボールを続けることに
なった。高校ではプレッシャーを感じることもな
く，バレーの楽しさを知ることが出来たと思う。
友達にも恵まれ，あんなにも入試に落ちた事を後
悔していた私が３年にもなるとこの学校に来てよ
かったとさえ思えるようになっていた。
　３年生になって部活を引退すると毎日暇な生活
が続き，初めて自分自身と向き合う時間が出来
た，顧問の先生，担任，教科担任といろいろな話
をした私は今までの自分自身の弱さ・甘さに気付
いた。そして，将来何になりたいかというより誰
かのために役に立ちたいという気持ちが強くなっ
た。そこで指定校推薦がある国際大学の社会福祉
学科に入学することにした。福祉という響きだけ
で人助けができると安易な気持ちで入学を決めて
しまった。

４．大学に入り，実習を通じて

　大学に入ってすぐの講義で「バイスティックの
７原則」について学んだ。そのなかで「受容」＝
クライエントのありのままを受け入れることに私
は疑問に思った。利用者とはいえ間違っているこ
とは間違っていると言ったほうが本当の援助にな
るのではないかと思ったがその後，援助者として
私情は持ち込んでならないことを気付かされた。
この気付きは私にとって今までの私が学んできた

「気合い」「根性」など覆す衝撃を与えた。新たな

社会福祉を学んで考えたことー自分史を通して－

	 ３年　有　村　久　美
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価値が芽生えた瞬間にも思えた。
　３年の夏休みに社会福祉協議会に実習に行くこ
とになった。実際に生の現場で地域福祉に関わる
ことができて勉強になったのだが，なにより感じ
たことは福祉職に関しての認識・価値観の違いで
あった。

５．おわりに：社会福祉を学んで考えたこと

　簡易児童館や高齢者福祉センターなど様々な利
用者の方と話す機会があったが，ほとんどの方が
社会福祉学科の実習だと聞いて，「社会福祉を学
んでいると偉い。やさしい子だね，大変だね」と
話された。それはある意味で社会福祉は必要であ
るものの，それを職業にする人が少ない今の日本
の現状を表しているのではないか。安い給料で労
働時間も長いことを誰もが知っており，それでも
誰か優しい人が職業として選んでくれることを信
じているのだと思う。
　そして大学で社会福祉を学びながら，自分史を
振り返ってみて思う。小学校３年の時の母のこと
ば，高校時代の友達の誘い，先生方との話は「気
合い」「根性」ではなかった。もう一度，自分か
ら「気合い」「根性」を入れるきっかけになった。

「受容」や，「誰もが住みやすい社会」ってどうやっ
て作るんだろうと思うことがある。
　おおげさに聞こえるかもしれないが，今回の実
習で何よりそのことを学んだ。社会福祉は本来，
誰かに任せることなく自分たちで誰もが住みやす
い社会をつくりあげることではないか。身近なと
ころから社会的認識を変えないことには誰もが住
みやすい社会にはならないと思う。
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１．はじめに－社会福祉学科を選んだ理由

　高校の時に習い事でいろんな人と関わり，その
中で児童養護施設の存在を知った。そこから本格
的に福祉を学んでみたくなり社会福祉学科に入学
した。しかし，大学に入ると学校が終わると父の
為に病院に通う生活が続き，私の大学生活って何
だろうと思った。
　１，２年は友達ともあまり遊べずに父の為に時
間を使う事が多かった。周囲の友達が羨ましく感
じたり，勉強も集中出来なかったりするのは父の
せいだと過ごしてきた。そして，３年生になり実
習で母子生活支援施設に行った。
　当初，児童養護施設に行きたい強い希望があっ
た。しかし，父の事や，自分が精神的にも実習施
設に泊まることや慣れない環境で生活することに
不安があり，実習担当の先生に相談すると母子生
活支援施設を紹介してもらうことができた。児童
施設には児童養護施設と母子生活支援施設の２種
類あり児童関係を経験してみたいと思っていたか
ら，母親の話も聴いてみたいと思った。

２．激変した私の家庭事情

　私が高校生の時に父が身体を壊し，今までのよ
うに仕事が出来なくなり，精神的にも経済的にも
家族みんなが大変苦労をした。私は私立の学校に
中高一貫して通わせてもらったが，２人の姉も学
生であり，大変な思いをしながら通わせてくれた
事に感謝しているが申し訳ない気持ちも同じよう
に感じている。
　それは家の経済状況を私なりに把握できていた
ので，私立の学校に通うことがとても辛くなり，
学校に行き友達と話をするだけで「この人たちは
何も不自由していないのだろうな。」「何で私だけ
こんな恵まれてないのだろう。」と思うようになっ
た。高校卒業の数日前に父が緊急入院し，つい最
近まで父は入院・手術・退院の繰り返しだった。

３．それでも楽しみになっていった実習

　母子生活支援施設を選択した実習で，私は児童

や母親と接し，職員の先生方の話を聞き，今まで
の幸／不幸へのこだわりがなくなっていった。
　最初は母子生活支援施設での生活は可哀想と
思っていたが，子どもや母親の活き活きとしてい
る姿を見ているうちに，改めて幸せって何だろう
と考えることができた。今まで幸せと言えば経済
的な面ばかりに目が行き，家庭の経済状況が苦し
い＝精神的にも余裕がなくなる＝不幸・恵まれな
いと思っていた。
　寮にいる多くの親子を見て傷を負っても，現在
は多くの利用者が不幸ではないのかもしれないと
感じた。職員の気遣いもその一つである。様々な
行事があり，私も一泊旅行と運動会に参加させて
もらった一泊旅行は実習始めの方にあり，とまど
いながらも職員の先生や利用者の母子が温かく接
してくれ，思っていたより実習に早く慣れる事が
できた。
　すぐに心を開いてくれない利用者もいたが，実
習期間に何度も話しかけたりする内に心を開き笑
顔で話しかけてくれるようになった。私も，それ
が嬉しく毎日の実習が楽しみになった。

４．周りの人達と円満な関係が築ける事

　実習に慣れていく中で母親が子どもに冷たくし
ているように感じる場面も見えてきた。それを見
て子どもを叱る難しさや，母親への対応の仕方が
難しく思えた。傷の癒えていない母や子もいるの
だと思い，悲しくなった。
　少し前まで私は父の事で，遊びや学習時間が削
られてしまい不幸だと思っていた。しかし，家族
や友人を含めた周囲の人に支えられ，大学生活を
継続して実習も終えることができた。そして今，
このようなことを書いていられる。傷を負った母
や子どもも，その後の周囲の対応や環境によって
癒されることもあるのではないか。
　私を頼ってくれる人がいたら力になりたい。幸
せって何だろう？今なら周囲の人達と円満な関係
が築ける事が，私は幸せだと思う。

幸せって何だろう？

	 ３年　川　添　沙津希
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１．「慣れる」とは

　「慣れる」ということばを携帯電話の Yahoo 辞
書で調べた。その状態に長く置かれたり，たびた
びそれを経験したりして違和感がなくなる。通常
のこととして受け入れられるようになる。という
ことである。
　私は今年の夏に，この慣れるということに対し
て疑問を感じた。その出来事は夏休みに１ヵ月の
実習を行った老人保健施設で起きた。
　老人保健施設とは，施設の中で生活をしてリハ
ビリを行いながら在宅復帰できるようにする施設
なのだが，現状は，入所が長期化してしまい，な
かなか在宅復帰ができていない。このような問題
も抱えている老人保健施設で実習を行っていた。
したがって色々なことが起こるのだが ････。

２．順調に進んでいた実習

　１週目が終わり２週目からデイケア実習になり
利用者の方々の送迎やリハビリの補助といった内
容で実習を行っていった。デイケアを利用される
方は，入所されている方に比べ介護度が低い方や
要介護ではなく要支援の方たちが利用されていた
のでコミュニケーションもよく取ることができ
た。
　順調に進んでいた実習だったが13日目にデイケ
ア利用の女性が亡くなった。本当に突然のことで
その時はどうすることもできない自分がいた。そ
の女性に会ったのは２回きりだったが，とてもお
しゃれでお話が好きだったのを今でも覚えてい
る。

３．そしてその出来事は起こった

　その日の昼食が終わり，午後から入浴介助の男
性をデイケアルームにお迎えに行ったところ今ま
でにない部屋の慌ただしさだった。他の利用者の
方もそわそわしているなかで意識が無くなってい
る彼女に，AED（自動体外式除細動器）の処置

が行われていた。
　その時私に任された仕事は，他の利用者の方を
別の部屋に移動させることだった。それから後に
どのようなことがデイケアルームで起こったかは
見ていないので分からない。ただ目の前にいる不
安そうな利用者の方のお話し相手になるので精一
杯だった。何もできなさに自分にがっかりした。
移動した部屋では，今まで感じたことのないよう
な空気が流れていた。じっと時間が過ぎていくの
を待つしかなかった。
　気がつけば利用者の方をお送りする時間になり
全員の方をお送りしてから施設に帰ると，彼女の
死を聞かされた。彼女の死は，心のどこかで感じ
ていたがそれよりも死のことをあっさりと伝えら
れたことに驚いた。職員の方からすると「日常茶
飯事ではないが働いていれば慣れてしまう」との
ことだった。

４．人の死に接するということ

　私は今まで生きてきた中で身内の死を体験した
ことがあるが，その時はただ会うことも話すこと
も出来なくなってしまったのだという寂しさだけ
だった。これからも私はそのような身内の亡くな
る場面に慣れることは絶対にないと思う。他方で
人の死は，時間が経てば普段は消えていても，自
分自身の中に忘れることのないものとして残り続
ける。考え方を変えれば死というか，その人がい
なくなったことに慣れたと言えるのかもしれな
い。
　実習中に亡くなった女性も２回ほど会って少し
話をした程度の関係ではあったが，亡くなったこ
とを聞かされたとき身内が亡くなったのと似たよ
うな気持ちになった。その時，死のことをあっさ
りと伝えた職員の方からも寂しさのようなものを
感じた。仕事とはいえ，人が亡くなる場面に慣れ
てしまっても悲しさを感じなくなることはないだ
ろう。悲しみも寂しさもしっかりと受け止めなが

慣れる

	 ３年　小　野　大　樹
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ら，仕事を続けるというような死との向き合い方
があるのかもしれない。それを人の死に慣れると
言えるかどうか分からないが。

５．実習から２ヶ月が過ぎて「慣れる」とは

　実習から２ヵ月が過ぎた今でもその女性の死に
対する慣れに疑問を感じる。人の感情で人の死に
接することに慣れてしまうほど恐いことはないの
ではないだろうか。実習先で人が亡くなる感覚は
自分の身内が亡くなるのとは違うのか？気になっ
ても慣れるくらいの振りをしないと仕事にならな
いのか。今も，冒頭に引用した「慣れる」の意味
は，人の死に接することに対しても簡単に使える
のだろうかと思っている。
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１．はじめに

　私は，今回社会福祉士の実習として，児童養護
施設で１ヵ月間実習をさせていただきました。私
は，今までに児童養護施設でのボランティアなど
をしたことがなかったので，とても緊張し，不安
な気持ちでした。しかし，子どもはとても好き
だったので，早く子どもたちと仲良くなろう !! な
ど，自分なりにしっかりと目標を持って実習に行
きました。

２．実習が始まって，名前を覚えて

　実習が始まり，初めて子どもたちにあったと
き，子どもたちは，皆笑顔で私を迎えてくれまし
た。しかし，何かよそよそしい感じがしたので，
私は早くこの関係ではなく，何でも話せるぐらい
仲良くなりたいな！と思い，自分から話しかけて
いこう！と決めました。
　担当の先生に「子どもたちは実習生慣れしてま
すよ！」と言われましたが，１ヶ月という限られ
た時間しかないので，この中で信頼関係を築くの
はとても難しいことだと思いました。
　私は，とりあえず皆の名前を第一に覚えまし
た。子どもたちは，自分の事を覚えてもらったこ
とにより，最初に会ったときとは違う感じで私に
接してくれました。
　児童養護施設の設備はとても工夫されていまし
た。子どもたちにとっては，私たちが家で生活す
るように，皆自分たちの家なので，一つの部屋で
も，皆それぞれ少しだけでも自分の空間がありま
した。同じ部屋でも，ちょっとした空間があるだ
けで，自分の空間が作れると思うので，いいこと
だと思いました。

３．喧嘩の仲裁に学びながら

　私は，実習でたびたび子どもの喧嘩などを見ま
した。高校生と小学生の喧嘩を見たときに，反抗
のできない小学生を相手にどんどんエスカレート

していく高校生をどのように止めればいいのか分
からず，先生を頼ってしまいました。慣れた先生
方はお互いを離し，それぞれの言い分を聞いたう
えで，注意をしていました。簡単なことと思いが
ちでも，いざ自分の前で喧嘩をしているとどうし
ていいのか分からなくなってしまうということを
学びました。
　子どもたちはよく喧嘩をすると思うので，どこ
から仲裁にはいればいいのか？や，どのように注
意すればいいのか？というのは，とても大変でし
た。施設の先生方は違うホームの先生方と連携を
とりながら，子どもたちにとって一番いい喧嘩の
仲裁などを考えていて，とても参考になり場面が
多かったです。職員の仲がいい施設が子どもたち
にもいい影響を与えているのだと感じました。

４．おわりに

　今回実習を通して子どもたちと１ヶ月生活し
て，一番印象に残っているのは，子どもたちは皆
とても明るいな ! と思いました。子どもたちの生
活の場で１ヶ月共に生活させてもらったのに，一
人も嫌な顔をせずに，生活をしてくれました。
色々な事情により施設で生活をしていると思いま
すが，子どもたちは，とてもまっすぐに伸びてい
たと思います。
　１ヶ月という時間だったので，まだまだ子ども
のいいところなど，分からないことがほとんどだ
と思いますが，これから先も実習先に顔を出して
いきたいと思います。決して，実習だけの関わり
にはなりたくないと思いました。これから先，福
祉に関わっていくか分かりませんが，実習を通し
て私が学んだ事は決して無駄にならないと思いま
した。

実習を通して学んだ事

	 ３年　村　田　　　亮
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１．バイト許可証持って走るところから

　私は , 大学受験が終わった瞬間「バイトしな
きゃ！」と思い , まず高校にバイト許可証をもら
うという進学校からしたらちょっと異端な生徒
だったのですが , このちょっとした行動もこの先
の生き方にまで関わってくるなんてその時は考え
もしませんでした。
　無難にバイトできる理由が浮かんで高校生でも
雇ってくれるところというとそんなになくて春先
にある有名子ども向けイベントに応募。見事不採
用。せっかくバイト許可証もらったのだから , と
思い別のところで有効活用しようと思って次の候
補を探すと谷山にある某有名おもちゃやさんが高
校生も募集していたのでそこに決定 ! というわけ
で面接に行くと即採用。仕事も楽しいし働いてい
る人たちもいい人たちでよかったと安堵している
うちに大学生になっていました。

２．バイト先の休憩室で

　そろそろ入るサークル決めなきゃいけないな ,
と友達といろいろ悩みに悩んでいたところバイト
先の休憩室で同じ大学の１つ上の先輩を発見。話
してみると音楽系サークルに所属しているとか。
私は小さいころからバンドが好きでいろいろと聞
いてはいたもののプレイしようなんて思ったこと
もなかったし , まずバンドといえばヴォーカルく
らいしか目に入ってないようなど素人。
　とりあえず見学に行かせてもらうことにしてそ
の週の木曜日。見学に行くと怖そうな先輩たちが
ずらりと並んでいて緊張しながらアンケート記入
し , なんとその場で入部決定。見たこともないべ
一スを担当することに。

３．偶然というか必然というか ･････

　こんな感じで音楽と出会ったのですが , サーク
ルに勧誘してくれた先輩は , バイクで事故を起こ
してなければバイトしてなかった , と言っていま

した。私自身イベントのバイトが不採用じゃなけ
ればそこでバイトしてなかったし , 偶然というか
必然というか運命とかそういう類のものを信じず
にはいられません。
　音楽と出会えたこともですが , もしその先輩と
出会ってなければ今の仲間とも当然出会ってない
し , こんな毎日を送れてないし , もしかしたらす
ごくつまらない大学生活を送っていたかもしれま
せん。

４．怖くはあるけど，嫌いじゃないです

　こんな小さな出来事が積み重なって色々な人や
ものと出会うきっかけになるというのはすごいこ
とだとは思いませんか？
　もし , あの時「うん」と言っていなければまた
違う未来が存在したのです。
　もし , 昔お父さんがチャラ男から改心してお母
さんをナンパしていなかったら私はこの世に存在
すらしていなかった。
　世の中はすべて小さなきっかけで構成されてい
てそのきっかけを如何に大事に出来るか , 自分の
望む未来のためにどう取捨選択していくか。少し
怖くはあるけど , やっぱり後悔は付き物だけど今
の生き方 , 私はそんなに嫌いじゃないです。

小さなきっかけによる今

	 ３年　大　山　美紀子
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１．変わった先生とは

　私が通っていた小学校，中学校，高校には必ず
一人は先生らしからぬ先生がいた。そして現在
通っている大学にもいる。簡単に言うと，「変わっ
た先生」。ここで一言断っておきたい。「変わった
先生」という言い方は一般的にはあまり良い意味
で使われないが，ここではむしろプラスの意味で
使う。ちなみに，本文で出てくる「先生」という
表現は，「変わった先生」を意味するのでご了承
下さい。
　さて，そんな尊敬すべき「変わった先生」方は，
その性質上様々な名言を残す。そしてその言葉は
長い月日が流れたとしても，生徒の心に深く刻ま
れるものである。私も，その言葉に影響を受けた
一人だ。ある授業で小学５年の頃の担任が，「大
学は楽しいところ」という事を面白おかしく語っ
ていた。私にとってその言葉は妙に印象的かつ魅
力的で，瞬時にインプットされてしまった。そし
て後に，現在の私が在りこれを書いているのだか
らなんだか変な感じがする。

２．イジンの偉業

　それはさておき。そんな生徒の人生に影響を与
えかねない先生方には，きっと共通点があるに違
いないと勝手に思い込んだ私は，それを探してみ
ることにした。すると先生方には，３つの特徴が
あることに気付いた。１つ目は，良くも悪くも声
がでかい点，２つ目は，名言過ぎるが故に誤解を
受けやすい言動が多い点，３つ目は，本当はとっ
ても生徒思いの先生なのに一生懸命すぎて生徒に
勘違いをされやすい点である。１つ目について
は，そのままの意味である。高校の頃の N 先生
については，授業中の声が大音量過ぎて隣のクラ
スからの苦情が絶えなかった。２つ目について
は，前半に述べたような人生に影響するエピソー
ドは，キレイな思い出だ。しかし全くキレイでな
いものもある訳で。

例えば，中学の頃の先生の話。見た目がゴツくて，
強面な社会担当の K 先生は，時々オカマ言葉を
使用し，授業はよく脱線する人だった。またその
K 先生がする話は，あまりにもマニアックすぎて
生徒は困惑する始末。そしてその極め付けが，K
先生の人生の研究テーマ。それは，「世界の葬式，
う○こ，ミイラ」である。歴史の年号もろくに覚
えていない私が，先生の研究テーマを８年経った
今でも覚えているとは，K 先生恐るべし。しかし
実は，このテーマにはとっても深い意味があるの
だが，ここでは特に触れない。そして先生方の一
番の見せ場である，３つ目の特徴。この特徴は，
学生時代にはあまり気付きにくいもので，学年が
上がったり，教科坦が変わったり，卒業した後に
初めてその良さに気付かされることが多い。

３．あったかい社会と料理的数学

　２つ目の特徴の時に登場した K 先生や，前半
に少し登場した N 先生も本当に良い先生だった。
K 先生はその見た目や言動とは裏腹に，当時成長
痛により膝を痛め体育など見学が多かった私に，

「膝の調子はどげんな？」とよく声をかけてくれ
る，あったかい先生だった。そんな先生だったこ
ともあり，学年が上がり教科坦が変わりあまり授
業では会わなくなっても，K 先生を遠目に見つけ
るとよく「K せんせ～い！！」と大声で叫んで手
を振ったりしていた。
　高校時代の N 先生は，今まで出会った先生の
中で声のでかさでは首位を争う。またその授業は
とてもユニークで，それはまるで１つのエンター
テイメントのようだった。N 先生は数学に先生な
のだが，授業で出てくる公式には必ずｘや y の
代わりに，リンゴやバナナそれで足りなければ，
ブドウの絵をそこに描き入れて使用する。N 先生
曰く，「x や y は普段使い慣れないものだから，
そこに数字を代入することをうまくイメージでき
ない人がいるんですね。だから先生は考えたんで

スイッチー大学は楽しいところ

	 ３年　安　留　綾　乃
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すよ。普段から親しみのある，リンゴやバナナを
x や y の代わりに使う事で，より公式に親しみを
持ち，より代入しやすく，より使いやすくなるの
ではないかとですね。」確かに，公式にリンゴや
バナナを使用することは斬新な発想であり，イン
パクトが大きく記憶に残りやすい。ただし，リン
ゴやバナナを使わなければならないとか，そうい
う固定観念や，何故リンゴやバナナを使うのかと
いった疑問を持つことは，混乱するので避けた方
が良い。ここで重要なのは，リンゴやバナナでは
ない。いかに使い慣れない公式を，必要な時に使
いこなすか。それを追求した結果，N 先生は日常
生活で使わない x や y を使用せずに，身近なリ
ンゴやバナナに置き換えることによって，数学の
公式をまるで料理のレシピのように生徒たちの前
に登場させて，理解しやすいようにしたのであ
る。要するに，このリンゴやバナナは身近なもの
であれば，車や猫でも何でもいいのだ。

４．数学的恋と秋の空

　さて，ここまで一通り先生方の紹介が済んだと
ころで本題に入っていこうと思う。前に登場した
N 先生の授業の中の言葉の中に，「恋のスイッチ」
というものがあった。もちろん数学の授業であ
る。N先生によると「恋のスイッチ」とは，「好き」

「嫌い」のスイッチの事を指し，それは脳内のと
ても近いところに存在するのだという。それ故
に，人は今まであんなに好きだった人の事を，あ
る事がきっかけで嫌いになってしまったり，また
逆に今まで嫌いだった人の良い一面を思いがけず
知ることで，好きになる事もあると N 先生は言
う。この例えは要するに，好きなものであっても
嫌いなものであっても常に視野を広く持ち，その
シチュエーションに応じて正しき物事を見極め，
判断しなさいという教えである。（そして N 先生
は抜かりなく，この話を数学につなげていく。）

５．あなたのスイッチ，入っていますか

　ここでは，脳内スイッチの話が本当かどうかは
置いておいて，「恋のスイッチ」についてまじめ
に考えてみようと思う。私としては N 先生が言
うように，好きとか嫌いとかいう感情がスイッチ
のように，そうパッチンパッチン切り替わるとは

思えない。確かに世の中には，惚れやすい人や飽
きやすい人もいるが，それは大きく感情が変化し
た訳ではなく，その時の精神状態や環境，場の雰
囲気などによってもたらされる場合が多く，その
時の一時的な感情のゆらぎから発展するものでは
ないか。
　「恋は盲目」という言葉があるように，人は何
かに恋をするとはじめのうちは舞い上がり，たと
え相手の嫌いな部分が見えていても見ないように
したり，気付かなかったりすることがある。しか
し共に過ごす時間が長ければ長いほど，嫌いな一
面が嫌でも目についてくる。そうなった時，その
相手のマイナス面を受容できるかどうかで今後の
相手との方向性が変わってきたりする。つまり，
ある程度の付き合いの期間を経て，「冷めゆく好
きと積りゆく嫌い」，「積りゆく好きと見え難くな
る嫌い」もあったりするのではないかと思う。
嫌な部分というものは，ただ自分が最初から相手
を両目を閉じて見ていたから見えなかったり，気
付かなかったりするのであって，実は最初から
あったものに過ぎない。そうなると結局，N 先生
の言葉の通り，人に限らず物事，つまり相手に夢
中になることも悪いことではないが，そんな時こ
そ視野を広くして相手としっかり向き合う事が大
切であることに気付かされた。

　「あなたのスイッチ，入ってますか？」
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１．はじめに

　田畑ゼミに入って，私たちは，自主研究助成と
いうものがあることを知った。詳しい話を聞き自
主研究を行うことにした。先生と話し合いなが
ら，生活保護の日独比較というテーマに決めた。
その中で先生の提案もあり，二つの学外研修を行
うことになった。一つはハローワークの訪問，も
う一つが鹿児島市役所地域福祉課の訪問であっ
た。
　ここでは，11月９日の鹿児島市役所地域福祉課
訪問で，鹿児島県のホームレスの現状について学
んだことを中心に報告したい。鹿児島市民プラザ
の会議室で行われた研修は，貴重な資料も頂戴
し，たいへん有意義であった。

２．鹿児島のホームレスの現状

　日本のホームレスの定義は「ホームレスの自立
の支援等に関する特別措置法」にある，「都市公
園，河川，道路，駅舎その他の施設を故なく起居
の場所とし，日常生活を営んでいる者」となって
いて，ネットカフェ難民，マック難民は含まれな
い。これは世界の中でも限定的な定義である。
　鹿児島県におけるホームレスの人数は，43名

（男性36・女性１名・不明な方が６名）で，市内
には約30名いるそうである。ホームレスの実態の
把握は困難で，この数字は目視の人数であり，人
数は年々減ってきてはいるが住む場所を移動して
いる可能性もある。
　説明によると，ホームレスになった原因として
病気，家庭の問題がほとんどであるが，なかには
少数だが自ら好んでホームレスになっている方も
いるとのことである。しかし，ホームレスの原因
を個人に帰することはできないのであり，社会的
背景があることを忘れてはならないと思った。
　鹿児島市は，定期的に巡回しホームレスの現状
の把握に努め，同時に医療や生活保護の申請を薦
めたり，また住居の紹介や仕事を見つけるための

手助けをしたりしているが，そうした支援をホー
ムレス自らが拒否する場合もあるという。

３．おわりに－生活保護とホームレス支援

　今回の研修は，実際に活動をされている担当者
の経験に基づくお話であったので，大学の講義だ
けでは得られない貴重な学びになった。
　生活保護という仕組みの中で，ホームレスに対
する支援は様々行われている。前回訪問したハ
ローワークと連携した就労支援もその一つであ
る。しかし，こういった支援自体が就労意欲の低
下を招く可能性もある。また生活保護を受けるこ
と自体がスティグマとなる社会認識や環境が根強
くあるたため，受けたくないという問題もある。
　この研修で講義と現場を通じて，社会保障を学
ぶことの大切さや，物事を理解することの重要性
を理解できたので，ホームレス問題についても，
ちゃんと向き合って考えていきたいと思った。

学外研修－ホームレスについて学ぶ

	 ３年　上　野　達　宏

エッセイ
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１．はじめに－国家試験対策として

　私たち田畑ゼミナールでは，現役での社会福祉
士国家試験の合格に向けて日々勉強に励んでいま
す。実は金曜の３限のゼミ以外に，学生は週一回
１コマ（90分間）のサブゼミも行っています。し
かし先生からすると，水曜の３限と金曜の２限の
週２回になります（今年度の場合）。なぜならば，
私たち学生の時間割が窮屈になっているために，
全員がまとまって行うことができないからです。
　そんな中で行われるサブゼミを休んだりするゼ
ミ生もいて，指導される田畑先生に申し訳ない気
持ちになるときがあります。先生は多忙の中，時
間をつくってご指導されているのに，それに応え
ていないと思うからです。

２．そもそも田畑ゼミとは

　そもそも３年の田畑ゼミでは，色々な取り組み
の中の一つとして，学科開講の講義・社会保障論
をより的確に理解するための作業を行っていま
す。その日に行う範囲についてテキストと講義
ノートにそって予習し，講義ノートについた小問
題３～５問を解いておくことが求められます。ゼ
ミでは田畑先生が，ゼミ生の予習した範囲につい
て解説をします。小問題の答え合わせでは，誤っ
ている文章のどこがどのように間違っているかに
ついて学生に答えさせてから，先生は必要な事項
の補足をしてくれます。
　このように１年間，ゼミで学習する中で，ゼミ
テーマ「社会保障制度研究―所得・医療・介護」
について理解を深めることになり，今では，この
作業を基に，４年での演習論文のテーマや方法に
ついて考えるきっかけを下さっているんだと思え
るようになりました。

３．サブゼミで学ぶ中で

　それならば，サブゼミとは何かと言えば，田畑
先生の専門分野である社会保障制度関係の科目に
ついて，ゼミとは別に時間をとって，社会福祉士
国家試験の過去問を中心に勉強するものです。し
たがって社会保障論の毎回の予習より範囲は広く

なり，社会保障制度全般に渡って勉強することに
なります。つまり，ゼミとサブゼミが視点を変え
てつながっているんだなと思います。
　前述したように時間の都合上，参加できないゼ
ミ生もいましたが，自分の場合，幸い，既に必要
な科目は順調に取ることができたので，３年で登
録した科目は比較的少なく，あまり休むことなく
サブゼミに参加し続けることができました。
　その中で国家試験の問題を解くことで自分の知
らなかったことや理解の浅さが明確になり，より
一層勉強に取り組まなければならないという気持
ちになりました。勉強した分は必ず自分自身につ
いてくると思うので，自信を持つことにもつな
がってきました。
　また友達同士で間題を出題しあったりすること
で，欠けていた知識や苦手な分野に気づき克服す
ることができます。そして互いに刺激しあうこと
で，合格に向けた勉強に取り組めるようになって
いると思います。
　自分の場合，大学受験時には正直，何気ない気
持ちで社会福祉学科を選びましたが，福祉事務所
での実習を通して，特に生活保護制度について学
ぶ機会があり，実習前はぼんやりとしか想像でき
なかったのですが，実習後は実際に体験したこと
で理解を深めることができました。
　まだ将来のことについては，明確な希望がある
わけではありませんが，社会福祉，特に社会保障
制度について実習でも学ぶ中で自分もなにかしら
の形で福祉に携わる職業に就きたいと思うように
なりました。

４．おわりに－来年度のサブゼミに向けて

　来年度のサブゼミは，田畑ゼミの３･ ４年生の
ゼミ生で一緒に社会福祉士国家試験の対策として
取り組むことになっています。また，田畑ゼミの
学生でない人でも，先生の講義に参加し，国家試
験対策の勉強を切磋琢磨しながら取り組んでいる
方もいます。
　一度，田畑先生に声をかけてみて下さい。

サブゼミに学んで

	 ３年　倉　山　紀　彦
	 ３年　迫　田　佳　奈

エッセイ
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１．つながりを実感する年末年始

　2011年にかけての年末年始の頃のお話。休みに
入ると決まって集まる仲間や職場の同僚，そして
大学時代からの友人たちがいる。つながりを実感
する。１週間弱の長い休みの中に，たくさんの人
と会ったり話したり出来る年末年始。無精者の私
だが，周りに恵まれて昨年の年末年始から充実し
た休みを過ごすことが出来ている。当たり前のよ
うに感じるが，このように声がかかることは非常
にありがたい。
　出会いはとても大事だ。どこかで聞いたことの
あるフレーズではあるが，その時その瞬間にその
場にいなければつながらない縁もある。
　人は，今に至るまでには，様々な分岐点を知っ
てか知らずか選んでいるものだ。時にその選択は
自分にとって積極的な選択ではない事も多い。し
かし，振り返ってみれば意外とその選択も悪くな
かったかなと振り返ることが出来たりする。私に
とって大学時代とは，そういう時代だったように
感じている。

２．目標を失った入学当初

　高校の頃，大学に行くことはそのままその後の
人生を決めることだと勝手に考えていた。進学校
だった私の母校では，周りは皆有名な国立系の大
学に進むのが当たり前といった雰囲気で，学校の
教員になりたいという目標こそあれ，具体的なプ
ランは存在せず，私も流れのままに当然そのルー
トに乗る気でいた。高校時代少し遊びすぎたこと
もあり，浪人をして１年なんとなく過ごしてい
た。今考えれば浪人ぐらいしておけばモラトリア
ムも伸びるし，大学なんて適当に勉強しておけば
通るもんだとでも思っていたんだと思う。もちろ
んそんな気持ちのままでは志望校なんて通るわけ
もなく，あえなく受験は全滅。２浪目を選択する
か，地元の私大（つまり鹿児島国際大学）に行く

かの選択を迫られた。
　２浪目を過ごすほどの真剣さも熱意もなく，教
員になるという目標をかろうじて継続出来るとい
う理由だけで後者の選択肢を選んで受験した。セ
ンター利用で書類受験のみ。入学式まで中に入っ
た事すらなかった大学に私は入学した。自分の中
では完全に人生が終わった気になっていた。入学
当初，私は勝手に目標を失っていた。

３．刹那的な生き方

　そんなこんなで日々を過ごし始めたなかで，
様々な出会いを経験して行くこととなった。新ゼ
ミ，サークル，教員，大学職員など，様々な仲間
と出会うことで，少しずつ大学生活が楽しくなっ
ていった。とくにサークルでは器楽部に入り，バ
ンド活動に没頭した。その活動の中で尊敬できる
先輩や仲間と出会うことも出来た。
　何かに熱中出来ること，遊べることは人間に
とって素晴らしい才能だと思う。その瞬間，いや
なことも苦しいことからも解放されて楽しむこと
に集中できる。その中から目標となるものも見つ
ける事ができる事もある。３年の初めまで，私は
ぼんやりとミュージシャンになりたいなんて考え
も持っていたりした。今考えれば決して現実的で
はないが，当時はそれが目標だった気がする。と
にかく，ぼんやりと，ただなんとなく日々が過ぎ
ていた。その瞬間瞬間は一生懸命でも，その先に
つながる計画性は持ち合わせていなかった。生き
方が刹那的であったことは言うまでもなく，先の
事など考える余裕すらなかった。でも，その時の
生き方が，今になって考えるととても貴重な経験
を積ませてくれている。たくさんの人生の貯金と
なっている。今の仕事で一番必要となる「話題と
趣味の大事さ・それにまつわる人脈」は間違いな
くこの刹那的な生き方の時期に培われたものだ。
そう考えると人生に無駄は無いと改めて感じる。

出会いとつながりと必然性と

	 大学院福祉社会学研究科博士後期課程

	 　中　條　大　輔

エッセイ
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　そんな生き方をしていた２年間を終え，３年目
を迎えて間もなく，私は人生を変える出会いを経
験する。

４．運命の出会い

　福祉社会学部所属だった私は，２年までソー
シャルワークについてぼちぼち勉強していた。社
会科の教員志望だった私にとっては，人文系の小
難しい話題はちょうどよい学問だったのだろう。
後に大学院に進むが，当時はそんな気さらさらな
く，学問というよりは「暇つぶしのための学問」
だった事は事実だ（当時の教員の皆さん，本当に
ごめんなさい…）。
　そんな折，３年になって「精神保健福祉論」と

「精神医学」いう科目に興味を持った。ご存知の
通り，本学の医療福祉コースは「選抜制」である。
この「選抜制」という響きに私は惹かれた。目標
を失って勝手に挫折した気になっていた当時の私
にとっては，その「選抜制」という響きは稚拙な
エリート意識を満たしてくれるのには十分だっ
た。どんな学問か知らずに取りあえず科目履修
し，授業を受講。最初はなんとなく受講していた
のは今まで通り。
　しかし，この科目がものすごくおもしろかっ
た。知らず知らずに興味を持った私は，勉強する
うちに自身の体型へのコンプレックスと精神の
しょうがいを持つ人々のマイノリティさに共感を
得た。そして，真剣に勉強するようになった。今
考えればこの時に私は明確な目標を得ることがで
きた。稚拙なエリート意識も少しは持っておくも
のである。
　その後，４年になり，ゼミ・医療福祉コース・
サークルなどたくさんの仲間に支えられ，素晴ら
しい恩師にも恵まれたことで，私は一層ソーシャ
ルワーカーになるべく勉強を進めることとなる。
精神科病院の実習を経て，私はソーシャルワー
カーになることを自分の中で完全に決めた。実習
最終日の大泣き事件，４年最後の学園祭に国家試
験三カ月前にも関わらずフル出演，国家試験自己
採点で大きく凹む事件，無事合格し最初の就職を
したこと，大学院進学など，これまでにない様々
な経験を経て，卒業後，現在に至るまで精神科
ソーシャルワーカー（PSW）として働く事がで

きている。ちなみに，大学院時代にも大きな経験
をするのだが，それはまた別の機会ということ
で。わずか30年の人生ではあるが，つくづく，人
生の岐路とは分からないものだと感じる。

５．プロセスに無駄はない

　私の好きな言葉に「偶然はなく，世の中全ての
事は必然である」というものがある。今思えば，
私の「投げやりな入学」もそう感じたまま過ごし
たプロセスもきっと必然だったのだろう。全ての
過程には必ず意義がある。そして，今この瞬間も
きっと明日の糧になっている。そう感じると自然
に前向きに生きる事ができる。もちろん凹むこと
もあるが，それはそれと思える。そして，その過
程の中で出会った人たちとつながりをもつこと
で，もっといろいろな経験を積むことができる。
大学で出会った人々とは今も大事な関わりを持っ
ている。そこから広がった出会いもある。
　場面は戻り，年末のある飲み会。年の瀬のにぎ
やかな中，ふとそんな想いでニヤッとした。その
顔を怪訝に見つめる友人の顔をみて，私は思わず
笑い出す。片手には冷えたビール。もちろん目の
前の仲間は大学時代の仲間。
　大学の頃の私は少し焦りすぎていたのかもしれ
ない。出会いは必然であり，大事だ。焦らずゆっ
くり確実に。私の想いはそんな年の瀬の喧騒の中
で，今年もじっくりと醸造されている。
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１．はじめに－学科学会誌と筆者

本学社会福祉学会の歴史は1982年４月に遡り，
社会学部開設と同時にスタートしている。その
後，社会学部社会福祉学会は，2001年４月から福
祉社会学部が現代社会学科，社会福祉学科，児童
学科の３学科体制に再編されたところから社会福
祉学科社会福祉学会としての歩みを始める。活動
の一端を掲載した社会福祉学科社会福祉学会誌

「ゆうかり」第１号は，2002年３月に刊行された。
筆者は本誌「ゆうかり」には，2006年３月刊の

５号から関わらせてもらっている。2008年３月刊
の７号から全面的に関わるようになった。

２．学会誌をどのように編集してきたか

「隋筆かごしま」に，「ゆうかり」の編集方針と
「ゆうかり第７号」編集の楽屋裏を書いたことが
ある（崎原，2008a）。

３年前（2005年）に心がけたのは，学会活動
を通じて学生と OB，OG とのつながりの機会
を作ることであった。社会福祉学科設置は82年
４月だから，当時からでも25年近く経ってい
る。この歴史を地に足のついたネットワークと
して機能させるには何ができるかを考えてき
た。

同僚と始めたのが「社会福祉学科に求められ
るものは何か」というシンポジウム。卒業生と，
仕事や学生時代を語ろうという企画である。同
時に「合格体験記」「先輩たちは，今・ここで」

「寄稿」の各欄を設けて，誌面を学生と卒業生
の交流の場にしたいと思った。企画を進める中
で今回の編集担当に至るわけである。初登場の

「寄稿」欄では３人の学生とやりとりしながら
原稿を作ってきた。

「先輩達は，今・ここで」は筆者の非常勤先で
知り合った卒業生の先輩に声をかけて５号から始
めた。６号からＯＢ会を作るために高橋研究室に
関わっていた先輩達に戻して，鹿児島→鹿児島→
福岡→福岡→山口の順に各地で活躍する先輩達に
つなげられ，リレーエッセイの体裁を整えてき
た。「合格体験記」は６号から始め，その後，現
役合格者だけではなく，卒業後，仕事を続けなが
ら受験し合格した先輩の作品も掲載するように
なっている。両企画共に教員や学生からの推薦を
受けて続いている流れもある。

７号から実習教育に関わる内容として，事後実
習協議会（社会福祉士）から教員による実習教育
の現状と課題を含む当日の概要と，学生による実
習報告から始めた。８号の医療福祉（精神保健）
コースでは実習報告会に対する学生の参加記と，
教員による実習の在り方に対する反省と提言を含
む事後協議会報告記を掲載した。９号の心理教育
コースでは先輩達の実習報告に対する感想と自ら
の実習に対する感想を合わせたレポートを通じた
特別支援教育実習の事前・事前指導について報告
した。今号では入学後，すぐにコース選択を迫ら
れる介護コースの魅力を，介護現場で働き，現在
は実習センターで働くコースＯＢが書いている。

また７号から「寄稿」を「エッセイ」と改め，
８号からは，「先輩達は，今・ここで」から独立
した企画として先輩達の仕事から見た「鹿児島か
らの福祉・最前線」を始めて，こちらの執筆者は，
鹿児島→鹿児島→宮崎の順に各地で活躍する社会
福祉学科一期生でリレーしている。

８号では，６号の年度から始めたシンポジウム
「社会福祉学科に求められているものは何か」に，
福祉医療教育分野とは異なる民間金融機関に就職
した先輩を呼び，その体験をシンポジウム報告と
して掲載した。また，高校３年頃から振り返り，

先輩や学生と「ゆうかり」を作る中で見えてきたこと

―学科学会誌と社会福祉教育の連携のかたち―

	 社会福祉学科　崎　原　秀　樹

エッセイ
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民間企業へ就職するまでの試行錯誤を書いた４年
生のエッセイも掲載した。

９号では本誌には掲載してきた学会自主研究助
成による研究成果報告会を行い，そのレポートを
掲載した。県の事業「アイランドキャンパス」と
連携した，離島の社会調査の方法と内容について
学生がまとめたレポートを２本掲載した。また読
み応えのある作品が増える中で，作品の余白や裏
表紙を彩るイラストを，中退した先輩と学生が担
当してくれた。この先輩が「先輩達は，今・ここ
で」に書いたエッセイが在学生に与えた影響につ
いては後述する。

今回の10号では，社会福祉教育の入口との関連
で１年生が書いた授業内レポート「施設見学記
録」を掲載した。また新カリキュラムで独立した
科目「社会調査の基礎」，社会調査士資格取得と
の関連で，高橋研究室に商店街から協力依頼がき
た事業を取り上げた。その中から独居高齢者訪問
面接調査の，準備から報告書作成までの「汗」を
書く方法論を，ＯＧが研究ノートとしてまとめて
くれた。
「先輩達は，今・ここで」では転職経験を含め

たエッセイを掲載した。さらに，不定期だが編集
委員会を開き，学生に成果報告会レポート，シン
ポ記録を読んで，大学院シンポ参加記を書いても
らう他に編集の一部を担当してもらった。エッセ
イでは９号から作品の余白を彩るイラストを描い
ている学生のマンガ・エッセイを掲載した。

３．最近，流行りの○○教育との関連で

最近，大学の周辺ではキャリアデザイン教育，
初年次教育が叫ばれている。学生時代に何をどの
ように取り組み，振り返りながら，次にどのよう
につなげていくか，つまりキャリアデザインとは
人生設計のための日々の営みと，時折の振り返り
による軌道修正や確認の繰り返しをいうのではな
いだろうか。また初年次教育とは大学生として，
そのような取り組みと内省を繰り返す中で自分の
キャリアをデザインする姿勢や方法を身につける
環境や関係を教員－学生間，学生同士でどのよう
に作るかということだと筆者は考えている。

今，何をしたいのか，何をしたらよいのかにつ
いて相手を含む状況の中で今しかできないこと

と，将来に備えて今からしておいた方がよいこと
の折り合いがつけられない。結果，どちらも中途
半端になり時間だけがズルズル過ぎることを多く
の人が体験しているといったら間違いだろうか。
少なくとも学生に限らず，先輩や教員もかつて，
そして今もそのような経験をすることがあるから
こそ，これまでを振り返り，今後を見直すキャリ
アデザインが必要になると思うのだが。
「ゆうかり」の主な書き手はＯＢ・ＯＧを中心

とした先輩や学生で，教員は基本的には裏方に回
る。先述のシンポジウムでも当日の総合司会は学
生運営委員，コーディネーターはＯＢの職員か大
学院生が行っている。

ここでは長くなるが，９号の編集後記から引用
したい。

「先輩達は，今・ここで」の掲載は５回目を
迎えます。今回の書き手の一人はメールアドレ
ス変更のメールがきっかけです。本学を2年で
横に出て以来，一度会ったきりだった彼女に，
早速「どうしている？」と電話すると宮崎で働
いていました。寄稿をお願いすると「私のよう
な者でもよいなら，書かせて下さい」と快い返
事をくれました。

学生からクオラ・グループに就職が決まった
話を聞いた時のことです。「よかったね」と言
いながら，一昨年「ゆうかり７号」に，クオラ
病院勤務の先輩に書いてもらったことを思い出
した。「廣野さんって知ってる？」と訊くと

「知ってる。面接を受けた」と即答。「そうなん
だ。廣野さんが書いた文章知っている？」

「えっ，あるんですんか」「ゆうかりに書いても
らったよ」図書館の入口の立ち話は５号館３階
のコピー室の雑談に移りました。「ゆうかり７
号」を渡すと立ったまま，読み通し，「ロック
好きですか？らしいですね」「面白いでしょ」「面
白いっすね。今度会ったとき，読みましたよっ
て言えますね。先生にはやられた。先輩との
ネットワークのためにやっていると言っていた
けど。こんなところでつながるとは思わなかっ
た」と大きな声で笑っていました。

本学の門をくぐった人なら，仲間として迎
え，本学を通したつき合いから始めれば社会福
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祉，教育等の話題も地に足のついた内容とな
り，さらに高度な専門性も備えたかたちで語り
合える場が「ゆうかり」です。清水直樹先輩や
持田穣先輩には，それぞれの現場の最前線の話
を，歴史的背景も交えて書いて頂きました。清
水先輩を紹介して下さった森繁広先輩のサーク
ル「ふれあい」草創期の裏噺は，南秀平先輩，
田中美成子先輩の報告と併せて読めば鹿国大

（鹿経大）生活の今昔，別名「変わっていくも
のと変わらないもの」が見えてきます。また障
がい者の就労支援も松久保和俊先輩（講演要
旨）や櫛下町樹里先輩（ジョブコーチ体験談）
の話，３年生の横山美菜子さんの（講演）参加
記から入ると親しみやすいでしょう。

他にも優れた論考であるから面白い読み物が
満載の「ゆうかり」は，大学ホームページを通
じＰＤＦファイルで閲覧できます。1982年４月
開設の社会福祉学科は間もなく30周年です。学
科に関わった者同士という緩やかな結びつき，
つまりネットワークを起点にした各自の持ち場
からの皆さんの企画（提案）を含む参加をお待
ちしております。（S.H）

４．「ゆうかり」編集から見た社会福祉教育

「ゆうかり」掲載の作品の種類や内容は，多岐
に渡るが，方法の視点から共通することが一つあ
る。今ここで立ち止まって振り返り何を選び，ど
のように書くかを考え書いているのではないか。
自己開示とは，過去や状況の中の自分と，ある時
は寄り添い，ある時は突き放す中で，今の自分と
の関連を位置付けて表現する作業であろう。自己
覚知とはそのような自分への違和感も含めてねぎ
らい，次にどうしたらよいかを考えることではな
いか。

筆者は，新入生ゼミや演習の一部で，「ゆうか
り」掲載の作品を輪読しながら連想したことを話
させる試みを続けている（崎原，2010a）。作品を
手がかりに何をどこまで他者の前で開示したらよ
いのか。他者の体験の開示や，それに基づく自己
覚知をズレを含めてどのように受け止めるのか。
さらにはどのように記録するのか？併行して他者
の前で開示した自分をどのように覚知してその内
容をどのように表現するのか？話すのが難しいな

ら，演習の終わりに「振り返り」をどのように書
くのか？それを教員が，その時や次回にどのよう
に紹介したらよいのか？これらは皆，共感や非審
判的態度とは何かを体験しながら考えることにな
ろう。

教員によっては，「ゆうかり」から気に入った
作品を選ばせ，内容を紹介し，自分が考えさせら
れたことを報告させる方法を採用している。この
方法でも前述の筆者の取り組みでも，「（自分を含
む）人の理解」を対人場面における自己開示や自
己覚知を通じて進めることができよう。すなわち
新カリキュラムにおける相談援助演習（ソーシャ
ルワーク演習）Ⅰの内容につなげていけるだろ
う。

今回の10号のエッセイでは，読み手が書き手に
回った。つまりイラストを担当する先輩が書いた
作品「進んで振り返って前を見て」に触発されて，
自分のこれまでと現在を振り返り，今・ここでで
きることから取り組み，その後，どのようになっ
ているかの近況を１年生や３年生が書いた作品を
掲載した。

また筆者は，新カリキュラムにおける相談援助
演習（ソーシャルワーク演習）ⅠにおけるＫＪ法
による演習教材の一部を実習体験に関わるエッセ
イから選んでいる。さらに，先輩の仕事に関わる
作品を読んだ翌週に，その先輩を招き，現在の仕
事に関する話題提供をしてもらう。足りない内容
についてグループ毎に数回の聞き取りをさせても
らった後，話題提供をどのように理解したかとそ
れに対する自分たちなりの提案書を作成し，報告
し，先輩にコメントをもらい，最後にその日の２
コマ続きの演習を振り返り，先輩へのお礼を書く
演習を設定してきた（崎原，2009，2010b）。

５．おわりに－今後の課題

筆者は日本社会福祉学会で「学科学会機関誌
「ゆうかり」を中心とした学会活動の試みーコ
ミュニティソーシャルワークの視点から」と題し
て報告したことがある（崎原，2008b）。

本報告では，学科教育の場を学生と教員が共
通の目標を持って過ごす擬似コミュニティと捉
えたい。学科社会福祉学会はカリキュラム等の
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学科教育の縛りを離れて，学科教育を活性化す
るためのアソシエーション組織と言えよう。

したがって学科教育と学科学会活動をつない
で，より豊かな学科教育の場を作っていく一連
の取り組みをコミュニティソーシャルワークの
視点から捉えたい。具体的には社会福祉学科と
いう擬似コミュニティが当面する課題に社会福
祉学会として４年間どのように取り組んできた
かを紹介し，今後の課題を含めた学会活動の役
割を学科の教育活動との関連で検討したい。

何よりも大学の場やそこでの活動が，社会福祉
の現場であり，実践活動の一つである。授業や実
習に加え，シンポジウムや講演会，「ゆうかり」
編集の場や関係を，学生教員間，学生同士が生活
や仕事の一部として生きる中で，それらを互いに
社会人として成長していける場や関係としてどの
ように組織して維持するかが課題であろう。

喫緊の課題は２つの「精神のリレー」。１つは，
やっと動き出した「ゆうかり」編集委員会はじめ，
学生が参加してもよいなと思える会活動をどのよ
うに組織して維持するかである。

もう１つは，学会シンポジウムのコーディネー
ター，話題提供者や講演会の講演者の人選，「先
輩達は今ここで」や，「鹿児島からの福祉・最前
線」の人選をどのように組織的につなげてネット
ワークにするかである。

そのようなネットワーク，Tight	and	 loose な
つながりのかたちに対するヒントを与えてくれた
社会福祉学科ＯＢで職員，すなわち同僚との付き
合いを８号の編集後記から引用し，彼のエッセイ

（池田，2009）の「はじめに」と「最後に」で締
めくくりたい。

「先輩達は今ここで」では現在，職員の OB
に寄稿していただきました。確か，編集子が赴
任1年目，彼とは西南学院大で行われた会議に
参加しました。懇親会や当時の特急つばめでの
もう一人の教務課職員との掛け合いを苦笑し，
見守っていたのは一番若い彼でした。彼のライ
フヒストリーの一端が，合唱部や司会で鍛えた
彼の気持ちのよい話し声にのって聞こえてきま
した。静かな笑いの中で何とはなしに教えられ

ました。後輩たちが大学時代をどのように過ご
し，その後をどのように展望したらよいかを考
えるためのよい贈り物です。いかにも贈り物で
ない。戯れに書くとはこういうことかもしれま
せん。（SH）

「何か書いてもらえませんか～？」そう言わ
れたＳ先生の手には社会福祉学会誌『ゆうか
り』が！これは紛れもなく原稿依頼。ついにお
鉢が回ってきたかと思いつつ，「何でもいいん
ですね，いいですよ」と安請け合い。はて，何
を書こうか…そこから私の迷いが始まった。平
成20年度がスタートした４月某日の出来事であ
る。

その後いろいろと思いを巡らしたがまとまら
ない。結局は，随想仕立てにして思いつくまま
を書けばいい。そうすりゃ気楽に書けるんじゃ
ない !? と自己完結。何ともお恥ずかしい話。

それにしても，別の機会にＳ先生からいただ
いた「戯れに書いてみる」というお言葉は魔法
のようだった。執筆に対する気楽さが一気に加
速した（いいか，悪いかは別にして）。

最後に蛇足。「明日は明日の風が吹く」―い
い加減な人間の代名詞ともとれるが，私はこの
言葉が大好きである。未来に何が起こるかなん
て知る由もない，それならいっそ明日の風に身
を任せればいい。悩みがあっても，遅かれ早か
れ必ず解決への風が吹く。何かに行き詰った
時，「明日の風」を信じ，吹かれてみてはどう
だろうか。それが後々，己の「自信」へと導い
てくれるような気がする。
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　 安達ゼミ

フロイトの自我防衛機制の観点からみた人の心の動き

	 末　吉　真由美
アンタッチャブル山崎弘也のすごさ	 犬　塚　康太郎
マイケル・ジャクソンが「King	 of	 Pops」と言われる

理由	 樋　髙　裕　之
マイケルジョーダンについて	 神　代　　　潤
音楽と人間の心	 宇　都　千奈津
教育環境と子どもの問題行動～子どもの問題行動は親

だけの責任なのか～	 佐土原　千　枝
老人保健施設実習で学んだこと	 松　葉　貴　之
ピーターパンシンドロームと犯罪の関連性について

	 石　田　麗　奈
性同一性障害を持つ人が過ごす生活・人生とは

	 山　内　見　峰
実習を振り返って～今，自分たちに出来ることは～

	 勝　部　　　亮
実習に関する考察～体験を通して見えた課題～

	 末　永　達　二
摂食障害～本人たちが抱くおもい～	 濱　村　文　香
ソーシャルインクルージョン社会の実現に向けて―知

的障害者のソーシャルインクルージョンを考える―

	 横　山　美菜子
人間の性に関する知識について～障害者の性～

	 福　森　沙　代

　 天羽ゼミ

貧困の連鎖と格差社会	 鵜　瀬　綾　菜
海外の児童労働について	 大　山　志穂理
デート DV ～あなたの身近でこんなこと起こっていませ

んか～	 島　田　佳世子
性的虐待を受けた子どもへのケア―性的虐待の事例を

通して―	 新　城　優　二
精神障害者の地域生活への支援～ A 氏における地域社

会での現状と課題～	 上　野　早　葵

　 岡田ゼミ

貧困について～ホームレス調査～	 大　村　里　沙

児童虐待における，その背景，及び現状について

	 吉　松　多敬紘
認知症高齢者の現状と課題―施設の視点・家族の視点―

	 堀　田　真　紀
精神障害者家族の困難と回復支援の課題

	 阿久根　法　子
裁判員裁判について	 佐　野　亮　介
アルコール依存症と回復について	 山　本　悠　介
加害者家族の心理～小説「手紙」を読んで～

	 山　岡　那　恵

　 崎原ゼミ

なぜ私はここにいるのか～その軌跡とこれから～

	 田　代　圭　祐
大学祭パンフレットを通してみえてきたもの

	 坂　元　美　子

　 高木ゼミ

スティグマ	 平　田　志　穂
認知症高齢者とのコミュニケーション	徳　　　直　樹
日本の生活保護のあり方について	 江篭平　結　衣
認知症の方と接する際の専門職のコミュニケーション

に関して	 中　村　友　也
映画「レインマン」が伝えること～自閉症との関わり～

	 印　南　あゆみ
障害者と健常者がともに暮らしやすい環境とは

	 北ノ園　　　文
モラル・ハラスメントについて	 永　田　麻　実
地域における高齢者の独居	 菅　野　裕　人
無縁社会	 田　中　大　輔

　 高橋ゼミ

商店街が行う高齢者の生活支援～宇宿商店街の取り組

み～	 前島さゆり，永里　春佳
	 日高有里菜　　　　　　

　 田中（顕）ゼミ

音楽療法について	 中　城　悠　輔

2010年度演習論文テーマ
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アニマルセラピーについて	 木佐貫　大　地

　 田中（安）ゼミ

対人援助におけるコミュニケーション～絵を通しての

コミュニケーションについての一考察～

	 阿　部　翔　太
施設入所者における生きがいについて	黒　木　五　月
一人暮らしの高齢者の特異な行動に対する家族の気付

きについての一考察～もの忘れについて考える～

	 平　川　なつき
コミュニティケアにおける声かけについての一考察

	 有　馬　理　文
認知症高齢者に対するコミュニケーションの一考察

	 五十嵐　直　樹
社会福祉の国際比較についての一考察―スウェーデン

の介護福祉制度との比較を中心として―

	 徳　重　琢　也
老いと生きがいについての一考察	 中　村　彩　子
家庭でも介護を楽しくするための考察	外　薗　　　駿
認知症にならないための予防策	 前　迫　星　也
在宅介護者の心身の健康状態における一考察

	 永　井　千　晶
認知症という疾患における正しい知識と理解について

	 今　村　祐太郎
動物が人に与える影響	 村　山　翔　平
小規模多機能ホームについて	 山　口　明　美
脳梗塞とその後のケアについての一考察

	 山　元　成一郎
入所施設の利用者にとっての理想の住施設環境を提供

するその一考察	 四　元　由梨奈
ムーブメントセラピー～重症心身障害児（者）に対す

るムーブメントセラピーの一考察～	 湯ノ口　正　晃

　 田畑ゼミ

高齢者虐待と認知症について	 黒　瀬　義　央
介護保険制度	 吉　﨑　功太郎
介護保険制度―その仕組みと課題―	 坂　元　友　樹
介護保険制度～制度の成立・概要・現状～

	 上　之　智　志
生活保護制度～制度の概要・現状・課題～

	 中　山　信　広
生活保護の受給の在り方に関する日独比較～濫救・漏

救の視点から～	 川　辺　真智子

医療保険制度～国民健康保険の現状と課題～

	 田ノ上　由　香
生活保護と自立支援	 萩　元　良　昭
生活保護とワーキングプア	 宮　川　龍　弥
アメリカ医療保障制度―無保険者問題とオバマ改革―	

	 橋　口　駿　介
地域包括ケアシステムの実現に向けて―介護保険制度

下の高齢者支援―	 長　崎　徳　子
労災保険―その仕組みと事例から学ぶ現状と課題―

	 橋　口　直　樹

　 中山ゼミ

乳幼児心理・発達について	 山　元　和　紀
スポーツ選手における摂食障害	 遠　矢　翔　太
アルコール依存症について	 石　神　洋　昭
高次脳機能障害―症状の良好化に向けて―

	 宮　崎　志　織
自殺とマスメディアの関係についての卒論

	 池　元　祐　樹
音楽療法	 鮫　島　佑　佳
医療事故について	 泊　　　奏　行
性同一性障害について	 伊牟田　翔　也
高齢者の食事について	 桑　原　優　太
セックスボランティアについて	 畦　地　綾　香
現代におけるうつ病の傾向	 永　吉　拓　也
施設における問題行動とその対応について

	 山　手　麻　弥
中高年・高齢者の自殺	 柿　木　雄　太
高齢者の性生活について	 畦　地　翔　太
いじめについて	 濱　田　一　穂
高齢者虐待	 原　田　隆　一

　 堀田ゼミ

映画の中に映し出されている障害者像	肥　後　龍　大
いじめとメディアの関わりについて	 立　石　朋　也
福祉を通した音楽活動	 福　園　力　斗

　 蓑毛ゼミ

スペシャルオリンピックスの歴史と自分たちの活動を

通しての一考察	 川路　航太，山邊　友寛
	 上薗　紘生　　　　　　
特別支援教育における自立活動に関する一考察

	 岩　神　太　郎
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摂食障害について	 増満　和哉，山口　晴香
重症心身障害者のコミュニケーション方法

	 今　村　仁　美
入院中の子どもの現状とその後

	 小畑安里那，執印　愛花
人間関係と自己防衛との関係	小松　史織，竹上さやか
障害者スポーツについて	 恵島　光美，木村　香澄
音楽療法について	 是　枝　李　沙
重心身障害児における療育の課題	 萩　元　めぐみ
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社会福祉学会自主研究助成の募集

　標記の件について下記の要領で公募いたします。
１．助成の目的

　　鹿児島国際大学社会福祉学会・学生会員の自主的な学習・研究活動の活性化を図る。

２．助成の対象

　　自主研究（ゼミを含む）や特色あるボランティア活動・実習活動報告等とする。

３．助成額

　　１件あたり５万円を上限として，総額30万円までとする。

４．申請受付期間

　　　　　2010年５月24日（月）－６月25日（金）（2010年度の場合）

５．申請手続方法

　　個人申請の場合……本人名で申請する。　　共同申請の場合……研究代表者名で申請する。
申請書に必要事項を記入のうえ，田中（顕）研究室（５号館735研究室）に提出する。
予算内容も記入すること。
また，助成の対象は，研究活動に必要な文献の複写，資料の印刷，文具等の各種消耗品の購入およ
び交通費等とする。（書籍および換金性の高いテレホンカード等は不可）
交通費の支出は公共交通機関（１人あたり運賃と利用した人数を書いた明細でよい）に限り，ガソ
リン代は不可とする（詳細については，自主研究助成担当教員・田中（顕）まで）
※申請者は，別紙申請書を提出後 tanakak@soc.iuk.ac.jp まで，次の要領によりメールの送信をお願

いします。（①件名・表題＝「2010年度自主研究助成申請の件で」・本人＝申請者の学籍番号・氏
名および連絡先の電話番号）

６．採否の決定

　　申請順に申請内容を審査し，採否について随時，申請者に通知する。

７．活動成果発表

研究報告書と，年度末に発行する学会誌『ゆうかり』に掲載するための要旨を学会運営委員会に提
出する。2011年１月22日（土）にポスターセッションによる研究活動報告会を開催（2010年度の場合）
研究報告書	様式：Ａ４用紙にて作成。
枚数・字数等，特に制限は設けないが，研究内容に関して可能な限り詳細な報告を記載すること。
要　　　旨　様式：Ａ４用紙にて作成。（研究報告書の要旨を3,000字～3,500字以内で作成）
　※研究報告書および要旨ともにワープロ文書ファイルを必ず添付すること。

８．助成金の執行

採用通知を受けてから，立て替え払いをして領収書を保管しておき，指導教員の承認を得た上で，
研究報告書および要旨とともに提出すること。

（詳細は，自主研究助成担当教員・田中　顕悟	<tanakak@soc.iuk.ac.jp>）
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自主研究助成成果報告会・要項

鹿児島国際大学社会福祉学会

１．はじめに

　昨今の社会情勢の分析を待たずとも，それぞれ厳しい条件の中，社会福祉学科に在籍し勉学やアルバ
イトに励みながら，自主研究に取り組んでいる皆さん，お疲れさま。
　本学社会福祉学会では，鹿児島国際大学社会福祉学会・学生会員の自主的な学習・研究活動の活性化
を図るべく，自主研究（ゼミを含む）や特色あるボランティア活動・実習活動報告等を対象にして自主
研究助成を行ってきました。
　その成果の一部は，社会福祉学会機関紙「ゆうかり」に掲載し，公表してきました。さらに	成果の公
表を通じてテーマの共有，さらにはそれを出発点として今後の課題や新たなテーマの検討を行う機会を
設けた方がよいと考えました。具体的には自主研究助成成果報告会を行うことにしました。初めて行う
試みゆえ，発表方法や形式において，様々な負担をかけることもあるかと思いますが，本学社会福祉学
会活動の活性化によろしくご協力下さい。

２．開催日時と場所

　2011年１月22日（土）　13時00分～15時00分　　　510教室（2010年度の場合）
　発表者は，13時30分までに所定の場所に，発表内容をまとめたポスターを掲示して下さい。当日は
学会運営委員が会場に待機していますので，不明な点はお尋ね下さい。

　
３．発表方法	

　ポスター発表によります。４の要領で作成したポスターの前に1時間立ち，その内容を参加者とやり
とりしながら，発表内容についての考え方を深めます。
　具体的には，最初に一通りそれぞれのポスターについて発表者が簡単な紹介をしてから，一斉にそれ
ぞれの持ち場で自由質疑応答に入ってもらいます。
　口頭発表のような一方的な報告ではありません。参加者とのやりとりを通じて，他者と発表内容につ
いて話題をどのように共有したらよいか，さらには率直な意見を受けることが自分の気づかなかった視
点から研究を見直す機会になり，今後の課題を検討する良い契機になります。
　なお，共同研究の場合は，発表担当者をグループ内であらかじめ選出してください。ただし，発表担
当者だけに一任するのではなく，グループ全員，報告会に出席し発表者のサポートをお願いします。

４．ポスターの作成要領	

　発表者は，提出したゆうかり掲載用の原稿をさらに分かりやすくまとめ，その内容を説明できるよう
に準備するとよいです。
　発表するためのポスター台紙として，横90㎝×縦120㎝の巻クラフト用紙１枚を配給しますので，そ
の台紙に下記の⑴	⑵を貼って下さい。
⑴　上から横80㎝×縦15㎝の幅のスペースに，タイトルと発表者氏名を別紙にワープロ印字して貼って

下さい。タイトル文字サイズは80ポイント，発表者氏名（共同研究者がある場合は連名で）の文字サ
イズは48ポイントにして下さい。

⑵　その下に発表内容として，28ポイント以上の文字サイズでＡ４判用紙にワープロ印字したものを，
例として，縦に４, ５枚位つなげ，横に３列並べて貼ることができます。レイアウトはその並べ方に縛
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られるものではありません。図や表，箇条書きを→でつなぐなどの工夫が，発表内容に対する見直し
にもつながります。用紙はＡ４判以外でも構いませんが，なるべく台紙の横にははみ出さないように
して下さい。

　　レイアウトのイメージは，70－100㎝離れても，大まかな内容が見える位が目安です。

５．問合せ先	

　　不明な点は，右記メールアドレスまで　　　sakihide@soc.iuk.ac.jp	

　『ゆうかり』は，鹿児島国際大学福祉社会学部社会福祉学科並びに福祉社会学研究科に所属する学生
と教員で構成される学内社会福祉学会の機関誌です。学生間，OB・OG を始めとする学科に関わった先
輩達と学生間，学生と教員間の学問的および地域的交流を促進する企画を，誌面で展開したいと計画し
ています。具体的には以下の内容を予定しています（字数は応相談）。皆さんの執筆を通じた積極的な
参加をお願いいたします。

合格体験記

　社会福祉士，精神保健福祉士，介護福祉士の資格試験や教員採用試験合格体験記を募集します。内容
は合格に向けた試験勉強スケジュール，工夫した方法，苦心談などを，後輩に向けてメッセージとして
まとめて下さい。

実習体験記

　社会福祉士，精神保健福祉士，介護福祉士の実習や教育実習の体験記を募集します。実習報告書等を
見るまでは見えてこない実習体験について，具体的な内容を，体験から得られた反省点や公開可能な裏
話も含めて，後輩に向けてメッセージとしてまとめて下さい。

エッセイ・その他

　上記のテーマ以外で，学生生活やサークル活動，そしてアルバイト等の体験やそれらを通じて考えさ
せられたことを書いたエッセイを募集します。また教員が推薦する授業関係のレポート等も募集します。

先輩達は，今・ここで

　社会福祉学科に関わったことのある先輩達の学生時代，仕事の中で見つけてきたこと，そして現在に
ついてなどを，後輩に向けてのメッセージとしてまとめて下さい。

社会福祉学科開設30周年に向けて

　1982年４月に開設された本学社会福祉学科は，間もなく30周年を迎えます。シンポジウム等，社会福
祉学科の歴史を振り返り，今後を展望するのによい企画があれば，提案して下さい。大まかな内容で構
いません。
	 	 （詳細は，投稿原稿担当教員・崎原	秀樹 <sakihide@soc.iuk.ac.jp>）

社会福祉学会誌『ゆうかり』への投稿のお願い
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鹿児島国際大学社会福祉学会会則

［総　則］
第１条　本会は，鹿児島国際大学社会福祉学会と称し，本会の事務所を鹿児島国際大学福祉社会学部社

会福祉学科に置く。

第２条　本会は，学術研究を推進し，会員相互の学問的交流を促進するとともに，地域社会の文化的発
展に寄与することを目的とする。

第３条　本会は，前条の目的を達成するために次の事業を行う。
　（ア）会報ならびに機関紙の編集・発行
　（イ）研究会・講演会等の開催
　（ウ）その他，本会の目的を達成するために必要と認められる事業

［組　織］
第４条　本会は，福祉社会学部社会福祉学科並びに大学院福祉社会学研究科に在籍する学生および両科

の専任教員をもって会員とする。
　２　準会員については，別に定める。

第５条　本会に次の機関を置く。
　（１）会長
　（２）総会
　（３）運営委員会
　（４）監査委員
　２　会長は，社会福祉学科長とする。
　３　運営委員（教員４名，学生８名以上）および監査委員（教員２名，学生２名）は，社会福祉学科

で選出し，総会の承認を得るものとする。
　４　前項の各位委員の任期は，教員については２年，学生委員については１年とする。ただし，再任

は妨げないものとする。
　
［機　関］
第６条　会長は，本会を代表する。
　２　会長は，年１回の定期総会を招集しなければならない。
　３　会長は，運営委員会の議決に基づいて臨時総会を招集することができる。

第７条　総会は，本会の最高議決機関である。

第８条　運営委員会は，総会の承認により，学会の運営にあたる。
　２　運営委員会は，委員長（教員）と副委員長（学生）の各１名を互選する。
　（１）運営委員長は，運営委員会を代表し，定期およびに臨時に運営委員会を招集する。
　（２）運営委員会は，そのもとに必要に応じて委員会を置くことができる。
　３　運営委員会は，教員委員および学生委員のそれぞれ過半数の出席によって成立する。
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　４　運営委員会は，次の事項を審議決定しなければならない。
　（１）年間事業計画
　（２）予算案および決算書
　（３）会則の改正ならびに諸規定承認・改廃
　（４）その他必要な事項
　５　運営委員会の議決は，出席した教員委員および学生委員のそれぞれの過半数の賛成で決する。

［財　政］
第９条　教員会員の会費は，年額2,500円とし，年度初めに納入する。学生会員の会費は，年額2,500円と

し，入学時に一括納入する。

第10条　本会の経費は，会費・補助金・寄付金でまかなう。
　２　会計年度は，４月１日から翌年３月31日までとする。

第11条　会費の徴収，保管および支払いについては，大学事務局に委任するものとする。

第12条　運営委員会は，毎年会計年度終了後２ヶ月以内に決算を行い，監査委員の監査を受けたうえで
総会に報告し，その承認を得なければならない。

［改廃手続］
第13条　本会則の改廃は，運営委員が発議し，総会の決議を経なければならない。

附　則
１．	この会則は，昭和57年４月１日から施行する。
２．	この会則は，平成13年７月27日に改正し，施行する。
３．	この会則は，平成15年７月４日に改正し，施行する。
４．	この会則は，平成18年４月１日に改正し，施行する。
５．	この会則は，平成20年４月１日に改正し，施行する。
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2009（平成21）年度鹿児島国際大学社会福祉学会・決算報告

収入の部

項　　　　　目 予　　　算 決　　　算

前年度繰越金 6,829,141 6,829,141

会　費

　2009年度学部新入生分（＠10,000） 1,210,000 1,210,000

　2009年度大学院新入生分（＠5,000 ＠7,500） 75,000 75,000

　　留年生分（学部・大学院 ＠2,500 ＠1,250） 0 31,250

　　２・３年次編入（＠10,000 ＠5,000 ＠6,250） 30,000 10,000

　　転学科（＠7,500） 0 0

　　復学生（＠2,500 ＠1,250） 0 7,500

　　教員分（＠2,500 ＠1,250） 52,500 50,000

雑収入 0 18,888

普通預金利息 0 2,625

合　　　　　計 8,196,641 8,234,404

支出の部

項 　 　 　 目 予　　算 決　　算

会 議 費 100,000 21,000

事 務 費 30,000 0

通 信 費 10,000 4,415

交 通 費 10,000 0

コ ピ ー 費 10,000 0

事 業 費 2,030,000 1,806,652

１）	『 ゆ　 う　 か　 り』 発　 行　 費 500,000 449,885

２）	自 主 研 究 助 成 費 300,000 324,089

３）	演 習 論 文 抄 録 印 刷 費 300,000 286,650

４）	講 演 会・ シ ン ポ ジ ウ ム 開 催 費 450,000 253,008

５）	新 入 生 歓 迎 行 事 他 120,000 100,000

６）	卒 業 パ ー テ ィ ー 費 360,000 390,520

予備費（入学辞退・編入・転学科学生等への一部返金） 50,000 2,500

支 出 小 計 1,832,067

次 年 度 繰 越 金 6,402,337

　 合 　 計 　 2,240,000 8,234,404
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編 集 後 記

　卒業生の皆さん，ご卒業おめでとうございます。社会福祉学科を或いは福祉社会学研究科を巣立ち，
それぞれの分野で，ご活躍されることをお祈りいたします。
　さてご覧のように「ゆうかり第10号」は大変充実したものとなりました。原稿を寄せて下さった学生，
大学院生，先輩の皆さん，自主研究助成に応募して研究された学生，大学院生の皆さん，そして原稿を
集め，本に編むための連絡調整や作業をして下さった運営委員の皆さんのおかげです。ありがとうござ
いました。
　今号では，不定期ながら学生や先輩による編集委員会と連携して機関誌「ゆうかり」作りができまし
た。編集にかかわった皆さんに一言ずつ頂き，編集後記としたいと思います。
　原稿を書いたり，話し合ったり，ゆうかりの編集は大変な作業でしたが，同じ編集委員の方々や先輩，
先生と支え合い楽しみながらできました。とても良い経験ができました。ありがとうございました（梶
原智代）。ゆうかり編集委員になった時，最初は不安だらけでした。しかし編集を通じてしか得られな
い経験がいろいろありました。今ではやってよかったと心から言えます。編集する中で知り合った多く
の方々に感謝します（安持はるな）。ゆうかり編集を通じて多くの方々の経験，生き方に触れることが
できてとても勉強になった。一人ひとりが異なる生き方をしているが，その中で喜びを感じたり，悩み
を抱えながら今の自分へとつなげているのはどの方にもあてはまることだと思った。これからも様々な
壁にぶつかることがあると思うが，先輩方の体験から学んだことを自分なりにいかしていきたい（久留
千佳）。挿絵とマンガ，描かせていただきました。やっちゃった感大売出しです。読んでくれた方が，
くすっと笑ってもらえたら幸いです（川路美紗）。久しぶりに筆を握ることができてよかったです（栄
田麻衣子）。昨年に引き続き編集に関わらせていただき，ありがとうございます。昨年書かせていただ
いたプチエッセイの反響を聞いて，恥ずかしいやら，嬉しいやら。今年も素敵な思いの詰まった「ゆう
かり」が，誰かの心に届きますように（三棹（鳥丸）みなみ）。
　最後に優れた論考であるから面白い読み物が満載の「ゆうかり」は，大学ホームページを通じＰＤＦ
ファイルで閲覧できます。1982年４月開設の社会福祉学科は2011年４月以降30年目に突入します。学科
に関わった者同士という緩やかな結びつき，つまりネットワークを起点にした各自の持ち場からの皆さ
んの企画提案を含む参加をお待ちしております。（S.H）

2010 （平成22） 年度　鹿児島国際大学社会福祉学会　運営委員
田畑　洋一　　鱒渕　祐一　　田中　顕悟　　崎原　秀樹
１年生　安楽侑哉　笹平彩矢香　村山奈津子　浮田瑞紀　前村勇馬　上畝絵里　安持はるな　原田絵麻
　　　　中島亮　奥村誠　中村建斗　中村沙織　八木未央　鮫島有佳　穂山茜奈　末満紗希　山下廣大
　　　　前野貴彦　福和樹　梶原智代
３年生　濱崎太陽　山口大貴　森園菜々恵　溝口修平　長濱啓太　横手智成　下堂園将人　相星孝明
　　　　東陽平　西佑磨　山下弥未　中村愛　迫田佳奈　久留千佳　井上智美　福永千紘　分領春佳
大学院生　大野さおり　陳琨

鹿児島国際大学社会福祉学会誌

　　　　　　　第10号

発　行　2011年３月18日
編　集　鹿児島国際大学社会福祉学会
住　所　鹿児島市坂之上８－34－１
　　　　〒891-0197	☎099（261）3211㈹
印　刷　斯文堂株式会社	☎099（268）8211㈹



	
第
10号

	
2011年

３
月
18日

鹿
児
島
国
際
大
学
社
会
福
祉
学
会
編
集


